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ハイカライトは落ちついた

あたたかみのある光色、しかも

色を鮮明に見せる放電灯タイプ " ，，'  <見せます。屋内の商業空

の新光源てや丸 明るさと経済性にすやれ .- 聞におすすめしたいランプです。(色

た高圧ナトリウム灯の技術を白熱電球の分野lこまで広げ 温度25∞K 、平均淡色評価数Ra85}

ました。白熱電球にくらべて効率は約3倍、寿命I;t.約9 ・アイキャッチャー効果のすくεれた 「高彩度 形」

倍に。( 当社比) 照明設計仁新しL、可能性がひらけま九 照明対象物の色を際泣たせ、 華やいた@雰囲気をつ〈る光で丸

. 落ちつし、た光色「高演色形」 看板照明、ディスプレイ照明、 壁面照明などにおすすめしまも

白熱'iIl球と同級な縦しみのある、 あたたかL、光色でIY胞も美し ( 色温度2800K、平均演色評価数Ra78}

Ｎ ｴ 奇形欣ＱＱｬｾトイカライト ｬ 阜、 ＱＵＰ ワ ットタイプ

が6品種そろってL 吐主導fll 安定訟でご使

f I J ( ど部、。・高泌色形・・透明形 K- HI CA

150・G￥22，5∞ 、拡 散 形K- HI CAI 50F' G

￥幻，0∞、リフレクタ形 K- HI CAI 50R' G￥2  

5，0∞ ・高 彩 度 形 透 明 形 K- HI CAI50

H￥22，5∞ . 拡 散 形 K- HICAI 50F' H￥23

氏問、リフレクタ形K- HICAI 50R' H￥25 氏川
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・ぉ1目l ' 、合わせ、カタログのお申し込みは、 バルック、ハイカライト H

〒569 大阪府高槻I;J 区内松下旬協管E事事業部建築と社会係まて、

商業空間に新い、ひかり2つ…

物の見え方を大切にしたい商業空間やオフィス

環境の照明を考えると き。光の質もJI .今|床くだ

さい。バルック蛍光灯は色覚に関する研究

から生まれた、日本最初の3波長域発光タ

イコt 演色性( ものの色の見え方) と明るさを

両立させました。より快適な照明環境づ

くりにお役立てくださL、。

. パルック蛍光灯の3つの特長一 一

①色hなり自然に美し〈くっきり見えます。②さわやかな

雰囲気をつ〈ります 。｀ あかるさ感が大幅にアッ ｾ

. パルック蛍光灯は、今まで・の器具で

使用できまする全体照明はもとよりディ

スプレイ照明などにもおすすめしますh

ｊｴｬ ｡， ｯｾ 勿
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‘ 高齢者世話ホーム「宝塚・エデンの園J

特別養護老人ホーム「栄 光 園J

新築工事の見学会

向然の索程J I . に .ft;: まれた宝塚、ゆづり業手? に、関西ではじめての高紛

者世話ホーム「宝塚 ・エデンの| 週 j が誕生いたします 。

建築主 の 社 会福 祉法人聖隷悩祉事 業団は 的岡 ｬｾｾ 浜松を発祥 の 地とし

て、総合病院 ・健康診断セ ンター ・日本故大の者議短期大学 ・日本

で最初の特別主主護老人ホ ーム ・その他各位身障者用地設 ・保育園な

どを有する、わが同屈指の総令官ti 祉事業団です。

「宝塚 ・エテンの悶J と名つけられたこの施設は、一般には有料老

人ホームといわれ ますが、特に山由令者世話ホーム と構して、 向齢者

の生活 、健康、生 きがいを 寸 ｺ るために管 理、ｊｬｬｦ ［Ｚ ｾｴ にお い て 特徴 ある

シス テム がとられており、高齢者の住まいにふさわしい、おちつい

た人間味のある環境造りに A 点がおかれ、同然公闘の景観保持の法

判f;，に即して、 i註l:.5で 4 階建の 6 棟に分散。ま た113低差のある地形を

生かして日) j ( l ，と眺望を般保するとともに、進入路、散策路、緑地な

どを有効に設けて変化とまとまりのある椛成がとられ、深い緑の中

に白: g j i _ の建物が美しく見事な調和をみせております。

』白設全体としては活れのある高齢者コミュニティーとするために、

共用施設を設けて白 d一!な出会いの場となるよう配泌されており、 l

|併の 中庭 をl ド心にし て食堂 ・* 会室 ・大浴場などを| 羽放的、 i主統的

に配置し、 Ｒ 階には医療施設としての診療所が ｾ ｾｨ 立して設けられて

います。さらに専F f J 部分( 住肘) については、非常ff 予報錠システム、

ｾ｛ＡＺｬｩ 鼓式調理器、 ｊ［ｊｩ 齢者向ノ〈スユニットなどが設置され、高齢者の生

前機式に対応し得るような fill 取りを基準とした 、 A - F まで 6 般世n

のタ イプカずあります。

「特別養護之人ホ ーム ・栄光岡」はエデンの図に隣接して ill てられ、

1 階を重症者用、 2 階を軽症者用に分け、機能的で明るい建物とす

るよう配慮がなされ、ねたきりの高齢者のため特に属室の環境、似

全に重点がおかれ、ナースコールブザー・身障者用エレベータ ・悦

所 ・スロープ ・各所の手摺など安全面における 各純の工夫がこらさ

れております。

日本建築協会会告一一一

今回は盗殺福祉事業団事務局の特別のご厚意により、入居開始直前

のご繁忙の 中を見学させていただくことになりました 。関西でも有

数 のすぐれ た福祉地設の見学に、是非多数ご参加 をお待ちしており

ます。

この企画に際しては、設計事務所ゲンプランならびに側大林組に多

大のご協力をいただきました。

日 時 4 月10 日( 火) 集合13 : 20→解散 16 :  30 

集合場所 阪急屯欽 ・今津線「逆瀬 JIIJ 駅前 ・目標会旗

〔参巧〕交通貨は各自ご負担顧し、ます。

/11'" 、大阪より 阪ft;! :ltVII ・神戸線特急に』駐車 ( 10分間隔で発11i ) →西宮北口にて宝

塚行持通' i u>II に来リ償え→逆瀬川駅下 Jli ( 大阪 より 所袋約40分、巡行片道160阿)

定 員 30名

参加会費 会 員 400円

( 当日いただきます)

会貝外 600円

申 込 今回は会誌発行遅延のため屯話申込といたします。

4 月 3 日( 刈までに事業課宛に氏名 ・勤務先名 ・連絡電 話番

号 ・参加証発送先住所を明確にお 申込願 L 、ます。

・お:t ぴ・ すて・に 3 Ｉｾｾす ｩｬｬ 械の予告をむとに ＱＱＱ 瓦はがきでお申込いただいた会 ｕ ，靖氏

には深くお詫び巾しあげます.

「注J ｊｾ 合場所よリ阪むＮパえを 利用し て現地に参 。｝ます が 、 パス発 Ｑ ＱＱＱｈｊ 隔 が ＳＰ 分に ｬ 本

のため、巡担l をしないようにご参1駐車!U' 、ます。

・阪急白パス逆瀬川駅，.j，jl3 :  30発Jli ( 所要10分Ii l lf立)

建築概要

所 在 地 宝 塚 市 小 林 字 西 山

往 築 主 社 会 稲 祉 法 人 聖 裁 福 祉 事 業 団

設 計 監 理 附 設 計 事 務 所 ゲ ン プ ラ ン

施 工 附 大 林 組

構造規棋 エデ ンの 図 R C 進 地上 4 階または 3 階一部地下 1 階

栄 光 図 R C 進 地 上 2 階一部地下 1 階

敷地面積 21，200. 00m'  

処築而; f i 't 5，979 ， 78m'  

延床面積 19，345 .24m'  

工 期 昭 和53年 5 月→昭和54年 3 月

予告・ 5 月企画

‘ 「建築家のための‘ みどりか学習会(7) J

… 奈良万葉植物園と春日奥山原始林を歩く

日 時 5月19 日u: l 集合10 : 00→解散16 :  30(  1 日コース)

ゲ ス ト 奈良女子大学助教佼 菅沼孝之氏(理!γ 。博 上 納 物 学 )

スケジュ (1 ) 奈良万業組物園 の凡学

ー ル

(2) 昼 食

(3) 特別天然記念物春日原始林の現地凡学 ーその他

参加l会的 会以 700 阿・会以外 9∞円( 弁当持参)

定 .u 30r， ・〆-CJ J 5 月11日闘

申込は 早い目に往復はがきで・・ 田… 詳細問合せは事業課へ。

( T  E  L06ー 231- 9640)

組築と社会/ 凶79年 3J J 苛 1  



一一一日本建築協会会告

司会員倍加にご協力お願い

大 正 6 年 3 月、| 胡西において孤々の声をあげてより 62年、大阪に

本拠をもっ本会では、会長各位のご協力によ って機関誌「建築と社

会」の発行、建築データシートハンドブ ッ ク、建築技術i遺書刊行の

ほか、各種講演会、見学会、座談会、住宅展なと‘ ユニークなお業活

動を行っておりますが、創立62年を契機として会員倍加lに努め、会

勢め発展を図りたいと考えております。

本会は大正 15年 10月20 日付をも って 内務大臣より社団法人の認可

を受け、現在、建設省所管の建築関係団体としては我が国で最も古

い法人で、大正、昭和初期における関西の建築歴史を作ってきた同

体でもありますので、この由緒ある日本建築協会育成のため、何卒

ご協力の程お願い申し上げます。

本号挟み込みの入会申込書ご利用の上、新入会員のご紹介を懇願

しぞ亡ま守了… … 一… … … … … 一一… 一 一 一

会1'l は下言じのとおりです 。

併 | 人 年 額 7，800同( 月 650円)

会 社 年 額 l 口につき 13，000同

ｾ￭ 建築と社会」誌上に催しガイド新設

本誌では、建築に関する、講演会、研修会、講座、新製品、ある

いは写真、絵画の展示会などの催しを、ご紹介する欄を 4 月号より

後付頁に設けますので、ご利用下さい 。

個 人 、団体、会社いずれも歓迎/ なお、製作上の都合により、開

催 ｬ 羽田の Ｒ ヵ月以上前にご ｬｩｬｩ 絡下さい 。 Ｈ ｾￜ なども ＱＱ ｜Ｑ Ｑ 誕しますＩ

4 ガウディ神戸展

5 月中旬開催。詳 細 4 月号参照。

4 建築技術選書第 8 号「建具の知識と意

匠」発刊

日本建築協会60周年記念事業の一環として刊行されている‘ 建築

技術選書砂は「コンクリート工事の管理J ( 奥山正一編著) 、「構造計

画とやさしい力学( 柱 ・はり制 )J ( 須賀好自著) に引き続き、第 8

号として「建具の知識と意匠 J (  111 片三 郎 著 ) が 発刊 されました。木

製建具の図解をふんだんに使った内容で、実務家には好適の書とな

るものと患います。

ご講読をおすすめいたします 。

なお、すでに発刊の 7 選 :lFは、つぎのとおりです。

回 茶 室の言語/ 岡田孝男

国 ピルの省エネルギー/ 中村 猛

回 建 築 とコンビ ューター 1/ 魚 木11¥'; 失

回 都市の下水処理/ 松 永 一 成

回 すまいの 語録( ユニークなチェックポイント) / 茶 谷 正 洋

固 コンクリート工事の管理/ 奥山正一

回構造計画とやさ しい力 学/ 須賀好日

いずれも、 A 5 判、 136頁ー 160頁、定価￥ 1000です。

企画・日本建築協会 発 行 : 学芸出版社

ただし、日本建築協会会只または会員の紹介で事務局( 大阪市東区

北 浜 3 - 37電 話06- 2 31- 9648) まで買いにこられた方に限り、 1 答IJ

<)1 の 900円で頒布いたします。 ( 送付 希 望 の i i l i Y  900+ 送 料 ( 1  

冊に つき 160同 ) が要ります。)

司東京八重 ｾｪｬｎ ブックセンターで「建築と

社会j 販売

東京方面の「建築と社会」読者のご要望に応えて、交通至便な八

重 i州ブ y クセンターで、 1 月号より本誌を販売しております。

八重洲ブ ックセンター 東京都中央区八重洲 2 - 5 - 1 電日3- 281 ー1821

- 日 本 建 築 協 会 の 展 示 窓 ご 紹 介 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

第43回展示写真

「 南 海 電 鉄 難 波 駅 な ん ば CI T Y J  

惨展示J ! l Hlll

昭和54年 2 月24 日より 2 ヵ月間( 予定)

砂展 示 場 所

京阪官電鉄・地下通路

( ただし、東区北浜~淀屋統 fl:l. 北浜寄り南1U11

ショーケース)

昭和47年より、 l羽海屯鉄難波釈の改造主主fniJJ建設 き抜け ｾｉＺｮ を設け、 ＲＳ さ ＳＳｭ のロケットを設置し、

工 目1'; がおこなわれていますが、昨年 11 月、同工 'I.¥. また、地下 21滑にはステージをデザインした花| 穏

とあわせて建設がＮ￬Ｎｦｦｩめられていた ｾ ｉｾ 弘法ターミ ナル 段のあるイベント広場、ファンタジ ックなピラミ

ピルのショ ッピングセンターが完成、「なんば C 1  ッ ド砲の噴水をもっ池など、ショ ッピングだけで

T  Y  J と名づけられてオープンしました。 なく、人々の安らぎとふれあいのあるユニークな

この「なんば CI T Y J は駅地設とショッピング スペースづくリがなされています。

スペースを有機的に結びつけるとともに、ファン なお、この第 l 次オープンに引き続き、昭和55

Y ヨン ・文化 ・情報のまちとして 119の専門病を 年点には JJl. {1ーの約 3 併の規伎をもっショ ッピング

もち、バラエティーに白んだ魅力ある街づくりが センターとなる予定で、大| 荻みなみの復権をめざ

なされています。 した今後の制i ! 主がJUll 守されています。

とくに、 地下 1 1栴の広場には1!J 空が見える大吹

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川111川11川11川11川11川11川1日|川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川|川l川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川|川川11川111川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川111川|川|川|川川11川11川l川11川11川11川l川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l日川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 l  
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ニュース欄用原稿読者の頁、

社団法人日本建築協ム個人会員入会申込書

:z;;: 団 体 会 員

ご自 由 にご感想、ご意見、注文、

ニ ュースなどをお寄せ下 されば、読者 の頁 また は

ニュース欄に掲載いたします。

電話

名

ι川

氏

このハガキにて 、

〈
キ

リ

ト

リ

線

〉

ふりがな

氏 名

⑩ 

会社r ，

(¥: ｾ長ｲＮｲＮ

生年月r I

片 H  

自IJ 、! J I'- JJ 11 

' r :  {立 I  tH'f， I  

ｉｾｉ＠ I
1 身 校 名 校

干、}
月号E

業

述 給 jII_、'i !i ｉ Ｂｴｾ＠ I  
r  I  ( 2  1  1以 l 晶守o

現 住 所

郵便1&: 号 |

/;Jr (1: j 血

T  E  L  (  F駐

(所布地) 釧 時 ' i 仁二二一 てコ

勤 務 先 ( 名称)

T  E  L  (  需

他会 ｉｾｉ 1#， 建 築 学 会 ・建 築 仁会 - その 他 ( “ いi ell のこと)
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建 築 と 社 会

⑥ 1917年 創 刊

通巻684号・第60集・ 1979

表紙デザイ ン 永田祐三

私の好きな景色 3

サンフランシスコとオークラン

ドを結ぶベイプリ y ジです。

洗練されたゴールデンゲイトプ

リy ジよりもなぜか心引かれる

柿です。

特集予告

.4月号 / コンク リートのひび

われ

.5月号/ 日影規制

. 6月号 / ホテル建築 と情報 システム

・7 月号/ 農村社会の変貌 (仮称)

編集委員会 (昭和53年度)

編集委員長 iil 凶 弘

前 川 陽一 * 中 恨 芳 一

編 集 理 事 :  ・施工材時針桧

前 川 陽一 r  .. l 木嗣自1I

小林 げt * 野 村 康 治

井上 iJ も 柳生PI f 太郎

絵村 ｾ 三 - 法令分科会

今回 tHII * 1品l 怯i 七良II

iill 凶 祐 'fj チ| 市治

fiiln皮太郎 - 作品作劇唾白金

竹中 鍬ー 0 祭良 鉄 ー

菅 谷 飽9(， t在蜂 エ主

l.i Ull h・1凹郎 機l京 ｮｾ Ｑ＠

11j [辺 ｾｂ＠ 沢出 i申

下 山 丈必 寺針 {言夫

編 集 委 員 山口 祥十台

Ｐ 片倉健 ｾｦｴ 備 ｉｾ j車夫

. ，( -十幽分科会 - 控陥i M' 1委員会

池端 Jι 0 木 村 康 彦

稲J]! :ft tii< 稲 毛 政1言

杉本 小笹 敏

谷 口 脱 届 I則川 康

中林 活 - 広告企画4普n全

西村f正一郎 0 1-主lll iJ 'l 凹自1I

* 藤 本 尚 久 安 芸 洋一

山 元 弘 和 坂 必fV

. f時進分科会 下 前 裕一

井上一良II 杉 村 勝三

木 本 英 飼 西出 消

* 北村俊Y - j 平 松 本11-
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耳 目
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法令コーナー 134

新建材紹介コーナー36

読者の頁

建築と社会ニュース

日本建築総合試験所だよ り

シリ ース

建築の眼

特 集.

序 論

C ONT E NT S  

J OURNAL  OF  T HE  ARCHIT E CT URAL  ASSOCI AT I ON OF  J APA N 

A R C HI T E C T UR E  A N D  S OC I E T Y  

特 集 ・ 商 業 空 間

S P ECIA L  F E A TURE S  ON  T HE  MOS T  R ECE NT  TR ENDS  

IN  SHOP PING  ARE A 

高齢者世話ホーム「宝塚 ・エデンの園」特別養護老人ホーム「栄光図」新築工事の見学会。予告「建築

家のための “ みどりＢ学習会 Ｈ Ｗ Ｉ ｪ γ ・奈良万楽植物園と春日奥 山 原始 林 を歩く。会員 ｉ 帥 ｮ Ｈｾζ 協力お願

い 。 「建築と 社 会」誌上に俄しガイド新設 。 建築技術選 ｻ ｾｴ［ 第 Ｘ 号「建具の知識と意匠 ａｈ ｬｪ 。 東 京八重

洲プ y クセンタ ーで「建築と社会jl 坂売

兵庫県都市住宅部営繕課作品2 0 1977 - '79 

兵 庫 県 甲 子 園 警 察 署

兵 庫 県 立 淡 路 勤 労 セ ン タ ー

兵 庫 県篠 山 総 合 庁舎

言語: ; ! み闘たきの ロ ー ン ス テ ー ジ

指針立公剛テニス コート 管 理棟 、 レ ストハウス

兵 庫 県 皮 革工 業 指 導 所

兵 庫 県 立但 馬 救 急 セ ンター

兵 庫 県動 物 管理 事 務 所

兵 庫 県 企 業 庁 津 名 臨 海 建 設 事 務 所

兵 庫 県 フ ラ ワ ー ・セ ン タ ー 研 修 ホ ー ル

胞 工 : I阪神 土 木 工 業 .. . .・H ・. . ……… ・4

施 工 : 淡 路 土 建 … … 一 ・・ … … … . . 8

施 工 : 曽 根 組 ・・ H ・H ・.. . . . .. .・H ・.. .. … 12

施 工 : 原 戸 ・中 村 ・全 建 共 同 企 業 体・.16

施 工 ・ 神 田 組 ・ ・H ・H ・.. .. ... .・H ・- … . 18  

施 工 : 三 和 建 設 … …・・ ・・…… 20 

施 工 : 明 生 ・川 嶋 ・株 本 共同 企 業体 .. 22

施 工 : 平 尾 工 務 底 ・………. . … … 24
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施 工 : 高 瀬 組 ・… …. . .・ H ・.. . .・ ・…・・・ 27

兵 庫 県 都市 住 宅 部営 繕 諜作 品 ス ケ ッ チ ブ ッ ク . 28  

{ 反{ 史朗承認措I1皮について ( その 1) 1大阪府建築指導課 ・・ . 33

「エースウッド j r K G シート ( 長尺金属屋恨用不燃断熱石こうフォームシート )JI 松本英良 。" 3 5

備浜市古j5心プロムナードのデザインについて/内藤惇之。マイ ・7 オート パリ点描/ 瀬戸本淳。合評

「俗 J / II I上: W: o r都市設計のための新しいス トラクチャー JI 西村一則。母子保健総合医療センター 56

i:V.. 完成へ基本設計… 3 6

駅舎再開発シリーズー 1 大阪駅改良ターミナ Jレピル建設計画/ 紡聖子昭雄。建設省救仁郷住宅局長

との懇談会開催 。 財団法人大阪建築防災センター創立 Ｕ 周年のｾ包い盛会在 ｮ に終わる 。 新建運動の新

たな展開をめざして第 8 @1大会I l Hかれる 3 8  

優良断熱建材認定制度の申請状況と試験装置・3 9

歴史的集務と街路長W/_ - 6 ー街路網と街路景観・・ 4 0

熱回収式給排気換気扇/ 金谷英一。 持たせる/ 稲村敏矢

窓/ 上田宏二。 校tiE工待望/ 谷口尚武 . . . 42

商業空間

臥; 米の商業施設 ・コ モ ン ス ペ ー ス の 新 し い 動 向 ・・・・・ ・・・・・ー・ ・・・・足 立 孝・・・ 4 4

外 国 の商 業 空 間 事例 ー デ ・ダルジャン/ ル ・テラス/ ク リスタ ルコート /ノ、 イア

ット・リー ジ‘ ェンシイ ・ホ テ ル 、シテイコー プ ・センタ一一 A T R I UM2{列/ ウォー

ター ・タワー ・プ レイ ス/ イース トリ ッジ S C/ クリスチャン サイエンスセ ンター/ ハ

ワイ ・インターナ ショナル ・マーケット ・プ レイ ス 、キ ングス S C/ ロアノマルム再 開発

/ ホークカタラ イン計画、 アーケー ド、ライ ンパーン/ ノイハウザ一通りのモール

……一 4 7

谷I毛 1藍弘 岡 本 弘 之

- 投frid分科会 三原 m敬

各 論 | 最 近 の 商 業 施 設 の 設 計 論 と そ の 作 品

iiiJ 崎孝太郎 山岡 ill 祐

両'Ji ;j l 隆之 吉 田 正 三

中 村 正三 渡辺 豆、

0.[1 別委n長 * 印 幹 事

編 集 人 総 弁 11日 光

印 刷 11自利 J 54 年 3 月 20 日

発 行 Hs ;f U54 iド3 月 25 日

発 行 人 吉 凶 悦 二
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屯 06- 231- 9648
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商 業 空 間 の 現 在 と 将 来
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邦 碩 / 水 谷 頴 介/ 狩里子忠正 / 竹 山清明/ 東孝光/ 瀧光夫/ 富安秀雄/ 牛 山勉 / 太

田隆信/ 辻野純徳/ 111崎泰孝/ 遠藤剛生/ 吉村篤ー / 増田靖 仁/ 北 島道生/ 光安

義光・・・ 71

- 商業空間のありょう一一一 1. 都 市 の シ ン ホ 、 ル の 創 造 2. 界 隈 空 間 の 再 生 3. 建 物

の 足 元 4. 交 通 結 節 点 の 商 業 核 5 ド ラ イ ブ イ ン シ ョ ッ ピ ン グ 6 定 型 か ら 脱 皮

し た ニ ュ ー タ ウ ン の セ ン タ ー 7. フ ァ ッ シ ョ ナ ブ ル な も の 8. 大 規 模 庖 舗 .... .. 8 0

北京ひとり歩き / 玉柏1持田・・ 9 3
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日本建築協会月 IHl の動き ( 昭和54年 1 円分 ) " ' 98



兵 庫 県 甲 子 園 警 察 署

施 工 阪 神 土 木 工 業

甲チ図球場として全同に名高いこの地は、 |  らJlil しで気軽に立ち寄れる市民のものとし

大阪のべ γ ドタウンとしてスプロールして |  て、さらには煩雑な街並の中に少しはリッ

から中産階級の持家が建ち並び、国道43号 |  チな感じのものとして、デザインされた。

線以南にはその後レジャー施設が開発され、| しかし外来関係と事務関係とは響察の特殊

春から夏にかけては、阪神間のマス ・レジ |  性から厳密に区分されていて 、そこでの解

ャーの場としての地位を確保してきている。 | 決方法は、丁度銀行設計に通ずるものがあ

一 方、国道43号線は 、 その利便さとは装) J U I  る。 ここでは外来部門の動線と空I::J を、コ

にここのがー観を汚し、南 ｾ ｕ［ｬｨ のレジャー動 |  ンクリートの可 割当ことガラスの 内外の連続

線 を分断 しているため、車と人の道は混在 |  性をフルに利用して、 ｲｬｾ Ｑ 由な空間」を追求

している 。 生活の ｊｾｾ であるはずのベッドタ |  してみた 。一つの自由な空間が人々の心 を

ウンも、今や者11市化の中で生活空間が侵蝕 |  解放し 、気殺さと務活きをもたらすとすれ

きれ、路上に倣夜されたおびただしい自: 伝 |  ば、この建物にと って、またこの! 日換な街

車や駅前にわずかに取り残された松林が、 1  にと っても適切容解答かもしれない。

ちぐはぐさを物語 っている 。 I 南面にはここ数年の内に阪神高速道路がさ

その甲子園球場の斜め向いに位置するこの |  まざまな問題をかかえて建設される 。 その

兵庫県伊チ図聖子祭器は、球場を初め多くの |  緩衝地帯として、丁度この庁舎のがj 面に植

レジャー施設の瞥怖が不定期ながらも大き |  樹がされることにな っている 。 そのときは

な職務にな っていて、ここを訪ずれる人々 |  もう少し快適な“自 ｾｬ 市環境Ｂとして ＱＧＱ
Ｑ
，発す

が安心 してレジャーを楽しめるためのシン |  ることだろう 。

ボルとして、また従来の瞥療のイメージか
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設 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

所 在 地 西 宮 市 甲 子 園 7 番 町 - 9

敷 地 面 積 1991. 08m 

建 築 面 積 790. 4 9 m 

延 床 面 積 3037. 78m 

4書道規模 R C 、 8 1 、 4 F  

工 期 昭 和52年 12月 ~ 昭 和53年 11 月

。ー 5 10  15M 

13 

l  玄関 ポーチ

2. 胤除室

3 唱: 溜 η

4 公 lill ll 務

5  会計事務室

日且

三 三 緩 衝I由都 ?  

凶 LA ( 道路公団周地」 ヰ

配 置 図 1 階 智 面 図

6.  'I'i 長室 II 食 堂 喫 茶

7  交通街碍室 12. Dl 1'JJ 

8  当直: i ' : 13 ドライエリ t

9  印刷宝 14 卜三重 ノt拝

10 術直室

l  正 面 ア プ ロ ー チ 4  階段筆兄上げ

2  南西よりみる 5.  * 面外観

3 ， * 函ディテー Jレ 6  省: 滑りと公麻

2. 3. 4. 泌盟主 東洋 ク ラ フ ト

気 日光電気工事 神 戸 市東嘩区魚崎凶町3- 5- 31 T E L  078- 811- 2301 

文、土工 音 岡 組 西 高 市 与 古 辺 町6- 17 T E L  0798- 23- 3727 

鉄 骨 新 栄 工 業 伊 丹 市 削I 岡 3- 160 T E L  0727- 82- 0601 

ブロ， 7 小林ブロ ック 枚 方 rH杉 山 -1' 2- 11- 8 T E L  0720・58・5回 6

石 共 栄 テ ラ ソ 工 業 所 大 阪 市 西 淀 川 区 竹 島2- 5- 29 T E L  06- 471- 2181 

造 作 山下工務庖 神 戸 市東誕区岩凶北町トト7 T E L  078- 881- 0353 

屋 被 . ｾ芳 武 長 銀 金 工 作 所 西 宮 市 小 松 市 町2十 7 T E L  0798- 41- 0478 

左 官 古 川 左 官 工 業 守口市雌悶剛一 170 T E L  06- 901- 5937 

サ ッシュ 岩住アルミサッシ 大 阪 市 西 淀 川 区 千 骨 ト 10- 21 T E L  06- 471- 5123 

塗 装 中村塗 装 k 似 『 附区 弁 天4・12・12 T E L  06引 4・1014

軍軍 具 さんゅう 伊 丹 市 安 堂 寺 町 ト 11 T E L  0727・河- 8803

空 調 竹 中 工業 所 西 宮 市 甲 子 閣 時 町 19号 T E L 0798- 48- 0121 

型 枠

生コンクリート

防 水

ヲ イ J レ

木村・建材

制 作 金 物

木 製 建 具

硝 子

丙一一夜

塁笠笠主主

清司、浴僧

安 武 組 西 宮 市 上 大 市2- 17・11 T E L  0798- 51- 0639 

高 橋 商 庖 大 阪 市 西 区 江 戸 蜘ート31 T F.1. 06・ω- 6551

日建 j歴青工業 神 戸 市 兵 躍 区 水 木 通8- 2- 7 T E L  078・576- 0851

阪 神 タ イ ル 商 会 神 戸 市 選 ホ 区 霞 ケ 丘7- 5- 17 T F. L  078- 705- 0662 

田 和 商 庖 西 宮 市 甲 子 削 捕 風 町 11-3 T E L  0河 8- 23- 3301

鈴 木 製 作 所 東大阪市荒本初5- 1 T E L  06- 782- 3773 

鎌 田 興 業 k 阪 市 西 区 南 細 江 主 花通 2・56 T E L  06- 53 卜 6641

キムラ硝子建材 大 阪 市 東 区 内 平 野 町 2 - 28 T E L  06・94ト4181

マルコマ工事 k 阪 市 西 区 南 械 江 通2- 48 T E L  06- 538- 7221 

i賓回 k 阪 市 凶 IKi X 戸税 ト 7- 13 T E L  06- 443- 凹 71





兵庫県立淡路勤労センター

施 工 淡 路 土 建

兵 ｬｬｬｩｖ 県が ｴ ｊｾｵ￟ している ｲｃ S  R J 活動は、れし、

人たちが中心となって. l t ! ! M! の 人 々 と 手 を た ず

さえて、文化 ( Cul t ur e) スポーツ ( Sport s)

レクリエーション ( R ec r ea ti on) 活 動 を 的 極

的 に す す め 主 体 的 に 心 泣 か な 人 生 を 創 造 して

も ら お う と す る も の で ス ポ - ' Y 胞 設 + 文 化 施

設 で あ る 淡 路 勤 労 セ ン タ ー の 設 ，1I にあた って

も ｲｬ ｊￏＩｊＷ ｾｲＨ 年 ｃｓｒ 淡路委 ＱＭＱ 会 ｡ のメンバー Ｈ ＵＰ

名) の 人たちと ー 諸に、事J i { 以 Ji l!i 設の設; 白状況

などを考 J，i!i. し、目 白''1'1当J 行をiリl らかにした多 1-1

的 ホ ー ル を 合 め た こ の 施 設 の 法 木 汁幽か らヨミ

nt厄設計へと作業をすすめていった 。 i!i J : 也は淡

路 島 の 中 心 部 市 、 洲 本 市 の 郊 外 に あ る 洲 本 市

福野球場に隣接しており周辺には陸上競技助、

テニスコー卜、ゴルフルj などのスポーッ f也J生

が あ り 、 み か ん の 実 る 山 す そ に は 大 小 の 池 が

点在する自然に恵まれた環岐に立地しでおり、

胤主主地区に指定されている 。各ブロ y クがそ

れ そ れ の 機 能 に 応 じ て 特 祈 の 附 刊 を 持つ 1&抄J

の外 山には、淡い色制のシャモットタイルと、

ｩｬ ［ｾ＠ ＱＢ、タイルペイント塗とし、 ｉ ｾ ｉ 然との対比的

調和 l を保 つように心 がけるとともに、' J ! f 球 場

の ゲ ー ム に 支 隊 が な い よ う に 考 慮 し た 。施 設

の利用機能は、スポーツ( 体育館) 、滞納会、

術 劇 、 音 楽 会 、 会 議 、 美 術 展 、 ぷ 帯 近 、 陶 芸

実習など多様なため、置。j の 体 育nt厄設と静のホ

ー Jレをできるだけ島mし 、 その中央に玄関 を

設 け る と と も に 総 の 植 樹 帯 の 透 導 で 利 用 者 が

自然に引き込まれるよう J十回した。 F人1m! にお

いては 、 とくにホールの舞台! 照明設備の充実、

広い舞台の採用でコンノマクトホールとしての

内 容の充実に努め 、 冷 房 については利 用度 の

不刈J ! l J なこのホー J レを 一 般 系 統 と 分 け パ y ケ

ージ型空洞機を設置した 。

日晶 j

京市よりみる

玄関へのアプローチ

北西よりみる

正面 ｾｇｦ ｊＡｩ ｊ 外観

ｾｴ 而玄関 ｭ 近をみる

微量ｾ MHIH山彦





兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

洲 本 市 字 原

12. 100m 

2，940m 

3，562m 

R C 、 3 F

昭 和53年 1 月~昭和54年 2 月

設 計

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

'1.l 気室

発電気室

ン 叫 ワ - *

吏 衣笠

下足

体 ft 館

3

4

5

6

7

8
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1

1

1

1

1
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開
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イ
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市

中

機

ボ

7

8

9

川

口

ロ

舞台

筏 室

ホール

ホワイエ

大 会議室

fjJ 防

1

2

3

4

5

6
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こ の 庁 舎 に は 、 篠山 地区にある 8 つ の 兵 肱県 の

地 方 機関 の事務 所 や分室がはいっている 。 り。 ｾＮの

機 関 が. j t ，や し て い る た め 、 災 害 が 発 生 し た 場 合

に は 、 こ の 庁 舎 が 災 害対 策 本 部 に な る で あ ろ う

と い う こ と と 、 こ の 敷地 が 古 い 街 並 で知 られて

い る 篠山 の町 か ら か な り 陥 れ て い る と い う こ と

から、 IIIJ 内 で あ れ ば 当 然 大 き い J主主主を払わねば

な ら な い で あ ろ う 街 並 と の デ ザ イ ン の 郡和 な ど

と い う こ と に は あ ま り こ だ わ ら ず 、 耐73針金を考

兵 庫 県 篠 山 総 合 庁 舎

曽 根 来E施 工

日

庁 舎 練 2 階 平 面 図

庁 舎 棟 11者平面図

配 置 図

駐 車 場

15 県民日

16  人口ホール

17 身内者間所

18. 機械室

19.  JfI務u笠

20. ｾＨｪ紅笠

21 通111口

車

庫

J

16  

日:

食堂

fil 百;

ijil 宝

人札室

'1'厄

合議笠

財務，1'務 所

8

9

川

口

ロ

U

H

公 道

県民対話室

縮祉，1'務 所

*出 1-.: 出

11W; 交換3，

応J密室

記者室

I'l!所

1

2

3

4

5

6

7
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l悲した椛造計画を重視する j彩 で デ ザ イ ン を 進 め | い 慢 を と る こ と に よ り 、 併 決 をl文|った。 こ の よ | あ る が、 敷 地が 13，OOOm' と 広 い た め 、 庁 合保 や

でいった 。 政地問閣のさｾＯｩ日の ｬ よがりや紛を Ｇ ［ ｾ受ｼ うにして合 躍が ，，ｾｾ NIi造 .i l" l 凶をめざす中で、大き I  ｦ 呆 Ｑ 辿所仰な どの各似の配 ｩ 在 ｉ ｾ の椛成により外 ｦｦｬＵ

できるよう、 事 務室 の外 部へ の 開 口 は で き る だ | い1_10 泌 をとっているにもかかわらす 、 編 体 コス | 空間 を デ ザ イ ン し て 、 内1115空 !日iの 不 卜分さ を布Ii

け大きくとり、 IJ 生壁や垂れ段などは用いていな |  トを引き下げることができた 。 また 、県の 純 設 | うことをな Ｑ ＾＼Ｑ した 。 外 ｾｾＱＵ は、全 体 としてコンク

い。 こ れ は ま た 、 lru.t 渓 性 に 大 きい H!凶il がある r.1I I  は一 般 に 、 予 算 t の 床 面 的 の う ち 'Y JfI部 分 の 比 | リ ート打 放 しをｾ Ｎｾ ，ｾ ， ｜ｉ としたグレーの色品 目 ｬ でまと

位 を 避 け る と い う こ とと 、 事 務室 の フ ァ サ ー ド |  率 がお し、ため 、 入 l三l ホー 1レや似合なとのパブリ |  められてお、り、各ポイントに船木や J タなどの

を ハ リ ポ テ で は な い 柿 造 体 の プ ロ ボ ー ン ョ ン で I " / クスペースを広くとりにくく 、ゆ とりのある ｼ紋を配して 、務 ち ｾ ｉ Ｇ￭Ｍ ｴＮ 、た さ ｾＱ Ｑｦ ｊ となっている 。 大

み せ る と い う こ と を 怠 l支l したからである 。 本 平 | 魅 力 的 な空間 が っ く り に く い と い う う ら み が あ | き い 壁 面 に つ い て は リ プ 祈 り と し メ ン テ ナ ン ス

カ に対 しでは 、 十 字 型の 平 而 の 4 問 に し生Iの 長 | る。今 i凪の場合は、建築 の 面 般的 な条例二は同様で| フ リ ー と 手 仕事 の l味を n.. す こ と を ね ら っ た 。

同三

1  庁舎t車両而

2. ｬ￮Ｇｾ 咋棟 ｲｪ Ｍ Ｇ 庭而 ｬ を ＱＢＱ 廊よりみる

3  庁合隙入門ホールと中庭

4  庁合隙Ｊ而を保健所作ｾよりみる

総［ｾ 1. ｉ ＺＧＺ ｩｲｾ 光町 ｬ 工房

2. 3. 4 点 nr，r，'ii ま

... 

¥ ｾ＠ ¥ 



昇 降 機 目 立 エ レベ ー タ サ ー ビ ス 大阪市北区西天満4-8- 17 T E L  06- 361-9851 

コンク リート 北 浦 商事 姫路市米田町15- 1 T E L  0798- 34- 3425 

盤 アJ峠ャス卜 建 装 セ ン タ ー 姫路市今市五反長 1522- 99 T E L  0792- 鈎 - 4332

硝 子 田 村 硝 子 f" l J : r市大字 三話11097- 4 T E L  06- 909- 7534  

ステンレス副

手 間

自動ドアー

広 栄 技 研 シ ス テ ム 姫路市東今宿初17 T E L  0792- 94- 2022 

姫 路 ナ ブ コ 姫路市飾磨区三宅字西浦291 T E L  0792- 84-1 172 

内 装 タ カ ハ シ 装 飾 姫路市上久長町19-2 T E L  0792- 22- 3390 

汚 水 処 理 西 原 ネ オ 工 業 神戸市兵戚区大開通2十 18 T E L  078- 577- 1701 

医 療 器 機 宮 野 医 療 器 神戸市生田区摘町5-24-3 T E L  078・37ト2121

「1; 「
保 健所様 2 階平 面 図

保健所棟 1 1稽平 面図

l  所長室 10 臨床

Ｒ 型 ｈｾ Ａ 11 険査室

3_ * 指宝 12  滅菌洗浄宝

4  中路上部 13 機能分析室

5. ロ y カ- ' l ; : 14  入ロホール

6  シ、・ワ- : E 15  畳付若干診室

7  _  P  S  
16 処償支

8_ 汚物流室 17 母子相談室

9 .  カウンター 18.  ｊ 量動ｾＧｬ［Ｚ

上 南西より庁舎棟、機械棟、保健所棟をみる

下 。庁舎総 会議室より保健所械を みる

杭 河 合 産 業 高砂市f}' 保町伊保崎 T E L 07944- 7- 3181  

合 イ J レ 三 洋 タ イ ル 商 会 赤徳市加星座466 T E L  07914- 2- 2621 

サ y シュ 岩 住 サ ッ シ 大阪市淀川区西中島6- 7- 8 T E L  06- 305- 2011 

19_  衛生相談室

20 中庭

21 待合

22 古風

23. X 線室

24. 織作室

25. H;t 室

26 栄養室

27 会議室

シャ ツ貴一 三 和 シ ャ ッタ ー 工 業 hll 古川it 力11古川本町宇需造186 T E L  0794- 73- 2433 

塗 装 姫 路 塗 装 姫路市今泊五反長 1522- 156 T E L  0792・94・3112

内 装 田 代 建 装 加古川市新神野2-5-3 T E L  0794- 38- 1695 

ガ ス 門 野 配 管 工業 神戸市長田区上池町ー7-11 T E L  078- 611- 2261 

X  線 西 本 産 業 神戸市兵脳区三川円町1- 92 T E L  078- 印 - 2601



兵 庫県 都市 住 宅 部 営 繕 課

構 造 : 平 田建 築 構 造 研 究 所

兵 庫 県 多 紀 郡 篠 山 町 郡 家 字 練 兵 の 坪

12，997. 00m 

2. 304. 913m 

4，854.  357m 

R C、4 F 一 部 S

昭 和52年 12月~昭和53年 9 月

計

所 在 地

敷 地 面 積

建築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

言責

保健所棟待合と中庭をみる

保健所棟中J)l;

保健所棟人口ホー Jレ

保健所線と庁舎練渡廊下夕張

llI Jil I と保健所倣

庁舎 械 とｻ単位所暮 ｾ を北ｻＡＡｉＩよりみる

唱
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兵 庫 県 立

播 磨 中 央 公 園 たきのローンステージ

施 工 原 戸 組 ・ 中 村 建 設 ・ 全 建 開 発 共 同 企 業 体

言責 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 都 営 繕 課

構 造 和 光 建 築 事 務 所

所 在 地 兵 庫 県 加 東 郡 滝 野 町 下 滝 野

敷 地 面 積 30ha ( オープン時公園全体面積)

建 築 面 積 619. 43rri  

延 床 面 積 691. 80rri 

4荷造規模 R C、 コ ー ル テ ン 鋼 折 版 (W P仕上 ) 葺 、 2 F

工 期 昭 和52年 12月 ~ 昭 和53年 7 月

比 較 的 雨 が 多 く 、 哀 の 位 射 日 光 も 強 い 、 わ が 国 |  み の お 音 7't を他。もする方式) " により、このよう

での里子外ス テージの jjff' ，ぷーは、上出時期が春~秋 |  な考え方は 、明確な i ' l - 絡をえた 。

に限定され 、! ! H明効' * も夜間 、 8 11寺以降 にしか |  ステー ジ全体 の 形 は 諜 内 で ア イ デ ア ・ コ ン ペ を

則 的 で き な い た め 、 受 電 容 I，t、 雨 天H寺の措; 出な |  行 い 、 前 述 の よ う な 考 え 方 を 象 徴 し 、 同H寺に自

ど使用初度の害IJ 合 に 多 額の投資を必要とする 。 I 然 の 中 に一 定 の 秩 序 を 与 え る 、 シ ン プ ル な 形 態

. j : t i 罪判ーを民間資金ほど虫干見しない公共施設とは |  と し て 、 メ ガ フ ォ ン を 述 恕 さ せ る 形 に 務 ち 石 い

いえ、予算は限定される 。 そこでflli し物を飽々 |  た。本来このような形と梨柿は、鉄' FJ 柿 造 あ る

検汁し、当初は音楽中心のものとして盤。lii し、 |  いはシ ェル な ど で 処 理 し た い と こ ろ で は あ る が

段附 的 に肝外劇 ｪｊｾｾ として発展させていくことを |  コスト、工j 引などを助祭して鉄筋コノクリート

考えた。神 戸 大 学 ，，IJl 川 教 般の発案になり、こ |  造とな った。 このため結果的 には、胞工者に多

のステージの最もユニークな ｉ ｾｾ Ｈｩｪ ｩｬＧ であるミイメ |  くの悶餓な仕事をしてもらうことにな ったが、

ージ ・スピーカー ・システム( ステージ 前面を |  現 場 j l [ 当 省一 人一 人 の 熱 意 と 努 力 で l利難な問題

反 射 而 と 恕 定 し た H寺の、虚点方向 から少し遅ら |  に取り組み完成された 。

せ た 告 を 送 る こ と に よ り 残 特 感 を ifEめ 、 室 内 並 |  仕上材は rl iY ' } 変化する公 l羽の自然環境に素直

に総け込み 、また flli し物の1r )j( として Id立たな

い も の を 」 と 考 え 、 コ ー ル テ ン 鋼 、 コ ン ク リ ー

卜打放 し、自然石といった 材 料 が 年 々 そ の 特 性

を1efll してくれることを JlJ li 干した。

J 初の限られた予算の市'1約 の rt ' で、将来ピンス

ポ ｹ 卜、ＮｬＱ ｾ ｊ 音ブース、吊物 附 ハンガーなども設

itt し、このステージが本終的 な里子外I WJ，¥として

絞ￍｬｩｉｉＧされていくことを思い、ｩＧ ｾｲ 料淡 ｩ ｆ ｴ 、 ＧＴＱｩｊｾＡ な

ど が上t ;l i5U内容幼にグレード ・ア y プできるよう

最 少 似の工夫を 胞 した 。 ヨーロ y パの紐ノヤの盟f

外 I，W:坊のように、 ラI</I< < 、新 しいアイデアのも

とに 、f史われ ていくことを収l ってやまない。



ト 舞台

2 .  ffi'i η  

3.  ttlill 

4  ピアノ叫[

5 休繁笠

6 誕百l

7 畳Hl II務所

8.  J.H1，t有H引E 所

9  ンヘ・ワ-i i 1

10.  I'l!所

11 ロピー

12 テラス

13 舞台上部

14 サ プ ス テ ー ジ

15 悶光宝

16 湖脊笠

17 述絡通路

18. ＱＨ ｭ Ｚｩｾ＠

19 リハーサル宝

20 ポンプ笠

21 ロピ- 1: 部欧1)1

ι  

1  ホールよりロビーをみる

2  湖' f f 1 E よりステージをみる

3. 内f!! IJ より観客席をみる

4 .  ｉｾｊ ｩｪｩｈ 且Ｉ［Ｈ ( 航空写真)

J蝕 影 東 山 消 彦

IIL空写Jt 兵 庫県 提 供



兵庫 県立

播磨中央公園
テニスコート管理棟

施 工 神 田 組

設 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

所 在 地 兵 庫 県 加 東 郡 滝 野 町 下 滝 野

建 築 面 積 211 . 64ni  

延 床 面 積 260 .83ni  

4構造規模 R C 、 壁 式 2 F

工 期 昭 和53年 3 月~昭和53年 7 月

上 正 面 外 観

下ー北節外観

• レストハウス

設 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

所 在 地 兵 庫 県 加 東 郡 滝 野 町 下 滝 野

建 築 面 積 174. 91ni  

延 床 面 積 235 .71  ni 

精 進 規 模 R C、 2 F  

工 期 昭 和53年 3 月~昭和53年 7 月

」

r
u山面西

る

い

刑
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芝

削

眠
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ジ

外

よ

一

郎

池

テ

正

大

ス

土

中

下

f品磨内陸内図の東端に位置す

るこのテニスコート管理隙は、

この一帯のスポーツゾーンの

中心的施設であり、休憩所で

もある 。 フタパ地を通して速

く係州平野が見波せ、同H寺に

コートが一望できる屋上広助

や会議室、娯楽室を 2 階に、

更衣 ・休憩室を l 階に設け、

この快適な環境の中で利用者

がl明るく健康的に汗を流し C

くれることを願ってデザイン

した 。

1 .  f*忽支

2.  lJI 務室

3. 救護室

4  女子ロ y カ一室

5  リｾ Ｍ ｻ Ｍロッ カー室

6.  '!I:. 子 ン守ワ一 室

7  リ1-{- ンベ・ワ - ::h

S  合同[

一見 して分かるとおり男女 、

身障者用と多すぎる便所。 こ

れは公園内純設と しての要求

を容れて設けられた 。敷地は

屋外ステー ジの行き帰りをは

じめ、問聞から見られる位置

にあり、とくにステージ芝生

時、大池から の点72れこ意を払

った。

l  存岬; 3  休息室

2.  fjj ljJ 4.  P A C  

配 置 図 1 階 平 面図

fr /oj( 

L P G 



兵 庫 県 皮 革 工 業 指 導 所

施 工 三 和 建 設

⑨。

4  

3  

6.  (tlol( 

7.  ¥I'. C  

8. 'l'if1 

9.  ' J i 験工助

10 者1i M，W

11 調介宥

12. t唖同市

13  配ｾＧ｜Ｂスへース

14. " めし何究主

15. 11: 1:1;t;./fI 

UII 工僻究京

16. ｦｴｈ 品ｦＱ ｕｾ ヰ Ｑ

17. liij 主

18  制品 ｴｬ ｻｩｾ機械主

19.  ，吠料調根市

20 物件以吸不

1 階 平 面図

>o<W県は 11本でも有数の皮革i ' [ j 也であり、

例えば ＧＱＺＱ ｪ ｾ では、全国の生産 ￭ Ｚ Ｇ Ｚ ｪ の Ｖ :与11近

くをｾｊＱ ｉＧ ｉ Ｇ ，している 。 それらの製革業は、

縦 断 周 辺 な ど に 1長中 しており、小鋭校企

業が非常に多 L 、。 この胞設の役' ，1111は 、 独

1' 1に皮革の( I J f 究を行うとともに、これら

の 製 部 業 の 技 術 指 呼 や 技 術 部l査 を 行 う こ

とである 。 そういうことから、このJ i i ! i .UI

には、手守的 実 験 研 究 室 ・: A 験設備ととも

に 、 さ ま ざ ま な 新 鋭 機 械 を 擁 す る 実 験 工

ｪｪＯ ｾ やＨｉｊｦ修室などがある 。

フ ラ ン ニ ン グ の う え で は 、 こ れ ら 治 宝 の

モ デ ュ ー ル や 設 備 の 純 :Wなどに r.r; ・じて、

引 務研究似 ・ 実験隙 ・ 工 ｊｊＯｈｾ . 機 械 似の

4 械 に 分 け 、 外 部 環 境 が あ ま り 良 好 と は

い え な い と こ ろ か ら 、 そ れ ら の 各 仰 を つ

な E あわせで、戸、Jt' f!j にUfl ¥、た j杉の平而L汁

幽 と し た 。 ' x 験械には縦の円己約ーシャフト

を 、 また各附 ｊ Ａｩ ｬ ｩ 下 には ｾｾ ｮ ｾ の配符ダクト

をとり、将来σf 脱 線 作 え に Mii えている 。



日寸

1 .  !紅而ディテール

2  玄関ホール

3  正面人 rl よりみる

4  . 機械室階段

5.  '1
1
1Mよりみる

ｴ 抗措Ｎｾ 1. 2.  5. J↓i LH消彦

3. 4.  Jl U羊クラフト

設 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

所 在 地 姫 路 市 野 里 字 東 河 原 3

敷 地 面 積 2，96卜 970rri

建 築 面 積 766.  598rri  

延 床 面 積 1，483. 010rri  

構 造 規 模 R C 、 2 F

工 期 昭 和51年 10月 ~ 昭 和53年 4 月



兵庫県立但馬救急センター

施 工 明生建設・川嶋工務庖・株本建設共同企業体

今日の複維な医僚需要に対応し、県民すべての

人びとの健康をまもることは、県政の重要な課

題であり、生きがいと安らぎのある福祉社会実

現のための不可欠の条件である 。行政は、これ

に応じた医僚サービスを舵供できる体制を重注目ii

しなければならなし、。 この施策の一環として建

設された r (l!均 J以急センター」は、{ 旦局地域に

おける救急医療の確保と 、医療水準の向|ニのた

め建設されたものである 。 またこの施設は、単

独で機能するものでなく、 地域の医僚機関 であ

-・圃

る公立盛岡病院との機能的iill 携の中ではじめて

その効果が期せられる 。設計にあたり総合病院

である公立笠岡病院の敷地のー幽に地築される

絡好で建設されるため笠岡病院との述械的動車京

外観のデザインの考慮、来院者に対する ｦＦ Ｎ ｩｾ い

た雰囲気を与えるようなプランニングと色調に

とくに留意した 。 この施設が但ＮＡＡｾ 地域医療 の中

核として県民の医療福祉向上 に役立つことを願

うものである 。

事 務 室

風除笠

止:1瑚ホール

受付

f(i ui 

腎備室

待合室

J妻務室 (救急1

9 処 in宝

10. ｬ［ｾＡ［ 正 Ｓｾ

11. ftJ ，( 

12  休養宝

13  政り廊下

14 廊 F

15. -1(:.臨

16.  E. V ホール

17. P. S 

18  ギプス

19 医局

20 フィルムJ ，l i

21. ｾＱｗ［ 交検宝

22 外来食堂
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11稽 平面 図

23. ulI il 

24. 駿U 宜堂

25. リiチ便所

26. 女子便所

27. 浴室

28.  .f，'J '盤財当直

29.  Y 長 当 直

30，部品当 ui

31. 低/;;;止HlI



E  

設 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

所 在 地 豊 岡 市 立 野 町 6 - 36 

敷 地 面 積 29，064.  OOrri 

建 築 面 積 688. 80rri  

延 床 面 積 3，052.  96rri 

構 造 規 模 R C 、 5 F  

工 期 昭 和52年 12月~昭和53年 11 月

1.  "1'材室

2  中央手術室前 E . Vホール

3  .  t: x 急診療室

4  病室

5.  I. C. U 

6  玄関ホール

船 影 束 出 消 彦





兵 庫 県 動 物 管 理 事 務 所

施 工 平 尾 工 務 庖

..:'.'i ，l¥;"パ'

ＺＺＭＭ ｾｾ＠ ＧＮＺ ［ｓＺｾ［ 小ぐ ＮＡｾι ＧｬＧ 、三ＧＺＱ
ｾ＠ A. r - '  . . " " 、 " 丸 一 一 一

、4 J i - 1・' 31: おれ f 九"

政J也 H115はJ i - J : 立地で、防JJHJ には 7片山

1: 平が}，'，i.{'I: する怯村、の " .，の 12，OOOm' の

傾斜地を利I n してえl ! 設された 。 胞 設

l正、HR・-ド 全 域 の ポ 人:1 1 ' 政のセンタ一

施設として、盟[ - ) : : や不 j 日) : : の収手玉、

処分のほか、r 'dU!fW物 の 治w、へ y

トＡｉ ｖｊｴ ＿，ＱＩの ｾｬｩＧｊ 気など、Ｈｬｊｦ究施 ｅ 没として

の機 能 をも っている 。

"笠，i J-，i li

'

泊じわ・いては 、J也! 移の 利 111、

I，'，J 辺環境と ill 物 の ;;¥"1ol との調利| を" 十

ることによ っ て 、ノと作I l fli 所 の イ メ ー

ジをなくすことと、 ( 1然 環 岐 の 保 波

に官U1J: した 。 111斤lf 、 処 分 機 能 は 機 械

化 の 持 入 に よ り 、1' 1" %: の 合 理化を，ij

りー Ａ込 気 ｉ 二は ｉｊｾｾ 袋 ［ ｪ Ｏ ，Ｚ を ｊ 生け 、 i'j IJ く

などの 剖ｼ水 は ｊｾ Ｏ ｾ 内処理 することで公

符|ザj 止 の聞にも配地。した 。

設 計

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 諜

兵 庫 県 加 東 郡 社 町 藤田 字 北 山

12，OOOrri  

537rri  

860rri  

R C 、 3 F

昭 和52年 5 月~昭和53年 3 月



兵庫県企業庁津名臨海建設事務所

設 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

所 在 地 兵 庫 県 津 名 郡 津 名 町 志 筑

建 築 面 積 314rri  

延 床 面積 510rri  

構 造 規 模 R C 、 2 F

工 期 昭 和52年 10月~昭和53年 3 月

施 工 行 司 工 務 庖

兵 庫 県 企 業 げ が 淡 路 島 の 津 名 町 沖 に 進 め て い る

214); 平 ) J メートルの大型開め立て地の中央併線

道 路 際 に 政 地 が あ り 、 周 囲 は 試 験 柏 樹 拡 が 取 り

l剖ん でいる。 品 内 に は 将 来 、 機 械 金 属 関 連 1)11工

流 通 認 地 を は じめ 、自動車関連施設、スポー ツ

胞 設 、 公 園 料I也、 な ど が 予 定 さ れ て お り 、 こ の

ぬ の造成工事 、分泌業務を行な って いるのが当

jJ 務所で、 小 l止併 な が ら 活 気 の あ る 事 務 所 で あ

る。弘I!物l正、 !? い海 と、 t容を取 り|並lむ山の似の

自然と 対 比的 制和 を保つよう 1' 1い磁総小 lコヂイ

ルJ ! 占とし 、，:';j i判l を考慮して、 1 階 フ ロ ア を 尚 く

することによ って 生 ず る 外 観 の間延 び を 救 うた

め 、外り主に ￙ｾ ぃ ブラウンのアルミラ イ ンを入れ

た。

、更

-・・E ・・

止、l瑚ホール

試験主

入札 ー会i揖j r

4  出 ｾ ｉ ｦＮ待 機 宝

図
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2  正而外観

3. 凶商外観
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兵庫県フラワー・センター研修ホール

設 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 諜

所 在 地 加 西 市 豊 倉 町

敷 地 面 積 416 ，865而

建 築 面 積 643ni  

延 床 面 積 502ni  

構 造 規 模 S 、 一 部 R C

工 期 昭 和52年 12月~昭和53年 5 月

施 工 高 瀬 組

され、年中 世界 の 花 がl咲き誇るフ

ラワー ・センタ一 。 この研修館は、

花 の 研 修 会 ・ 展示場 と し て 利 用 さ

れ て い る が 、 休 憩 所 ・雨や ど り の

空 1mとしても 役 立 っ て いるようで

ある 。 研 修 館 の 南 に は 池 、 東 に は

花 位 、 と い う 眺 望 が 十 分 楽 し め る

よ う 、 全 面 ガ ラ ス 貼 と し 、 周 囲 に

は rl 13 m のベランダをめぐらし た。

建物凶{ J I IJ には サ ー ビ ス コ ア (便 所

持 ｾｩ￯ ｬ Ｚ Ｉ を配置し、コンクリート

訴 り 仕 上 と し て 、 大 屋 根 の 下 に く

み こ ん だ 。 な お 、 意 匠 的 に は 、 西

隣 の 既 存 管 理 棟 と も 視 党 的 に 共 存

l  玄関 ホ ー ル

2. 1車結 コーナー

3. 研修室

4  ス ラ イ デ イ ン グ ウ オ ー ル

{t/ili 

W C  ( ic )  

W C (身F申書)

W C ( 兇)

o  5  1( 川

配置図・平面図

9.  i唱J弗

10 受付

11 既存管埋I ! I !

12. f{l の古池

日

1.  fll の倉池よりみる

2  談話コーナー

3. 玄関回り

船 出三 東日1清彦



兵 庫 県 立 栃 の 実 温 泉 荘

置量 計 兵 庫県都 市 住 宅 部 営 繕 課

施 工 株 本 ・ JII 嶋・山陰・建設企業体

所 在 地 兵 庫 県 美 方 郡 温 泉 町 歌 長

敷 地 面 積 53，925.  OOni  

建 築 面 積 1，529 .50m 

延 床 面 積 2，847 .00m 

構 造 規 機 R C 、6 1 、F 3 、P H

工 期 昭 和49年 10月 ~ 昭 和51年 5 月

兵庫県の北部、但馬路の山は深い。その山々に図まれた湯村

のまちは、静かに「涜湯」の湯煙を見守っている。「栃の笑温

泉 務」 は、このような但烏の自然、風土に融け込み、老人、

身 隊者を 中 心 としたすべての県民の保養所として、 機 能する

ことを目的としている 。 設計に対する留意点として、最近、

身障者問題が大き く取り 上げられ、いろいろと文献寺り 、 参

考資料が出されているが、今回は、とくに身障者というので

はなく、ハンディキャップを持った人という解釈で、殺でも、

{史朗できる建物として、各部に「スペース J を確保すること

を主n艮とした 。 もう 一 点は、但馬地 方の自然に対して、でき

るだけ、 融和し、保養の機能を満足させたいということ である。

本 誌 昭 和52年 12月号制撤

兵 庫 県 立 生 活 科 学 研 究 所

殺 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 錯 誤 + 昭 和 段 計

施 工 母 倉 工 務 庖

所 在 地 神 戸 市 生 田 区 港 島 中 町 4 - 2

敷 地 面 積 3，480m 

建 築 面 積 1，195m 

延 面 積 2，130m

精 進 規 模 R C、 3 F

工 期 昭 和51年 12月~昭和53年 11 月

この研究所は、食品から日用品までのあらゆる商品の分析、

性能、規格の試験、研究を目的に県下 6 ケ所にある生活科学

センターの総合的な機関 としての役割をはたすべく建てられ

たもので、敷地は神戸港 沖 の 人 工 島 「 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 」 の

市街地サーピ 1 エリア内にある 。

実験室が多く室内 の壁面を多く要求されるため窓が小さ く、

ii.I!とk るため、工場をi i . I ! 恕させないよう 外壁 は 淡 い 色 調 のシャ

モッ トタイル と白いホーローの庇 で アクセン トを つけ 新ら し

い海上都市にとけこむよう心がけた 。

本u : ｉｉ ｾｉ 利 ＵＳ 年 Ｑ Ｒ ｊ Ｇ ｉ Ｍ ｲ［Ｍ ｦ ｬｊ縦

ピッコロシアター

兵 庫 県 立 尼 崎 青 少 年 創 造 劇 場

段 針 兵 庫県都 市 住 宅 部 営 繕 謬

施 工 柄 谷 工 務 庖

所 在 地 尼 崎 市 南 塚 口 町 3 丁目 664ー 1

敷 地 面 積 4，846. 11m 

建 築 面 積 2，418.40m 

延 面 積 4，999. 70m

構 造 規 機 R C、一 部S R C お よ びS 、 6 1 F、4 F

工 期 昭 和52年 5 月 ~ 昭 和53年 7 月

官少年のための演劇 専 用劇 場 と し て 、 ま た 練 習 施 設 として 中

心的な機能を巣す大ホ ー ル舞台 ・中ホール ・小ホ- ) レ の部分

を、 1E匠上もこの施設の怠徴としてあっかい、高さ 20 m、 長

さ72m のコンクリートリブ係りの開口 のない大きい壁とした。

この壁は道路際にそそり立 っ ており、自動車のスケー J レすな

わち都市的 スケールに対応、したものとなっている。入口は北

側 の 2 つの半円筒の 1mか らはいるようになっており、この部

分 は i高さをおさえて、人間的なスケールとなるように配慮し

ている 。

本 総 昭 和54年 1 月号制縦



兵 庫 県 西 宮 総 合 庁 舎

設 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 諜

施 工 新 井 組

所 在 地 西 宮 市 纏 塚 町18- 3

敷 地 面 積 2，I 00m 

建 築 面 積 945m 

延 面 積 4，287m

精進規模 R C、5 F 、 P 2

工 期 昭 和52年 12月~昭和53年 1 月

敷地は付近に西詰・市役所をはじめ、公共建築のu ! ‘ 中する

西宮市の Il l ; t : 中心部に{ 立湿し、交通の( i J l もよく、総合庁

舎として利用されやすい立地条件にある 。

建物内部の椛成は広く、外部に聞かれた快適な執務空1聞

を得るため、そして外来者にと っても利用されやすいセ

ンター コア方式が採用された。外 部 空nIJ の 川 成 も シ ン プ

J レで親しみやす〈、県民が気軽に利 用 で き る よ う オ ー プ

ンな感じにされている 。 また、この付 近 は地 下 5 - 6 m

の砂防を六甲から灘五郷へ向 かう ミ古 水 ミ のよ昔日である

ことから、地下階は設けられず、そのため機械室などの

スペースを俗屈 し 2 階 に 求 め な け れ ば な ら な か った。

話 淡 路 高 等 看 護 学 院

設 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

施 工 淡 路土建

所 在 地 兵 庫 県 三 原 郡 緑 町 広 田

敷 地 面 積 IO，477. 72m 

建 築 面 積 I  ， 171 .33m 

延 面 積 1，914. 26m 

構造規横 S R C 、 2 F

工 期 昭 和50年 6 月~昭和51年 4 月

この主主物は、淡路島に主主つ県立高等沼・護学院である 。

医療部門における看護婦不足が、社会開. I ! I i 化して、すで

に久しいが、当学院もその対策の一環として計画された

ものである 。

平面計画 ｬ 主学ｾ Ｎ 管理・共悶と 機 能別に 三 プロ ｹ タにま

とめ、 動員咲およびゾーニングの明石在化を官十った。

持徴的なベランダの J レーパーは南国の強い日射しをさえ

ぎるためのものであり、また消潔ＡＧＱｬ｜のある白い外 ｾｉｾ との

快いコントラストを意識したものである 。

兵 庫 県 立 の じ ぎ く 会 館

設 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

施 工 村 本 建 設

所 在 地 神 戸 市 生 田 区 山 本 通 4 丁目

敷 地 面 積 2，847 .00m 

建 築 面 積 1. 074 . 75m 

延 面 積 3，749 . 28m

構造規模 S R C 、B I 、 3 F 、P I

工 期 昭 和50年 6 月~昭和51 年 3 月

本建物は、事務ス ペ ース、大小会議ス ペー ス、宿泊ス ペ

ース、耳主車ス ペ ースおよびサービスス ペ ースよりれ育成さ

れている 。設計に際しでは、本敷地は北( ) ! IJ隣地が低〈な

っている住居地械であり 、隣地への日 i形の影響を最小に

するために苦労した 。 また、そのために階おを必小限に

抑えたので、 400m ' の大ホールの天井誌が 4 mにな ってし

まい 、音 響 効 果 や 気 械 、 各 階 の 配 管 スペ ースに若干の無

理を生じる結果とな ったことを反省している 。

ｾ＠



兵 庫 県 立 淡 路 精 光 園

設 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

施 工 淡 路 土 建

所 在 地 兵 庫 県 津 名 郡 五 色 町 広 石 北

敷 地 面 積 16 ，000 .00rrl 

建 築 面 積 1，393 . 50rrl 

延 面 積 1，255 .60rrl 

構造規模 S R C、 1F  

工 期 昭 和52年 12月~昭和53年 7 月

県立胞殺の軍基備計画にもとずき、

淡路島の五色町に、車内村' 薄弱 者 更

生nt ! i 設が設置 された 。敷 地 は 、 五

色 石 で 有 名 な 五 色 浜 海 岸 よ り 東 方

約 5 k mに位位 す る 丘 陵地 に 、 建設

された 。 この地方は粘土質が多く

含 ま れ たI也盟主であり、淡路瓦生産

による粘土がこの地方均、ら t草取さ

れている 。 この数地も瓦粘 土 が 採

取 さ れ たuu也である 。

施 設 は 、 村iや1

'

薄 弱 者 に 必 要 な 生 活

J旨将 および版業指 場 による、 更 生

が目的である 。軽 度 の 納 神 薄 弱 者

と重度の制神薄弱者とは分離して

いるが、共用ゾーンは、両者が利

用 で き る よ う に 配 慮 し た 。 また建

物 が 低 隔 に よ り 、 廊 下 が 、 各 線 と

の 述 給 路 に な り 、 更 生 指 導 の場 と

して利 用 されている 。 今後こ のIii也

殺 を 社 会 復帰 の 第 1 歩 の ス テ y プ

として、吏生していただきたいと

忠う 。

兵 庫 県 生 田 警 察 署

設 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 諜

施 工 竹 中 工 務 庖

所 在 地 神 戸 市 生 田 区 中 山 手 通 2 丁目 75の 1

敷 地 面 積 2，145. 47rrl 

建 築 面 積 1，664. 96rrl 

延 面 積 7. 334. 13rrl 

精進規模 S R C、11F

工 期 昭 和50年 10月~昭和52年 3 月

生由主主は兵庫県、神戸の中心地域を管制する1 J I

ｾＡな場所にあり、敷地の有効利用のため神戸市

の 計 画 す る 建 物 と 合 せ た 一団 地 設 計 と し 、 ア プ

ローチなども共用として計画した 。 ｩｪｾｩ < 、明る

く 、 税 し み や す き を テ ー マ に 、 外 壁 は 怠 牙 色 を

基 調 と し た iJ:l i克3 色のタイルで明るさを、当日m

を兄 せ る こ と で 力 強 さ を 、 玄 関 前 の 人 工 台 地 に

縁 の1J1聞やベンチ、ホールの! 照明などを明るく

す る こ と に よ り 、 入 り や す さ 、 税 し み や す き を

な図とした 。 なお、 l F - 7 F に庁舎、 8 F -

9  F が独身寮と寺 っ ている 。

兵 庫 県 赤 穂 保 健 所

設 計

施 工

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 面 積

構造規模

工 期

兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 謀

小 西 工 務 庖

赤 穂 市 加 里 屋 字 新 町98

2，002 . 92rrl 

516. 20而

843 . 29rrl 

S R C 、 2 F

昭 和52年 10月~昭和53年 4 月

この保世 ｮ 所は 、 国鉄赤犯ＧＮｾＨから酋へ ＷＰＰｭ の国道 Ｒ ＵＰ 号線

ぞいにあり、 1 市 1 1t ll、 7 万 人 を 対 み と し て い る 。 ア プ

ローチの 1.1" 央 に大きな樹を設け、アイスト y プ とし、玄

関 、 ポ ーチを l次抜として、ゆ った り し た 感 じ を 持 た せ 入

りやすきを計 った。 H 皆は来客: 専問としクリニ ッ 夕、験

資、キm.虫の各室、 2 階に事務管辺古III"J と大きく分け 、 そ

れ ら を 中 央 に 光 庭 を 設 け る こ と で一 体感のあるものにし

た。吏 に そ の 廻 り に 待 合 ホ ー ル ・郎 ド を 配 す る こ と で、

利 用 者 の 検 査 、 検 診 待 ちに 対 す る 不 安 感 な ど の 解 消 に 役

立 て l i 幸いである 。

2 階 平 面 図

r  



「建築と社会」誌バックナンバーのおしらせ

パ ッ ク ナ ンバー が そ ろ っ て お・り ま す 。 購 入 ご 品 情 の 方 は 日 本 建 築協 会 ま で ( 電 話06- 231 - 9648) t，. ql し込 み ド さ L、

なお、 郵 送 料 は 実 費 い た ど き ま す 。 年 間勝 『打t (12冊￥ 7.800 ・送料 当 方 針れ1. ) の お "1 し込 みも/ . i :;・じ ます 。

ｉｾ＠ 昭和46年 (52集) 昭和47年 (53集) 昭和48年 (54態) 8{l 利49年 (55集) H!l 布J50年 (56.lk ) Hfi 布151 {f- (57! 長)

住 宅 - 6 0 年年 代代 の 冬 季 オ リ ン ピ y

本

展総訴 と 70 望の

ク と 礼 申H

建 築 教 背 ｊ ｲｬ ｾ 史的環境保 全 1:.:<1 
口'‘ E  

ｾｉｾ＠ 証 言 .76 ー 建 築

デ ザ イ ン の 動 向

都 市 エ 平 ル ギ と
泉北iニーュー タウン

明 11 の 漣 築 は 建 築 基 礎 締 造

2  6 0 0 月 記 念 号 のコミュニティ 施 東 海 の 新 建 築

黒 公 害 !t ピ ル ｾｬＡＺ＠ ど う な る か の ｾｲｬ 魁点

イ ン テ リ ア 大 阪 大 林

鳴臨 泊ド

3  皇室 築 基 準 法

ピ Jレ デ ィ ノ グ

保 養 所 作 品 イ ン テ リ ア 医 療 胞 j立

デ ザ イ ン

町l 市 生 活 と
既 成市街地の{ 主 P  C 板 を 使 用

4  剖s ，1，交 通 問 題 レ ジ ペ ー と 絡 ;ill:
床 工 法 と 材 料

み ど り
宅 地盤 備 の 方 策 した工 業 化 住 宅

古事

大 阪 国 際 ｾｴ 娯 ニュー
5  企 画 と 設 計 ホ ヰ1) 問 社 会 ・建 築 法 建 築 防 災 と 法

の プ ロ 七 ス
ピ ル テ・4 ン ゲ タ ウ ン 計 画

解 体 工 f  11( /藍 住 宅 の 設 備

老 人 建 築 生 産 と 流 通 同S ｲｊ ｩ の［［ ｾＮ 1Il と

rJ i  1fT  j也 幣 備
6  

機 t悼 の 変 * 手コ ミ ュ ニ テ ィ F匝 .i生

住 宅 ー 建 築 家

*  
建 築 と 7 レスト

7  都 市 と 港 湾 ピ Jレ σ〉 7当 レ ス ト コ ン ク リ 工 jj ，¥. 建築 と 設 備

ｾ ｩｬＧ＠ I j  
σ〉 す ま

L 、
エ ネ ル ギ 化 ート

転 換 期 σ〉 ( 峻 中 ヲ )

*  
f:11 榊 プ レ ハ プ 生活排本処f型施設 鉄 fl' ｾｉｾ 造の

8  新 用 途 I也Ji ! (制 と

ニ ュ ー タ ウ ノ 環 I克
住 宅の 十月 造 投 ，it σ〉 あ り }j  ジ ョ イ ン ト

*  *  *  *  *  
9  軟 弱 地 銀 と渓 災 剖l 市フIt 環 境 へ の 情 造 と 施 工 人間環境 としての 集 1:  I;j;: σ〉

7  ロ 一 千
み ど り タ ー ミ ナ ル ノ、ードとソフト

変 貌 す る

刻ド 合酔

騒 音 対 策 と キ占派 ｾｽｪ＠ 1) :  対

10 間i 市 日:)j 災 ｻ 上 ｉ ｾ と 材料
l五恨 防と本そ工の1対ｬｾ の

建 築 生 産 失敗 i列 策
ｾｪｪ 音 材料 策 と 断 ｾａ 材料

第 1 8 回 第 1 9  1両l 第 2 0 凶 W， 2  1  1111 第 2 2  lul 第 2 3  1111 

11 

青 年 伐 材・I 者 青 年 技 術 者 青 年 校 術 者 青 年 技 術 者 青 年 技 術 者 ，守 年 J主 Iof. i 者

*  
ヨ ー ロ y パ の ピ ル 防 災 に

設 備 か ら み J
12 自 然 と 北 陸 の 新 建 築

集 合 住 宅 の 設 備

レ ジ ャ ー 空 間
ま ち づ く り 関 す る 12 ，主 建 築 の 問 題 点

Ｎ ＱＱ 目平 ＱＱＵＴ Ｑ Ｑ 二 ｬ ｲｊサ 「 転、挽 ｊｕｉ の ｉｬｪ Ｎ ｉ ｊｦｉ ｾｾ ｊ 特娘、 Ｒ JJ り 「大阪市港ホー トタウ ンJ 特集む そろって いま す。

*f- il は 欠 月

ＸｾＱ 利 ＵＲ 年 Ｈ ＵＸ Ａ 集 Ｉ U{l ヰ115H .(Sg!ι }

調ド
デザインの 動 向

デザ イ / の 動向 一

部 分 と 全 体
新! 日のコノトラスト

兵月転県 そのj量l土

イて

と建 築 ・ 建 築 界

日本 建築協 会 ＶＰ Ｑｩ ｾＩ
医療施設一病 院 建

年記念 号 ・ニュー

築 とf背桜 ンステム
タ ウ / の 管 f里

コン 7 リートの品

質管理 と行政 指導向 外 壁 当官 接 材 料

の 方

H 影 t見和! と 法 電 波 問 符 と 建 築

身 F章 者 F也 J生

組 合 } j : 式 に よ る

集 合 (1: .七，! f Ilkj 

!!(! ｾｽｪ＠ J生 1崎 ｉｴ 屯， ｦｾ f繍

2写 り色における構造r.1I 凶

- )<阪両曜と戸'1!j1;' rf:; lt( ' Ir l. ｜、由 ｴＥ Ｑ確 ｉ Ｚｾ I( 十

711 ン，7 ト

11 本住宅 公開 と建 C  A  D  

"  
JIW とコンヒ.ュ - 51

築 作 1111 

ミニ 附発 から. H画)

自主

g可ョ

的 ，ミ ニ 開 発 へ

建 築 に お け る

第 ＲＵＱＱＱＱ 背年彼 ｉｾｩ r. 

'向エ ネ ル ギ ー 化

lf，241111背年後術者 ピ ル -!t I寛

モントリ オールdiのアートセンター デ ・ダルジャンと 道路 をは さんだ佐世 にあ る. 1978
1
1とにできた L め. 人工地盤 |ー肉 、樹木町代わリのようなIJ i般の俳れが1年色 であ る
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τ，宅，ョ，/ I.... ご1- . ザ

マスチッヲヲI : 1 - 9: i ヲ“

無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

1  耐久性 : 耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低く、ホコりなど生じない。

3  すベ り抵抗性 : すべり抵抗性にす ぐれている 。

4  弾力性 : 弾性かあり 、万一亀裂ができても使用しでいる聞に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っ ていても 、コン クリー卜、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく 、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

FLl NT誌 同
司、h 三三F

フリントコートについてのお 間作せは F記へ

ｪ 限式会前シェル厄 ｾ￦～ 版発売所
τy 宅:1 ［Ｂ［ｉＭ 二 ｾｾｉＭ 部

大阪本部 需 530 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 の 6( 新大ビル 9 F ) n  (06) 343- 0441 

東 京 需 104 東京都中 央区京橋 2 丁目 9 の 2 ( 第一ぬり 彦 ビル) 合 (03) 562- 4676

福 岡 軍810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 町 1 - 1 - 5( 舞鶴ビル 3 F  )  n  (092) 77ト 1961
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日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑なと' の投稿をお待ちしております。

1 3 4  

仮 使 用 承 認 制 度 に つ い て ( そ の 1 )  

まず、建築確認 申請に添付 される設計図は、最終

の完成図なのである。そのため士l " I 築工事の場合、

建築物によっては、殺もチェ ックしないため、工

事工程上、既存部分の外壁面にあった屋外階段が

不用意にはずされ、救助袋のための窓がふさがる

など、防災上好ましくない状態に一時的になるこ

とがあった 。 そういった状態で既存部分が今まて

E 変わりなく使用されていると、工事中において

は建築物は著しく不適合な危険なものになってい

る。

つぎに、ごく新しい建物は別として、ほとんどの

改正建築基準法は、 51年 11 月、いろいろな話題を 開始した場合に、使用したい部分の検査が行われ、 建物は、増築に伴い、既存部分は改修が必要で与あ

提供しながら公布された 。 日影規制条項はその最 残工事についての安全上、防火上 、避熊上の措置 る。建築基準法は過去幾度となく改正されている

も主なものであるが、建築物の防災対策条項とし が特定行政庁からゑ認されると、当該部分を仮に が、 相築部分はもちろん、既存部分も、設も新し

て、 「工事中の建築物の使用制限」に関する条項 使用することができる 。 い改正法令に適合させなければならない。地 築 工

も加わった 。 なお、 53年 11 月に建設省から承認基準が出された ｾ ｊ Ｇ［Ｎ 中 、既存部分を全面的に使用停 止 することがで

工 事中の火災事故は、割l合に多い。既存部分を伎 ので、各特定行政庁とも参考にされていると 思 わ きる建物 はまれであるので、 避鰍地 殻その他 の安

用しつつ工事 ( 地改築等 ) を する場合は、い った

ん火災がおきると大惨事になる危険性がある。熊

本大洋デパートの場合、大阪千日デパートの場合、

いずれも工事中の火災だ ったことが思い出される 。

工事中には、建築資材や残材が散積されており、

各種の火気が使用される 。熔接機、切断機、配管

用のトーチランプ、冬だと l暖房用のヒーターや直

火、また作業員のタバコ、マ ッチなどの使用上の

不注意が直接の原因となる 。 そして、 士曽改築や修

繕、模様替えなどの工事 中は、往々にして、せ っ

かくの各種防災設備が、つけ替えなどのため、機

能しない状態にな っていることがある 。 さらに、

防火シャ ッタ一等が適切に作動しないなど、日頃

の管理Eの悪さも火災を大きくする 。工事に伴い使

用勝手が変わり、従業貝もと っさの場合の情報の

早期伝達、お客の避難誘導にまごつくことになり、

大惨事を引き起こす。

ＵＲ 年 ＱＱ 月から施行された 「工 ｾ ｊｾ 中の建築物の使用

制限」条項のうち、 一番主な条項は、第 7 条の 2

である 。 ( 略 )

その法文を図解してみると、以下のようになる 。

|第6条 l 項 1- 3号の建築物 |

( 新築または増築工事)

における増築部介
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( 1)  (2)  (3)  

図の (2) のケースは、従来一部竣工とか部分竣工

として、建築主IJ1. が認めていたものが明文化され

たものである 。

たとえば、 l 階部分がj苫告i Ii で、 211皆以上が共同住

宅の新築て¥建築主が共同住宅部分と 1 階部分の

一昔11の広告! 日を、検公1斉詔: の交付を受ける前に使用

れる 。

. 承認基準 ( 新築のE建量築物等 )  11川11川川川11川川11川川11川川川川川川11川111川川11川川川|川川川|川川川11川川11川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川11川11川川11川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川|川川|川川11川川川11川川川11川川11川11 l  

1  . 特定行政庁が承認を行う場合

仮使用の対象が、新築の建物物又は増築工事にお

ける地築部分である場合には、次の①から③ まで

によるものとする 。

① 仮使用部分は、下記項目について、建築基準

法の規定及び消防法の規定にそれぞれ適合してい

ること 。

イ. 建築基準法;随行令( 以下「令 j という 。) 第112

条の防火区画

ロ. 令等 5 章第 2 節の廊下、避難階段及び出入口

ハ . 令第 5 章第 3 節の排煙設備

ニ 令第 5 隼第 4 節の非常用の照明装置

ホ . 令第 5 f，!第 5 館1め非常用の進入口

へ . 令第 sf t の 2 の特殊建築物等の内装

ト. 令第 129条の 13の 3 の非常用の昇降機

チ . 消防法第 17粂の消防用設備等

② 仮使用部分とその他 の部分とは、建築物の構

造、用途又は工事内容等に応じて、耐火構造の袋、

不燃材料で造られた間仕切り等により、防火上有

効に区画されていること 。

③ 工事計画に応じて、工事に使用する火気、資

材等の管理! の方法、防火管理! の体制等が適切に計

函されていること 。

2 . 建築主事がよk認を行う場合

仮使用部分は、下記項目について現行の建築基準

法の規定及び消防法の規定にそれぞれ迎合してお

り、かつ 、手直し工事等がある場合は、当該工事

が避難施設等の機能に支障を及ぼさないものであ

ること 。

イ. 令第 112粂の| 坊火区画

ロ. 令第 5 4t 第 2 節の廊下、避難階段及び出入口

ハ . 令第 5 f，I第 3 節の排煙設備

ニ 令第 5 f，I第 4 節の非常用の i昭明装誼

ホ. 令第 5 i; i 第 5 釘iの非常用の進入口

へ . 令第 5 :4iの 2 の特殊建築物等の内装

ト 令 第 129条の 13の 3 の非常用の昇降機

チ. 消防法第 17条の消防用設備等

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

図の (3) のケースは、従来、工事中の鐙築物の防

災対策として、盲点とな っていたものが明文化さ

れたものである 。
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( 大阪府建築指場楳)

「建築関係法令の研究 ・7J 刊 行

日本建築学会建築計画委只は、 53年秋に、

「建築関係法の研究・ 7J を刊行した 。

この号は、 「建築関係法令の研究 ・5 Jf 同

・6 Jにつながるものが多いが、次第に、建

築関係法令のあり方にかかわる発表や討議

が多くな ってきて いる 。

ｾｾ ぴ令 ＱＲＶ 粂に ついて Ｏ 小略 '1?， 

安全上必要な技術基準の意味/ FI:ri博三

兵1司lV;t 営アパートのベランダからの転部'IWI 持訴に

ついて/ 向布博三

令 126条 1 J1'iは一般規定かj遊雌施設のJ #. >Eか/

1山田嘉夫

令13粂の 2 の 「避難地設等」に掲げ句れている '1>耳i

と法35粂の避縦施設について/ 小嶋 友

令 ＱＲＶ 条ｬｊ ￭ｪ の一般規定解釈 ー 総起 一 Ｏ ￭［｜ ｅｬ ｉｾ 静夫

'1;¥田氏の「令 126粂 1J1'i の一般規定解釈」に対して/

小 叫 宏

ガードレール遊び転稀'1';(1 のその後/ 小崎 宏

日彬規制の設定値と従来の日 !R¥判決との比較/

南三 - 911

日［ｾ規制によ る閉 ｬ 市形態及 び雄築形態への彬特 Ｏ

ￎｴｾ 三一 自 Ｑ｜

日彬規制にI到する条例制定状況/ J'1" ft 健雄

用途I也峨つれづれ/ 日関泰夫

ｭ 火上主要な ＱＺ 司切 ｾ ｊ とは何か Ｏ 小叫 宏

防火上主要な間切 ｾｉｾ ー その Ｒ Ｏ 小判 宏

建築北部法にみ られ る 「その他これらにu ( する J な

どについて- 3 / 高橋i昌男

屋外階段ーその避錐上の相j 見rr について/ 小 叫 法

令22粂の規定一連法法名粂コ ンメンタール( 1) /

内石悌三

法 ＲＸ 粂と令 ＱＹ 条及び ＲＰ 条町線光脱定 一 生ｊｴｊ，ｾ法性条コ

ン 〆 ンタ ＭＱ ｬＭＨ ＲＩＯ 向行時 三 、小‘ ｲｾ 1i. 

!，I;i:jI¥法に表われた数値/ 稲田朝i生

建築基準法のあり万 (討論)

生li 築関係法令図昨日銭/ 片ft 他雄、船越町r11

「 建築雑誌 ｊ における法令関係 ｊｬｾＯ ｊ ￯ 総目録 ｻ その Ｑ )  

なお、 「建築関係法令の研究・ 7 J ( 2，300 

円 + 送料 200問 ) は、日本建築学会本部資

料 1m布 所 ( 電 話 03- 535 - 6511 ) と近畿支

部( 屯話06- 443- 0538) でl J i i布している 。

住築と H会/ 1¥179' 1' :111  I} 33 
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日0- 3A(E - 321 ).  38(E - 316日) . 3N(E  - 316)  

一 ドレイン本体

/ す 三行 戸説話? j . ! !

吾j _裂シ・ J

ルーフドレイン打込型

8 0 - 3型シリーズ

① ス ペーサーへのドレイン本体取り付けは差し込むだけ、ワンタ

ッチて¥容易にしかも完全にセッテイングできるワ γ タッチタ

イプ・スペーサーをl耳1発しました。

②従来の打込型ノレーフドレインの場合、コンクリートスラブ打込

み後、 F剖lの見えがかり部分が錆びるという弱点がありました。

8 0 - 3 裂でーは、 ここに特殊防jj il塗装を施し、より完鐙な製品

としまし t.: 。

③先に発売した 8 0 - 1型ド絞〈、普及型ノレーフドレインの第 2

仰で、コス ト的にも自 信 ? 持 ってj.l トH e された製品です。 I 8 0- 3 A  I  8 0ー 38 I  8 0ー 3 N

⑪ 蓄 霊 長 笹 川 鋳 玄 所

大阪営業所/ 大阪市北区南森町 2 - 3  - 36 f i ( 06)315-8900 

本 社/ 東京都千代田区神田淡 路町| ー 2 fi ( 03) 255- 4051附

埼 玉営業所 ( 0482) 23- 3351 1川 口 工場 ( 0482) 22- 51751横浜営業所 ( 0467) 78- 3235・77- 1402



日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈 新 ｩｬｬ ＮｬＧ［ｪ Ｇ ｾ半 ｦ 介 ｎｯ ＮＵＷ ｽ

エースウッド ( 別注)

宮崎木材工業株式会社

本社 干616 京行Il rl ' i ; j ，京区太昔話下j【)1fI町 5 TEL  075- 8 61- 1585 (flj 

. は じ め に 9  ljo板 に で き る 樹純 は す べ て 利 用 で き る 。

エースウ γ ドは天然木 l ji 板 を 化M: とする料株{I: 1'. 10 . 下 地 材によ り下 地相 当の| 坊火性能をもっ。

げの化軒b .. ートで、令板はむちろん、モルタノレ ・ . 防 火 性 能

イ{料1似 ・.1峨カノレシウム板イI こうボード ・全kJ ! ，似

士号ーの表 Ｑ ｍ に ｾｕ リ、 処tI!i 怨!，J_. 家 H 等の x・1(11化相1:

ｍ として ｦ 古川できる 。 ｬｪ￭Ｎ 板は Ｇｩ ｩ Ｚ ［ に ｩ￭ 凶ｾ iV'{iii されて

お リ、 江主.t I 名ーが単板を決定し、 ti '.J 主、J ' i 去、脱線作

わ せ を し て 製 品 化 される 。

・特 長

1.  ...j .三 .i! ll の 美 し さ を 生 か し た 生地 付 上げて l r色

検装が ｉ ｾ ｉ 0- 1にできる 。

2 . ぷ IfII {-I:上 り は 化 粧 合板 とまった〈同じである。

3 . 耐 水 ・耐 熱 耐 候 性 に 優 れ、 lλl 袋 仕 上げ村と

商 品 名

エースウ ッ ドA

ｫｾ 本司 ｬｦＧＨ

ｾ隊 Ｐ ， Ｓ 叫

、

持 拠 ＧｴＱｾ Ｎ 制民

エースウ ッ ドB

ζ人《FWR40h峨3-仇3  

、

Ift;'.¥・R

して枇. i i &である。 . 寸 法 ( 単 位mm)

下 j也 の

般 駕l

不 燃

i¥! ¥不 燃

不 型車

準 不 燃

4 .  i I ' i i Lは水 洗剤等により h刊 aで き 、 友 l(j i喰 殺 ! 亨さ 0 . 3 5 - 0. 40 

の ｾ Ｑ Ｑ￬ 色・ 事II i 修が t可能である 。 lt，，¥ 9 10 - 1，220 

ｾＩ￭ 火性能 建認設定大番号臣

不 ｾｾ＠ 第 1103号

準 不 燃 第2107号

機 不 燃 第2101号

5  特 殊処. l ! 1!桝 成 の た め 下地 か ら の 汚 染 変 色 の お 泌さ 2 ，430  2 ，740  3 ，040  3 ，64 0  

それがない。 ( 単 板 の 鮒 純によ り4 ，000 4 ，550 も可 能 )

6 .  120. C 以 下 の ア イ ロ ン て" I I Hll'熱rEできる 。 . 施 工 上 の 留 意 点 お よ び 施 工 法

7 .  11I 11(l i 施工ができ、コーナーの折 1111 げも ti UI である。 1. 1坊 火 区 分 に 迎 合 す る 下地 をi法ぶ。

8 . 製品とするための加工性がよし、. 不 燃 J島村 : 金 属 お よ び :不燃イ7 こうボードを含む法

〈新生JH寸前f 介 No.5 8)  

K Gシート( 長尺金属屋根用不燃断熱石ニうフォームシート)

定 不 燃 料 料

ｩ ｖ ｜ 不 ｾＭＡ｜ Ｉ ｈ ｦＺ 1¥' ¥不燃; r ，ニ うポー ド を 含む 法 定 不 燃

材 料 お よ び 法 定 不 燃イ[こ うボ ー ド

2 石料1板 ・徒 同長カノレシウム桜 . . i こ うボード苦手

の継ぎ目、 釘 ID' iミヰニはノマテで修正する。

3 . 下 地 が石料1板 ・珪 椴 カ ル シ ウ ム 板 ・モノレタノレ

等 の 場 合 は ア ス ベ ス ト シ ー ラ ー を 続イ1，する 。

4 .  ｾｪ￭ 火［ｴｊ，ｬ ｦｬｪｬｬ 区分の 施 工は、 ｪ 点目ｉｪ として認定条件

に法づ く 燃 都防 火焔工 法 に し た が って 地 に す る 。

際 部 地工 法 に よ ら な い場 合 は 施」二先 f 後 Iljj 火 認 定

表 示 ラ ベ ル が 帰 れ な い 。

. おわりに

Jヰ名 な 建 物 で の 使 用 笑 紋 も あ る 。紹 介 に も れ た 詳

細 に つ い て は 線 記 に 問 い 合 わ せ て い た だ き た い。

宮崎木材工業株式会社

本 !I. ( 干616}';': 1mrlj.{-iJI(! ズι 4降下f J jl l I 正 (075)861 15凶5- 8  

岡1 5 冊目也

川 "祈 iz r l )胤 01，ｊｬＨｩ＾＼Ｎ ｾｴ ｩｊ￪＠ <1  )' 111<1 正(06' "31 5723- <1  

"  (干460)t' " Ji J..r.;市 中1'>:) "，1'1町 '1 J  Hi. (052) 262 .4421 

1(12:'" 8' *i 羊fI ((jlfi ピル 2 附

"  (干7η34川}J ，μ.i. :刈 f巾" 唱闘町1114 1の 1 叫(ωo出 2引)5幻:3 1  川10引1- 2  

隙附卵1川 安ｧ］ ｦｲ＿ｴρ ｽｨｪｩ［ 別淵＿持出 ｩ自 ｬ似Ａ品仏 ｕ山 Ｑｕｕｩ 芸逝弘鉛 ｩ右怠［山 ＡｾＧ ｾ ｨｩｾｲ 辿 三 : 屯仙山正山ω(印075削5) 2"ω3 2蹴2卸6

製i込;'，凡κ」 ア ク メ 化 工 株 式 会 幸 社土

{〒593)桝 "i 点山693 '，Il (Il 72< l 加 1024 

建材委員/ 松本美良 (附竹' 1 ' 工務的 ，ll.t .lt 部情報.. 県民)

繰 式

会社

ク ラ レ

〒530 大阪市北区梅回 1 - 12 - 3 9 (新阪急ビル)

T  E し 0 6 - 3 4 8 - 2151 ( 1在iJ!i )

. は じ め に 3  ) 多孔 ' f ' ( のため保水性があリ、防続性にすぐれている。 表 - 2  K Gシートの性能

K G シ ー ト は 行 こ う を 主 l原 料 と し た 発 地 y ー トで、

労働安令術' 1 ' . 1二および環境公; r ; : 1'. も安全な製 til: で

ある 。 鋼似と 附 IJJ とした絞合品は 不 燃材 料となり、

ｬ ｾｋ ィ￭ＧｩＺ ｍ ｌ［ｻ 似の ｬ 人 Ｑ ｾ長 材 として佼われている。 ＨＱ 孟 ｬ

" 色.' :m，t'(

r < A  
-I¥G. . ト4 刷

図ー 1 K Gシート / 鋼板復合品( 折板鋼板)

圃特 長

K G シー トの表 l伺はポリエステノレ繊維不純イl' であ

り、- I}j'-I.反)} I Uご等に 必 裂な性能 を持 たせている 。 内

l而は石こうと 酢 椴 ピニノレ系樹 脂ノ〈インダーを 主 成

分とする イ Ｗ こう発池体である Ｎ 姐 Ｑｾ 省 主 ｬＡ 築 研 究所

の 試 験 結 * に よ れ ば 、 厚 さ 10mmまで不燃材とな っ

て い る 。 こ こ で は 商 品 として出ている 『日:格 404

( 厚さ 4 mm) に つ い て 説 明 す る 。( 図ー 2 )  

泊色， ｦｴ ｾｊ ｲＧｩ鉱 ＱＱ ，

l f : : : ; i工4 mm 

ニう党i包体 l  

! K C ;. ート

ポリエステル織維耳、織布 !

図 - 2  K  G シー ト/ 鋼板複合品格成

ｬ Ｉ 似 事 ｦ ｉ 主 ＺＺｊＢ， ｩＧｊ［ぇ Ｈ ｾ ｙ Ｇ ｩ 0. 'IE$(i 1J dti ) をはり{ } わせたむ

のは 不 燃 料 料 となる 燃 焼 ガ ス ぷ 験 ( 7ウステス

ト) にしイ干物している。

2  Ｉ イ ［ ｾｱ Ｎｦと しての ｪ 山ｩＡｬｊＮ，Ｒ Ｎ￭ ｩ をと勺ている ＡｕＡ ， ｬｲｾ＠

大 1:( 必 定 供 サ イJ 燃 抗 11 3 1 りー

4  ) 熱 伝 持 率 が0 . 051k c  a l  /  mh  . Cて ¥ 布 こ う ボ ー

ドのおよそ 2 f;o>; 'の断 熱 性 能 が あ る 。

5  ) 多-f L質 の た め l吸 音 性 が あ り 、 附 i向T干その他 の

版 7T を防ぐのにも 4T3りJ で与ある 。( 表 一 1 )  

表 ー 1 各種シートの雨滴音防止効果

; 〉〈:
y ート A レベル ( bB) C レベル ( bB)

W さ 測 定 航 効 出 測定1也 効 *

町青 騒 rr ー圃 3R 41 5i - 64 

カラー銅版 0.60・ 79.5  81. 6  

銅版/ 賢也; t . リエチレ J 4  76.7  2.8 79.3 - 2.3 

銅版/ アスベスト マ ト 5  73.3 - 6.2  I I . 5 - 4.1 

銅版/ KC; . ート 404 4  71. 4  - 8.1 74.0 - i . 6 

6 ) 柔 '1次' 問5があ り、民 )0 $ きシートである。

7  ) ク ロロプレ ン ゴ ム 系 そ の他 の按，.n剤を用いて、

鋼板と芥易にはり合わせがて' き、はり合わせたも

のは: i I i i 常用いられているロール成形機 で容易に加l

:: 1こてa きる 。

8  ) 紫 外 線 に よ る 劣 化 や 風 化 を 起 こ し に く く 、 向f

久 性 に す 寸 れ て い る 。問責 や ア ル カ リ に 対 し て も 安

定 し て い る 。

9  ) ア ス ベ ス ト や ガ ラ ス 繊斜1，を nJ し、ていないので

労働 ｉ 総生および ｽｾＱ Ｎｲｊｬ安全 上 の心配がなく、不燃型 ｩ 二

と 合 わ せ て 、 安 全 性 の 日 い 材 料 で あ る 。

10) 仕上リがきれし、で¥不燃で1'. . 1幼成性 断熱1' ' 1: .  

l吸 音 性 な ど の 要 求 さ れ る |人] 装 材 と し て も 使 え る 。

. 性 能 ( 表- 2 )  

. 仕 様 ( 表ー 3 )  

I'{ さ 4・m

t七
ij 旬、 0.24 

可I J・.も I. Okg/ m'  

熱 fム 九 砂 市 O. 051k cal /mht  JI S A l'112( 0 ' C)  

合 水 市 ｏＮＲｾｯ＠ 20"(:  ＶＵｾｯ＠ n  11 

{ 早 水 J，t 3∞K / m'  A<中24叫 川 糠 漬

.; ｬＧｩｬ＼ｾｾｬｽｊ＠ ( タテ } 3. 5klo: / cm JI S  L  106H 

、ヨコ} ｏＮ Ｔｫｾ＠ ('m 

fIIl J金一 { タテ } 17f! .o J IS L  106M 

{ ヨコ} 25()'o 

J IS A  ｉ ，ｉＨＩｾ，＠

時 斤 ， ' < 0. 38 

(4出 国 H.. )  

表 - 3  K Gシートの仕様

品番 404 I  Ｑｾ さ ｉ IOOm/ 巻

1  1  ( 外f予 約75伽，m¥

1早さ I 4  mm I  ¥ ¥紙什 l刈f王 16mm)  

申Ioi I  おO問、 5印 刷 |  色 I  X:  7 イポ '1ー( 照準)

i骨" J J :.l! eJ;) 外グ湖、長さ、色については、 別地担弐: ー一一一一-

. J!l 途

折板鋼板 ＱＳｗＮＡ 用 ・ イ詮以サイデイング用 内 ｾｬ ｾ リ 材・

防 派 断 熱 材 ・壁 内 装 材 ・1敗711十4そ の 他 の 用 途 へ の

手IJ ffl が可能であるが、 主 と し て 機 械 て 場 介 }ij { ・

体 行 館 等の 長 尺 金 脱 届 似 や l:，tの|人'J ｾｉ を リ村 として 実

M をあ (f ている 。

. お わ り に

K G シ ー ト は 不 燃材 料 としての il1iIli J ;t2. A "1，，;11' 1団体

である 断 熱亜 鉛 鉄 板 工 業 会 ( ( 株 ) カク イチ、 三

}もイit M工 業 ( 株 ) 、大 同 鋼 板 ( 株 ) 、 ( 株 ) 淀 川 製

鋼所、 ( 株 ) !l U { 、日本a 築 似 令 c 匙; ( 株 ) 、新1

半鋼 機 Ｈ 株 Ｉ等 Ｑ Ｘ 社が正会以 として ＩＩ ＱＱ 人 〕の 会 ｬｾ

会社によって、日長リ加工、折似 )JII 1二または hl .f'l{ 、

その他 の 別 途 に 地 工 さ れ て い る 。 なお詳細lに つ い

ては標 記に 問 い 合 わ せ願 いたい 。

建材委員/ 松本英良 (( 附竹 11
1

1初 1，'j ， Ｚｊ，ｴ ｉｬ ｉ ＮｩｬｬＩｍｭ ，， ｾｬ ＼Ｉ＠



横浜市都心プロムナードの

デザインについて

A  0 ， 

flY
I
浜市古、 11(1和49年度から、、楽しく Jかける道路つく

リＢとしてはじめた ｩ 立断税制 ｩｩｾ ｊＧ ｘｩを持 ＱＱ 心フロムナ

ー ド と い い ま す 。

この 'J' Y: ;の 11 Ｈｬｾｊ は、これまでの道 路 カ、主として 引

の 辿 行 機 能 をrl' 心 に つ く ら れ が ち で あ った の を 改

め 、 人 11¥1' 1' 心 歩行すI if(悦 の 巧 え ) j に 立 っ て道 路

読者の頁

史跡、 な ど を 裟 l人l する 。

(3) 行人 や 身 Iif.i: 将司i に刈して、 以' { ブロ γ 夕、 '1'-

4甘f の た め の 歩 道f2: ｩｩｾ り ｪ リ ｆ げ弘どを行う 。

(4) ガス灯胤の{ 打灯、街 路制、. f i li j ，，¥，み専の梢. } J (

(5) 少〈人に 142 し さ を 従 供 し 、 プ ロ ム ナ ー ド の ) j

If' lt t を 出 す た め に 、 ヨ コ ハ ? に ち な ん だ 絵 タ イ ル

( 3 0 X 3 0 cm) の 敷 設 な ど を 行 って い ま す 。 デザイ

ンは、当初{ 耳 、 栗 山i紫氏に依 車i([ _ 、たしましたが、

次年度は ､￯ｬＨ 公 必 により絵タイノレの絵 Ｍｉ ｉｾ を決め 、

道 路 っく リに ，111止の参加l を仰 て行 って い ま す 。

を 税 制 し て い こ う と す る む の で す 。 こ の よ う な 少 こ の よ う な 歩 道 の 税11iii は、 地 域 f U( の 協 力 か な け

行者' 1 " ( . 、の道路づくりは欧米祁 Il ilでは、ショ γ ピ

ン グ モ ー J レ、少 行 れ 川l 訓 告 な ど と し て 災 現 マイ・フォト

し て い ま す。 わ が II IにおいてI ; J t ! ! 川市 の 口 物 道 路

( 昭 和47年 ) などし、くつかの 19IJ が み ら れ る よ う に

な リ ま し た が 、 ま だ ま だ 一 般 的 で な く 、 少 i白紙 、

歩行Ｎｲ， Ｇｘｉ 五 ｩ 、ノーカーデーなど ｊ ，ｾ本的には道路樹

能のうち引を係先しつつその牙・1行を少なくする ) j

ｾｾが多い現状で、人 Ｑ Ｚ｜Ｑ ］ 歩行宇＿を 優先 した ｉｬｉ ｬ､￭ 辺

路 の 的ii L までには去 っ て お り ま せ ん 。 この 1，;¥1人11;): 、

既イ[: di l h j也l人l では _I '. 地利J l j や 交辿 体 系 を 全 ，MＨｉｾｊ に

改めなければならず、打1 j l ji には tI¥米 な い こ と に あ

ります 。 百11心 プロムナードは、 u! (作 di l h地 内 で i立

断 体 系 を 大 rlJ に変えず、歩行. r ，. を i比大 liNに ，r(悦し

た 道 路己主) 1 'J'; .j佐であります 。

阪本町 J レートのサインポール

さ て プ ロ ム ナ ー ド の デ ザ イ ン に つ い て は 、 次 の よ

うな円以伝がなされています 。

( 1)  ま ず 、 人 が 少 き や す く す る ( rl1" ，' ，な い 、 つ

づかな L 、) ために 路 I( J I ぷ材 を こ れ ま で ー般 的 で あ

ったアス 7 7 1レト 舗 装 を改め、レンカタイル、‘ 11.

似プロ ァク な ど と し ま し た

(2)  ｊ�ｾｪＧ＠ /'i 川 の t:¥'i ，誠 ( サ イ ン ポー ル ) や 、 本 l人Jj也

lメl似 を ぷ iU し ‘ 少 行 -/'i に 周 辺 の I也.1' 1¥や公共生. s 築物、

36 也犠 ｾ ｉｉ 会 Ｏ ＱＹＷＹＧＱ Ｎ Ｓ !Iぢ

唱パリ点描砂

二_illのl亨い芸に包まれた i討の! 立は思 ったより Hff l，..、。か

すかに乱反射してたどリついた光が、あの太陽のむの

fごと:! ! ! . {注するのむ困鰍な! 必じだ。 そんな知らない街を

訟はこんなに巧みに歩けるとは思わなか った。建物の

ll .! n而をはうように、なでるように 、長i邑を行く 。諜し、。

もう観光毛;G' H、ない T A s A C のカフェで熱いエスプ

レッソを 飲んで少しは っとする 。初冬のパリは者千妙な

i.ti にむる。いかにらおイむのかか った11躍をむぞうさに 泊

た ｲ ｬ Ｂ 年の 男 が 、析 し、 比 Ｇ Ｑ Ｇ な，ｉｊ ｾｊ のように ｩ 切るい ＧＺＧ ｉＧ ｲＭ年 と楽

しそうにしゃべりな古、ら食 引をしている 。 人生にくた

びれたような左人が少し肥りぎみた Ｇ が、他 ｲ，ｾ そうな黒

人の娘と、手を組んで歩いている これでむヨークン

ャテリアかと ( 絶対そう思うのだが ) びっ くりするぐ

らい大きな犬か '1' 水道の IlIl lf/l lでウ ンチをしている 。厚

化 ｆ 正をし、 ￬ｾＡｾ f聞な1 : 皮をまと った1; ; 2 人がいつのまに

かこ っちをじ っと凡てタバコをふかしていた 。 向分の

朝mーだけを聴きながら、人のいない 1討を J j H 。慌の上

で水の流れを、伎のすれ介う木、工を、よろい戸が半分

限j - 、ている: 容をよ4る. そして、 n分の心とだけ訴す。

どうも、よそ者は伸、 ｗ Ｑｦ Ｚ なＡ些 ｉｾｨ にひたりすぎる 。 明日

l立11，'1れるだろうか。かわいい少立: に会 ったら少し微笑

んでみよう 。 瀬戸本 i ' f/ 瀬戸本球主J l 築研究室

れ !.f 完成しませんが、実収の後む、ノ，i< U .I! 仰 の 機 能

や 美 し き 、542 しさを 似 っ てい くことカ‘ 人ー切なこと

です。 このためには、道路にかかわる，(( 被. /lI J般

的 dj l ( のイT芯: と W，) J かうにくこと泊、できません 。 こ

の こ と は 、Il I l di つr < リにし共 通 したことでむあリ

ま ，。

内，i刻字之/ Ｈ ｗ ｩｩｊｾ ､￭ 企 ｰｨ ｪ， ｖ ｬＮ ｪ 戦ｽ［，Ｉ全 ｉｬｨｪ ri 弘、 i : 作 )

a . 吋Jju-LZ

Ｎｾｾ留 品 ・・ ・・
|謝 』 ・園

田 - 司
石川町ルートの絵タイル
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鋭 、 解 説 仰 が 刊 行 されていて、 f:r， 然 の こ と か も 知 し か し 、 ま だ ま だ 「 新 し い ス ト ラ ク チ ャ ー 」 を 絞

れないが、 " 本 の 伝 統 的処 築 のなかでも、 仏 院 へ {l i! し て い く 上 で 、 技 術 卜. も制度 l二も 問 組 の あ るこ

の ｬ 見 ｬ 心の山 ｩ まりをうかがえる 。 それら ｾｩｩ ｬ ＺＺ のなか とも ｊ ｾｾ であ って、 ｦ ｖｉｉｉ 布11 r! i づ く り i総力 戦 J ( =  

で も 本 内 は 泌 れ た H ;y" と言える 。 多 正 1M作 戦 ) も 、 ま だ か な り 「持久 戦 」 を 行 わ ね

川 上 バ/ 京都 大学 教綬 I; t . " なるまい。

行 fi' ilU，¥ b: ifi 1) 11 

先行所光村折{ ， ｉｬｩ Ｚ ， ｉ ｾ 院

B  ＴＧｴ ｾＱ＠ カラー68( ( グラピヤ48山本文64 ( (11，一覧1也判長

総 224( (

定 価 25 ∞0J l 1

「都市設計のための新しい

ストラクチャー」

君主謀新しL、ストラクチャー

久 保 氏 監 修 都 市役計研究会縄

近年、大引のり以凶Ｉ阪を多く収録したＧ京本 ｬ 百 ｉｾ が

FIJ 行 さ れ て い る 。 4= ｉ ｉ ｾ Ｂｌそのーつであリカラー ・

グ ラ ビ ヤ の "I u:Eli II以( 雌 ;μ 本 間 敏h1t氏) が 小心 に な

り、 11事，1:，' ; b:. ｾｦ￬ 郎氏の本文Ｚ解説を添えた ｨ 昨日比をもっ 。

ｊｪＺ￹Ｚ Ｑ 宝ｊｊＺｉｾは、、 ｊＡ Ｔ 奈 の ＡｻｴＢ 、 Ｂ ＩＧ Ｎ桂 ［ｪｬｾ と ｦ ， ｙ ｩｬ 求Ｂの こ 古 Ｑ｜

に 分 か れ 、 日 本 名 I也に所イtーす る 本 iiE仏 併 を 主 巡iに、

I'LJ 干与の 変 化 、! i ' H灸の 変 化 の な か で そ れ ぞ れ の t誌の

特 徴 を と ら え 災 し く ポ脱 さ れ て い る 。

イ本うメよ文は J呼子文 てで併イμi 昔総岸H

に}j 似j月瓜;江(iJ.始f内'イもい，j f仰I円印JJ の』蛾革 リi日所1ヲ引li を ボ め た こ と に k始f内i ま つ て、 I地臥 イ本誌、作l午Fは、 作判州|ドlりJμ" バ山山1，. の l  イ木記、i泣i2立'11;凶4引刻(1 、処 築 の オ桁? 下技I仲術車約f宇者;  

版、 11時i時寺代の州 i泌主の主な. カか、でそ jれ ｌ そぞ ･ れが ｊ独 ､虫ｾ ｦｬ のボー ｊｊ ｌｬ ｦ ｾ が、 n  i:( 1(j に 飢 餓 し た 「打Ildi 投 什 研 究会 」 に よ っ

式 を そ な え た )'1干の朕史を 111 料 名I也に のこさi L た，市 て 作 ら れ た む の で あ る 。 そ の ぷ H は、 n らめのfHl

f!i IJ の 似 介 を iI1i じ て 概J見している 。 次に本" 古では! 令 に も と つ' いて、 『処築と- 1 ' 1 会 J .t t:: に も 述 ・|世された 。

文 でi以上 げ て い る 仏 熔 の 先 生 か ら 京市Iの i泊 料 の 終 ，1' 1' 1' ;も、 1"11" 1か仰| 究会に nu射 し た こ と が あ る 。 W

'，¥であ っ た 日 本 の fL，俗 が 主 催i で あ り 、 は じ め に 日 Ｖ 、梅 ｩｊｾ 一 人 ｩｊｾ ｦＯｻ ｩ ー のあたリは、その ＱＱ 年 の討論

本 の 仏 踏 の村ii 立、 柿 成、宇l:fl 1 を説明し 、つ づ い て とすＡこ ｊ ，ｾづ［Ｎ、ていると，忠われる 。

ｊｉｾＮＨｾＩ の ｊ 也にｩｊ ｈｽｊ に， ｌｉＧ ，ＡｊＮｌした大引 の ｬ￭ Ｚ の 利ね を ｲｈ 発 小: .I t: の 判 色 は 、 第 一 に 、 従 米 の 1'. 木技術には‘ 上七

点に、 J I H" 、ず長良 11与代 の仏) ; 1，祁 1刈 を 初 介 す る 。 そ 較的地甘いと 思 われる ｦ Ｇ 主的 ＢｾｉＺＺｉｊ (I(j 似点を人・ 11I に

して半後ユボ巡 行11とそれにつづく1 " ' . 代 ・'l' 世 そ し て、 取 り 入 れ て い る こ と で あ る 。 ，1f /'iーも、 Ijij 勾 か ら i二

近 111; の 九 時 代 に iiEぶ さ れ た 祁 WIJ の 実 例 を ボ め て 山 木村i 築物か、 Lji 一 機 能 で 、 大 規 枚 化 ( fylJ 、 大 ダ ム .

峻 j丘iJ : から各 J血Ji をi笠 路 に 沿 っ て 訪 ね 、 そ れ ら 尚早 ｴｬ 坊、など Ｉ して米た車内米もあリ 、 ｾｉ Ｇ 人 ｉＺ｜ｊ 的 に

の 特 色 を 解 説 し て い る 。 J有 者 は 本 文 の な か でJじさ な っ て 米 て い る こ と に 疑 問 を 持 っ ていたが、 片者一

れているように、 ｾｉｨ ＧＺ Ｇ に多く凡るようなＩ［Ｑ干の造立 法 は そ れ に 刈 し て 、 J Oば か り の 「 現 代 行Ildi !'.本」

年 代 、 処 築 形 式 の 祁 特 徴 を i枠制lに 論 じ る こ と よ り 'γ ーの泌凶」 を 従 起 し て い る 。 ( Iコ 2 2 - 29 )  

も、Ｎ［＾［者の ｦ Ｑｩｬ ｈ たＡ必受 Ｇｾｉ ーでとらえた慌の Ａ Ｚ ｉｉ fJ'i.を、 これらは、 ー 11 に パ えば、 d，. l ( ' k前の収かさを、

j{， との刈 z訴として咋¥1(' に ;Ic述 さ れ て い る と こ ろ に 以 に 反 映 し 、 そ れ を 似 附 す る ! : 本 校 Wr へのけiJj立 へ

特 色 を も っ。 なお、片者は戦後に併，注された人ー阪 の ＱＩｾ 起である

州大 一 Ｑ ＺＣ 、点以 ｩ 長 Ｂ［Ｈ ｾｩ Ｚ の 名 ｨ ｩｦ｜ ｬ 誌 の設計者として 特 色 め 第 二 は 、 山 伎 の l人l 符 を 千 弘 に J UJI. す る 努 力

知l ら れ 、 こ れ ら の 治 の 111往 に 際 し て そ の hVi . i i l と芯. かされている点である 。 すくれた ｅｩｴ 計例か、ｾ Ｎ ｾｾ ｾＮ［Ｎ［＠

l所 の 多 く の 開催jに取り品Il み "'1 心 さ れ た 11 ちゅl け品号 な リ 以 や 1:x11(Ji で 制 介 さ れ て い る 。 ぷ泌や| 問題の税

を リ 行 !Ii'. の ric" としてみ; 文に添えられていて 、 Iji J( 1 ' 1 ¥も多くはわかりやすいぷにまとめられている 。

ｦ 去のゆｾｾの ー コマを以付ける此況な記似として参 .b'c . { ! i ' は、ニれらによ っ て H WI I(j に )"1[14'(.11: 米 、 楽 し

J うになる 。 < 読 み す す む こ と か H' ，米 る で あ ろ う 。

また、日IJ に 陪一 日立を {十IJ J ( : し、今日、弁 I也に現存す 特 色 の 第 三 は 、 第 二 にむ| 見.Jj 出して、 :1¥米 る i民リ' 人

る木造的［のすべてを挙げ、イ ｬｩｬｩｾ 柿 ｦ 誌の巡ｻ抑 ｪ にも JJI. "1能 'rl をj J } ボしている点である こ れ は . ';>; ' 1';' 

拡大して、 j斗半年代、所イu也 、 特 色 を 説 明 さ れ て i主か、1 ' 1 ｾｦ￬ 体技術れでもあるということにも関係

い る の も 紘 切 な 心 づ か い で あ る 。 が あ ろ う 。 い く ら 、 リ っぱ な f f札i布」 でi_， ') OJl .か

本 J? と Ijij 後 して同じく H 本 の f U衿を 対 象 に し た |ヌ| ら れ ｾｪ 主 ｉｴｗ ［ｦ・ ＧｾＯ，ｉｦ， Ｎ に ｉｈｊ こえるであろう 。

「仰|究 会 」 が 、 さ ら に 総J命から 名 論 へと f :ill ;!' ;iE

凶j J を 移 し 、 発 反 し て ゆ く こ と がJUI 純一される 。 と

同時に、本、1Fが、伎術者、ザー生、r ! ' i 1( にも lム 〈 説

れ て 、 新 し い 技 術l民 監の 役 ;'/IJ を * た す と と も に 、

「家」の ljil か ら の 改 持 を 一 歩 - l t .i1s め る 指 針 と な

る こ と を 者35在したし、 。

IJlj 村 一 即J / ぶ 良 /，1: ( 大 'γ. 助 教 佼

ｾＺ， Ｎ ｩ ま円久 ｦｾｾ l't 

制 打 開i.II.: 't lll 'fi J f 光会

党 frl;Ji ，血1: ，¥11: 1. 1，会

A  5  1'1 231 札 定Iltt，:l. :mOi' 1  

母 子保 健 総 合 医 療 セ ン タ ー

56年 完 成 へ 基 本 設 計

大 阪 1(. f1街 '1'.古11I手、 l(. fl!/.r' T . 刈筑前線 会 ( 111 村 紘一 会

lと) で fft ＨＭｉｾｾ 住 ｮ 総介 ＱＹ ｾｪ ￮［ｩセ Ｏターの第 一 ｊｕｊ ，ｈＧ阿

(  li'iJ ， Ｑ Ｉ［ｊ ｙｈ 実際 ［｜［ＱＱＱ ＢＱ Ｉ に つ いて、住設 ｊ ， ｈ 、 ｾ｣ｬ 止 Ｎ￬ｉ の 慨

袋 を 発 ぶ し ま し た 。

そ れ に よ る と 、 I，.J セ ン ター は Il H' HI' iば J OO味、 $Jj " I'.

児病 lぷ J OOIポ、 見S11
I
げi4Ji 11'，('佐川 i，ljl ポ( j  C  U )  4  I-+: 

グ) . n- 204/-+: を J立山、 H il.r:; Jj 也EUt と し て V!J N1  y'"h陸I，)t

， Ｇｊ￭ のほか医師、 ｖ Ａｊ ｎｕＯＧＢｴ 、 イ Ｑ 必ｾ ， ｉ ｽＱ ｩ Ｇｬ 子＿などが ｩｬｬＮｻ 吐き

れます 。 センタ一本 ｦ ，ｪ，Ｚの必Ａｾのべ ｉｦｬｩｈｬ は約 Ｑ Ｖ ， ＷＰＰ

・ド } j ;1 ー ト ル 。 地 上31析、 I也ド 1 1: 符の 鉄 筋 コ ン ク

リ ー ト 処 て 。 防災，f ｉ Ｎ Ｂｨｪ む ｍｴｾｾ 晶、にほ どこされます 。

位 決 場 所 は 、 利 J;< d"制 ': :UIJJ ・以 北 ニ ュー タ ウ ン 光

IVlitlU也|メー!人-1. ｾｩＩＶＰＡＮ ｏＺ ｉＧｊ を均、 ｉｴ 、 ＵＴ 、 55i !'. と 1-. ・1'; .を

す す め 、56.1! 二度 '1' に オ ー フンの( - i . E。

ｼ 吋センターは、 ｒ ｔＺｗｲｾから分娩 ｊｾｉ 、乳幼児 ｗｉ 、， γｬＧ￬ｾ

ｗｉ にいたる ｩ 吐 ｦ の主 ｾｩｬｬｪ と ｬｩｴ ｾ Ｇ， ｴＺＧ の千 ｉｉｊｪ 、 早期 ｩ 治療、

発 迷 訓 練 を 総 合 的 に お こ な う H 本 i抗争)j の、、命と 他

んH をて) る 1ヤ 。 第一 JYI; lI i 'li iでは、 H:似 し た H干'，'，1 か

ら't4j " F.犯に1 ' . るr . iliftdUI の ¥'i l"110. iIl を お こ な う こ と

にしておリ、1 l f : 1 t J N'1' ，:M;，'. や :1:l fll .ItU i i Mと f ど も の

救命、 tl' ，H-1t. I. jij 、 tH淀 川 の rど む の 1:: !，'， '::I!Jj Ii、 ある

いは| 祁 '.Ij:ーの 'f'.J VJ 5 e 凡と，'，':j J1r di 娘 、 技 術 i!(; : ) えなどそ

の 役 河lが 広 < JVJ j 占されています 。 な お 第 二 JVJ 、 第

三 ｊｖｊ では、小児 ｾｉｬ ｬＭＧ ｉ｝ ｉｾ ｾ ｬ 夜 、 党 ｪ 主 ＱＢミ ｪ ｦ ［ｩ などが予定さ

れ て い ま す 。

‘ 写真募集一投稿欄小委員会 IIII!IIIIIIIII! ll ll!

投悩欄小委 ｴｾ 会では、 Ｂ フォト ンリーズ" として「マ

イ フォト」のタイトルで写兵をｾｾＪしています 。

衡を歩いていて、ふと見つけた空間、人と建築 ひろ

ば ・環 境 との 出あい、あるいは旅の忠い出 記録など 、

国内外を 1日1わず 、i世11ュをどしどしお寄せください 。

- 内容は自由です 。

・ タイトルをおつけください 。 また倣Ｉｾ場所などを含

めて 200字程度のコメントをおつけください。

サイズはキャピネ以ヒ、コントラストのついた鮮明

なモノ 7 ロ写真を希望します。 ( カラーでも結構 で す

が、ｾｊｬ屈リはモノクロになりますＩ

J品。| 在分には規定の品，. ::'1斗をさしあげます。 l京J ! I J として

等兵の返却はいたしません。

3 7  



建 築 と 社 会

二L

ニュース! 瓜縞をお送り〈ださい。

駅舎再開発シリーズ- 1一

大阪跡: 改良ターミナルビル建設計画

車t17I JfBH発 ンリーズについては、 iftHfi 弘IEI j:j_ r. 'I，r" j;，人k に

ご尽) ; 、、たたきました

) ， Ｑｾ Ｎ ｻＩＡｪｊＨＱ 立大阪 ｬ 荏Ａの六五 ｬ 比 ｬ であることはしとよリ、

lム < Ｑ［Ｈ 阪 神ｼ舗 の交 ｩｩｬｬ の 咲術 として ， ｮ 吹 ーな ｦ ［ｴＧ， ｉｾｊ を以

た し て 予 て お り 、 新 幹4浪I)fl 業 後 [ 正大似 |剖 h知人l 火 i凶

の 紡 uij .t，'人 と し て 、 そ の 機 能 は ま す ま す IｾＧ Ｚｪ まりてき

て い る

、Ｂ， ｊ 也ｼメｻニ｛土、 ｉｬｩｬ ｪ［Ｂ、Ｉ， ｉｖｪｾ［ｊＨ をは しめ ｉ 也 ｪ ＭＢ ｪ［ Ｇ ，、何日 Ｑ ＱＱ 品 目、

ｾＮ｣怖川出 ｊ Ｈ 、 ｉ Ｏ � ｪ 古， Ｉ Ｑ ＱＱ 耳 目、 ｉｖｪ Ｚ ，［Ｎｯ 析 ｑ ｉｉｉＡＡＩｊ Ｈ 、 ｗ λｾ ｉ ｉ 付， ｪ 111  ｙ［ｉｾ＠ ': 'r 

か h リ 、 そ れ " か 大 タ ー ミ ナ ル {げ を 形 成 し て い

る そ の 点 | 冷人l l ! :t IEI j;" の l 11 Ｃ， ｾ［ＶＷ＠ 1; 人 を合め、

1  11 #i; 2:1H 1; 人 と な ， て い る 大| 以紛れ土ニ II まて

II({ 利 4511・1; t，!) J: flfli ・に あ わ せ 、 大 W.. U;;l 状 線 1I -JIi 'I 似 の

m，! 官、 i11i 古川、耳目白血 B12の 以 11 己主Iミ、 :1'.札不 (  

ンカウンターＩのザ ｉｬｩｩｩ Ｇ［ｾ［ を Ａｪ っている しかし、

・"， ｾｪｬｻ の 本 ｨｗＺ L と む と ホ テ ル を し つ 耳J( ビルとして、

Ｎ ｩｬｬ ， ｩｾ なかは Ｇｩｩｾ 乍でけＧｩ附された ｌ のであ リ、［ￎＺ ｦ 11・:17

11 でg ， I'J . 伏 h¥、とな J てき戸、、る また、 刈切J

1-" の 品H地，i : J : l J: Ａ ｩ ｩＺＢｾ からｊｦ ｾｬ￭ 骨 符 の ｊｦｬ に ｨ わせ ｊｬｬｲｩ 二人改

良 を I111 え 1.1 ，.ι し て さ た た め 全 14>: Ｈｉｾ＠ J  1ニ l ' l した 14>:系

企なしておりす、 ｊ 主 Ｔ ド Ｈｉｾｊ 改良か・必波 ｅ なっている

ー)j kIW! ; J (/，'，jj 位l立、 kl V..{di に 1; ¥ 、て II{{ 千1136年 よ り

ちJ( lIIi oJ iiJ i  j 也己主 j立・1¥業にイ' 1 l. し、すてに羽r : ; - ビル、

: ; ぅ: ビ Jし が そ れ ぞ れ ';elJ!<: ｌ 、引争 Ｇ［ｌｾ ｾＢ｜＠ ＺＮヒル、ｾＢ｜

; - J  o，...， J  守ァイム

ニ ｾ Ｍ Ｎし Ｚｊ ，

ぞ τヨ 片 プ ｾ Ｉ I( 

3 δ 4日1 . ｈｾｚＧＱＹ￯Ｙ［ＱＧＺｾ＠ ｊｉｾ［＠

IILJ ビ J レが l ‘1' ;' 1' であり、 II{{ 刷157
1
ド〉ヒ成 す る ( - i E て

あ る さ ら に す で に 〉己成し て い る ぺ:t: ':.I j  j 也ドi J r、 Wj

ＮＢｾ，ｾ古ＧＱＧ ＱＱ Ｑ 耳目、三 ｦ 拝 ￭ｊｲ 、十 Ｑ ， ［Ｚ Ｑ Ｑ Ｑ j也 卜iJr 、 大| 仮" 7 1レピル、

ｼ以Ｚｾ Ｎグランドピルを合め 十官 ｾｉｉ ｊｪ也 Ｑ ＧＨ の ＱＧ ｪＮｪ ＩｾＱ '5&1;1:イf 々

とj 1 ( . &' ) りれている

こ の よ す な 状 況 の q，で 、 ニ の 地 1)( の は は '1' 心 に 1"

ｴ ｡ ｱＺ する 大 ｗ ｊＺ ｾｊＨ ヵ、 ｦｊ ｕ 付 てあ Ｇｊ 、矧 ｴｬ［Ｇｩｪ ｪｬｬ と ｴｾ ｊＡ 街 をか ｌ 、

ており 、 その 税制 ｩｩ は Ａ ， ｉ ，｜Ｉ ， Ｇｩ のＺｾＮとな勺ていた

ニ の よ う な こ と か ら 、 J也J 己!こ j ; ¥、てらカ‘ J."l て よ り 、

大阪のよムー| 出lに ふ さ わ し い rlUu と 「機 能」 を む

っ た 近 代 的 な タ ー ミ ナ ル に ザ 利ii さ れ る こ と を 熱 明

しており 、 Ｕ Ｑ 年未 ｪ 、ｼ似ｯｊ ｩ としての ｊ ， ｈＧＺＨｉｾｊ Ｇ 与 え Ｉｪ を

1  ｅｉＤＧ ，に ＱＩｾＯｊ 、さｊＮｌた

こ れ り を ふ ま え 、 11q j ; j _に1>¥、 て し タ ー ミ ナ ル Jjfu，l止

の 往 設 は 関 連 ・F 文ーの m kにすcす る と ニ ろ 七 あ り 、

(i ! ' (J ，li を 合 も 尚 米 地 ，11お よ ひ ホ テ ル の ! l か 、 旅 行

サ ー ビ ス 機 能 、 交 j凶t，'，相i 予 を と り ニ ん た 、 総 介 タ

ー ミ ナ ル ピ ル を ill.l 止することとし、ニJ . l と機を ー

にし、 ｗｕｦ の ｙ｝ ｊｾ ｉｻｾ＠ ｦｾｩｩ ＢＺ Ｇｽ Ｇ ニつ ｴ 、てら、旅 Ｑ 作 流 Ａｉｩｽ［ の ｪ ＱＦ

Ｑ ト ー 化、』長作 ｉｉｉｾ ッ ピ 』血 ， ｻ止の ｕ ｾ 約化、伏あいなた ｦＶ ｽｪ也 ｊＲ

のは ｩＴＱ＿ を ｪｪ い 、 ｾ［ｊ ｾ 全 体 として総 ｻｾＨ Ｑ リ機能 の ＱＢＩ 1  

を は か る こ と と し た

1. 駅改良計画

o  ，tI 'U1ij 概 要

1)  向烈北 jlllJ J; til 地.st ( ｾｴ ビル Ｉｓ［ 立 Ｕ 階 ｩｬｬ

21 旅行センタ - ft ぷ( 向奴 ド校側件 )

抵 10，15001

5，77001 

:1) コンコ- ￄ ｴＮ ｾＨ柑Ｈ ｲｾ ＧＺ ｪ 当日 ｦ 悦隙ｻ十Ｉ

北コンコース

中央 コノコース

1)  (I ・米本hl てっ1; I S RC; 1， )

51 j也下 ifi 守1'(，品

1. 020川

5，35001 

延 12，20001

中央地下 ili fli: 巾

l用地I ' ili 新 z没

6) 車ujijl よ場核保j

11 . ター ミナルピル計画

'1liihi 断裂

1) 胤 t!.::

巾H 18m 

I [ /H 7 ，5 01 

Ｊｾ［ Ｑ Ｕ ， ＶＰＰ ｭ＠

Si 立一部 S R  Ci 主 I也ド 4 断、地卜26，時

住築 1MI/( 約 5. 10001

妊 1M fl c 約 130. 00001

21 ('k )IJ[買分別 I断的

コンコース、ヒロティ 約 2，∞0111

ホテル 約30. ∞001

，"，'f  ｾｉ 由 Ｈｩｬ｜ 山Ｎ位食 ｉｬ 干を苛む ＷＶ ， ＰＰＰ ＰＱ

~ーィ

月1似品

その他

:l) ，ll 人'j¥IX

(，1凶引 '1¥' 品

11 1  JUI 

*']5 似 1m

約17 ∞Om

1..1: 

l  式

，'iT' ( " ，じ駅改良 11!lh153
1
1・10JI

車( ビル町'!h155iH I1 

申( ビル|間 t ("，e  H!lh158年311

ol 世，111 Ｊｾ，＠ 5OOUl I'1 

立な お 、 夕 一 ミ ナ ル ヒ Jルレ 4] ，I役

J巡:1l'仇iド;

十悦1、J t f会H I 均か'1 i うニとと主な. つ

て い る

ｪ ＡＱ， ｻι ・ＭＧＱ ＮＺ Ｑ Ｑ ミ Ｑ Ｐ ｬｊ よリ耳 ｊｻ 主 ｓ ｾ Ｚｩ￭

b血"止の，f t . ，t1 I  白1'; 、 :}"， ｾｉｉ 、 '1'  

{  Iψ イ 山 〈 ス 旅行 セ

ン タ 一 洋 の fJ JLr!i r. 白1'; を .?'i 1ー

し て い る

＼ｴ ｉｉＧｾＧ ｦＧ ｉｉＨｗｦ＠ Il¥ll' ， J.、 IYj r ・1¥

ｊＢｊｭｊ ｾ￪ ，［丸 ， I<'¥!') 

巨歪E

。 住吉長" li ，hj と，;1111シ ス テ ム

( コ ン ヒ . : L - - " によるコス 1. 7 ラ ン ニ ン 7 )  

日;， I1事 」 仁 村 リ : 1.

ｾ￪ｻ＠ I，'Ji (附 げi 文 十|

s  5  '['IJ ＳｾＹ＠ (( ，i江!.fIU削li 5 ，400[  ド川lリ
l  

ｾＢ｜＠ 1 ぜ「戸Ii_ .(没立 ，1口|フ ロ セ ス H耳札"

苫第ｾ 2  Ｂ巾 ｾｩＺ ，:役立 "汁1'" li'lij c 7 ) システ Lム、 化

，ｾ，，｜お 3  Ｂ市ＮｾＨ夫 λ b脳.(u，r没止 ，， 1と i行b吋iJ刈JI化ヒ

ｾＧＱ Ｔ＠ i';' i:  コ ン ビ ι ー タ ー シ ス テ ム のu ;tミ

建 設 省 救 仁 郷 住 宅 局 長 と の

懇 談 会 開 催

l'Ii .Wリによる令 1lil J，) ，! 枚池袋 l比I f 品じ I.J j ( 4 ) : 代ぶれと、処

ぷi ' i f i : ' も J，，) l d吐1 Ｚｾ ＡｾｲＢｦ ｩ ｜Ｚ との ｪ 怒談会 は、よる Ｑ JJ 

19 11 t付 11'.' 1 より J しの lλ! の ボ ボ 会 航 12J; r ; カトレ ア に

おいて行われ、本会会 Ｑ ＼Ｚｙｾ本栃二大 ｩ｜ＺＡｬ か、 ＱＱ 本Ａ，ｪＡ

きた'γ: 会 怖 村 会 1<: 、 11 ＮＮｪｯＺ Ｎｩｬｬｾ＠ 1: 会 迎イ子会木川 会 1<r" 

ど Ｑ Ｖ ＱＧ ， か ＮＧｈ ｉｬ Ｖ Ｂ してＡ ，ｪＡ ｾ長 伴 の 吋 Ｑｍ するＢ ｙｩｬｬＭ ｮ ｾ叫につき

*¥，，: ) i した

財団法人大阪建築防災センター
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阿弥陀型

一 J L J L

] 口口[

コ口口[

1 円 I l i

大ヶ塚・富田・招提・高槻

・中小阪 ・畠 中 ・岸和田

自然発生型

津 田

警で:f 事、

.ー J

大 平 寺
大平寺 llH高へ iui じる街路からは、目様となる寺院 大平寺 m五五内か句む寺院を望むことができ、坂道

がi且ヲ! できる。 とあいまって }j 向性を感じさせる。

富 田 林 凡iui しの良い典哩1(1') な四つ辻の紫観。
柏原 新 -1ニの喰い巡いのある四つ辻が街路長lJI. に変

主主主ムエとゑ£

津田
津 田 不規則に椛成された街路網は万 IIIJ 性を失ないやすいが、街路の削lk変化や大きな樹木によって、位

irt をl Elhl することができる 。
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金 谷

稲 村 数 矢

近餓地方建設局営絡部長

田 宏 二 :  

高橋上 回設計事務所専務取締役

谷 口 尚

熱 回 収 式 給 排 気 換 気 扇

同時給排気 の換気扇というのが カタログに絞っている。室の換気は稀釈換気が通則だから、給気ロと排気口がシ

ョート ・サーキ ッ トとなっては困る。しかし、排気用換気扇に対する給気口は、従来窓や扇の隙間あるいはグリ

ルて。あった。エアタイトのサッシができ、マンションに窓のない室が作られると、 稀釈方式は成り 立たない。

某工場の晴天日に起る結露現象では、モニタールーフに対する給気口の窓を密閉したのが一因であった 。

汚染源が小部屋とか局音11に限定されている場合には、むしろ、給気も確保する同時給排気方式が有効だろう。空

気が流入しなければ、流出もしないからだ。

うなぎの寝床のマンションの中央に、無: 容の L K がある。 il 寺に共用排気筒の他の住戸からの臭気洩れの苦情を 聞

く。給気の不足による排気不十分の恐れがあり 、ファンの停止時、負圧になれば他からの流入空気もあろう。廊

下でつながる玄関に専用給気口を設ける必要がある 。

また熱回収索チつきの換気扇がある 。熱回収効率は70% とか。暖房時の コールド・ドラフト防止や省エネルギー

に役立つと思うが、機会があれば硲かめてみたい。 ( K E )

持 た せ る

約 3年前、建売業者から住宅を購入した 。現地の営業担当者は 30歳代で若かったが、誠実さのあふれる仕事ぶり

に、家族共々すっかり気に入リ、今も税減づきあいしている 。営業社口のみならず、会社自体が堅実経営で、次

から次へと売上げを伸 ばしつつある 。

2 ヵ年聞は月に 1 - 2 回必ずクレーム ・アンケート( 事後調査) に 回ってくる 。ちょっとした事でも要望すると

4 - 5 日位で、たとえ現場が附近からづ| 上げていても、待たせることなく補修をしにくる 。 3 年目からも、 2 ヵ

月に l 回位は回覧板にアンケート調ーを用紙を持って訪問してくれる 。 1 年位前であるが、調査に来た社員が、た

またま洗濯機の故障で困っていた所を、 1 il 寺11¥1近くも頑張って、パルセレータの修理までしてくれた事もある 。

その会社が、入府時以来毎月パンフレ ッ ト ( 会報 ) を配ってくれる。記4 :1手の内容は、「住んで良かった j 家族の

意見や写真、これはもちろんコマーシャルであろうが、その他に必ず連載している生活の知恵「維持補修、手入

れのしかた」であり、これが非常に役に立つ。建てっ放しでなくいつまでもいきいきと「持たせる J ことを願つ

てのサービスである。建売住宅のみならず、一般建築の延命策にも大いに役立つことであると思う 。 ( 1  K )  

窓

最近、長らく欧州で活路している女性評論家の| 姐鋒を読んで、感銘を受けたことを一つ記してみたい。戦後多く

の建築 関係者が、凶 ｬ 款を視察して、日本 の挫築に多くの示 唆と彬智 ｾｬ をおよぼした ことは、確かである 。しかし住

生前に関する、窓 H 一つ見ても、彼女が、笑|療にその土地に住んで、四季を通じて日常生活をしてはじめて、そ

の機能のすばらしさに篤かされている。蒸し 若い互の夜も、絞る前には完全に 閉めなければ固 定( とじまり) 1:1:'. 

米ない日本の窓に比べて、昼間、夜間また夏、冬のうえ象状況に応じて、住人の好みにあわせて: 容を適当な間隔に

あけ、或いは倒して回定できる自由Jtt の1い、機能と、安全性の良い絵、が、どの家庭でもあたりまえとして取付け

られている。おびただしい住関係者が来ていながら 、大いそ ぎのかけ足で、ホテルから ホテルに転々と動きつつ、

その土地の人聞の毎日の住み方に接することなく、接するすべもなく通りすぎて行ったのであろう 。 しかも「う

ちのことなんかに J 自宅では気を使わない男たちだけが、海外の(主視察に送りこまれて来ていたのであった。だ

からホテルや会社の応接関などで、すぐ目につくような家具制度のみに重点をおいて、マネがされ、研究がされ

て、住の線本にまで目がとどくいとまがなかったと思われる。 …- まことに厳しい論評に、とまどいと 猛省をつ

t，・がされるものがありました。 ( U K )  

技 能 工 待 望

毎日新聞日 II /Il版i![ il&の「夫婦合騒闘J に「うちのチね、手紛| 工が好きだから 〈大工さんになれば? } って、 私い

つもすすめているの。( 中略) ところがや: 主が〈大学の建築科を 11¥て大工さんを使う立場になったほうがいい〉

って反対するのよ J というく だりがあり、これを男の見栄としていた 。

この男の見栄と、 、教育- : 77 " の見栄とが相来干) ' ( とな って 、進学: 熱を異常に高まらせた結果、今年もおびただし

い数の建築技術者の卵が大学から送り I:Hされてきた。ところが対気の 回似は思 うにまかせず 、新卒業者に対する

世間の風は冷たく 、 「大学は出たけれど」の不過をかこっている人も少くない。

一方 、盟枠大工など技能工の不足と必齢化は者るしく、工事進行のおくれが散見される 。この矛盾はどうにかな

らないものだろうか。頭脳集団とコンビュータだけで佳築物ができ 上る時代が くるまでには、また少し 時聞がか

かりそうだ。今 こそ、技能工養成の必要性に ついての世論もり」ニげに点決J j にとりくみ、腕に党えのある人達が一

段と優遇される社会への変革に全力を尽さねばならない。 ( T H )  



特 集

商 業 空 間

- 商業機能の公共性の空間化一

今は去る景気昂陽の時!tf jに急速に発達 した商庖街や地下街などの商業地設の

開発には、H下今、 いささかの変化のきざしを見ることができる 。

これまで、 「売らんかな」 に徹 して応舗の築相の華やかさや売場開柏の拡大

に偏 しがちであ ったのに対 して、敢近のものでは、顧客の購買行為の アメニ

テ イ ( 快適性 ) を考えたり 、市民生活の一部を抱き込むべく、 広場や シンボ

ルゾ ンや戸 外設備をもっ ζ とも多 くな って きている 。

集合 した住宅へのサー ビスを目 指 したもの 、交通の結節点の 特性を とドーかした

多くの場令、旧界限を再生する ための 「辿 リ」の変身などがあるが、もの、

コモンスペース( 共用空間 ) をいかに tilj リ出すか、ま た取リ こんでi いくか と

いうところに工夫が見られ出し ている 。

「商業機能の パブ りシティ ( 公共性 ) の空間化」

その段状から

これを別な商から見ると 、

とてもいえるものであろ う。

ここでは 、 ζ のような性絡の商業泊設を 「商業主1:日」 と11乎ぴ 、

将来を考えるための場を誌上 に構成しよ うと した。

ひろく、必ず しも成功とはいえないが、建築や有11市開発の 当事者のみでなく、

各方面の方々の参画をもとめる べくつと めた。

、

、

、、

9 陶

.. 

同・

s  

， 

「 寸

z  

z  

• 

!1IIV弘7「4d北;:j正、j正j正:J l!=

!11何R抑?  

4

3

〆

g

/

 
/

芭

Z

J

 

/

 

• 
‘

 

• 

• ・

43 也Z止と 11 会/ 1979' 1' :ll l  '，;  
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- 序論

欧米の商業施設・コモンスペースの新しい動向

足 立 孝

内 部 化 と 外 部 化 一一

商庖街のアーケードづくりは、いわば、

外部空間の内部化であり、建物内に街

路づくりをして水や緑を配するのは、

内宮 ｉｉ ｾ ｉｍｉ の 外部化とい える。この Ｒ }j  

向は同一 点に収倣する。

快適化へのイ メージチェンジである。

古くは欧州のガレリア、新しくは米 [ji[

の郊 外出ショッピングセンター( 以下

sc と田島林 ) から 、1iJl: j5: では、 ビルと

ビルの間に大属似を架け、巨大な l次抜

空間を公共広場とするものまで生まれ

ている。

変 化 と 発 見 一 一

人々は変化と発凡を求めてよRまってく

る。

ロス のブ ロードウェイプラサム( 後 11' ，)

では、 地下広場 r[l 央にある池に 柏木鉢

を置き、互の夕べには "'1ft木鉢を移し 、

その池をカバーするステージを仮設し

@  

て、バンドが演奏される。また、セン

トルイス郊外の sc では、通路の交災

再11にやはり仮ステージを設け、ぷ人モ

デル ( 1; ''; 合ili[ 品l係者) でファッションシ

ヨP をやっていた 。 このようなソフト

プl 辺i営の可能性を合むことも大切だが、

ハードなものであっても、同一的な取

り扱いは illi けたい 。

パンクーパーには、 ミネアポリスの イI

r，なモールをまねて、 1111*車の '[ Till をn
。

った 閥抗f好があるが、なんとな く泣か

@ ブロードウ ェイの仮設 ステージ

@ セントルイス s c のフア ソションショ ー.

さに乏しし、。ニ コレ y トモールの場令

は、パス 仲 と街灯は 同- J ;JlAおだ が、- I E

ｊｉｬ ・ ｬ 白水 ・ 彫刻などの ｉ ｦ ｾ と 配世 が ｼ百 ｬ ー

ではなし、 。パンクーパーの場令は、岐

になる ti 1 主席が地下商席街につながり、

モールに対しては無愛恕であり 、沿道

の防衛I i も{ 低層で1i くさいこともあるが、

tiH木 ・ファーニチャー ・ノ〈スにもなどは

すべて |白J ｩ｜ｾ のくりかえしになっており、

その ｬ ｪ Ａ ，淵 Ａ ｾ さがにじみ 出 ているように忠

つ。

，[( 迫のカーブによ って 生 じる品、道IPf.¥の

変化が、樹木やファーニチャーの眺め

に変化を与えるわけだが、ミュンへン

のイ11'， なノイハウザ- i J 1 i りは、 IPii¥がゆ

るやかに変化する広いモールで、いわ

ば、長い広場と解すべきもの、そこの

樹木 - 街灯 ，，( UIl ・高展7)ミ物などは1if.

iL たり、出IUしたり、 l mr などは li'J こう

。イ ーストり ッジs c のブリ ッジ

@ イートンセンヲー

内Gu ' i に変化があって r(li ( 1し、 。 (54頁写真)

サン ・ホセのイーストリ ッジsc では、

通路 の ｾｴ， ￎ 端に ＱＮ 別交 を 持 った 小 ｾ ｲＺＱｉ、中

央の大宅 [: 11は広場的役' ，lflJ を持ーち、天 J Iニ

や床 I(I! も安 111 全体を iJ1i じて空 間の変

化を! 長じさせる 。 さらに 、端部にある

'. ｉｾ げ ＧＱｭ 街の ＲＱ ｬ＿ＧｩＮ￬ｉｦｬ路は吹抜けで分断さ
@  

れているが、 li'J こう IIIIJ へ何本 も小怖 を

先日けて、士、1' 1，;1 という 11M* 色! 惑をやわらげ

ている。 (51頁写真)

トロント 1打のイ一トンセンターはまだ

仁田J'; を伐しているが、すでに ( i1' tJ;l i ・

ｾ ｊ ［｛＠ 1比lJ，1H1i ' 'J q:灼祈ビル ・J也下鉄 j!.l!.給1也

下{ 片 ・I，;':j) 同盟I)[( J-t' j "d: どが11' ，［ｦ ｾている。

呼門前は J也| 併を含めて 3 1Mにな ってい

る。 その hl'I 端( その一端は (i 民間との

按点) に 11欠政常 lilJ を作っていて秘閉感

が少ないし、 Ｑｬ ｾ ｜Ｑ 主持 ＱＱ の立 ｊｩｩ から名｛［皆の五Ａ＿
。 @

や人の![i } J きを l'iJ時に』よることができる 。



カ バ ー さ れ た 公 共 広 場一一

ジョン ・ポーツマンは - j j f のホテルづ

くりを通じて樹立した要点について、

自著の中て¥ ‘ ドl 然、の導入' をはじめ

いくつかを挙げているが、そのうちで、

， ili1J iき' と‘ 人と人が凡合う、ふれあ

う場' の 2 つが変化に関係深いものと

j忍う 。 ‘ 動き ' はは tHした E V ワゴン

の上下運動、 "ft 水、小川をさらさらと

流れる水と反映する」危などに i創出され

ているが、シスコのハイア ッ トリーセマ

ンシィーホテル ( 50頁写真) では人の動き

をも加えるべきだろうと! 必じた 。 ‘ 人

と人が見合い、ふれあう場' は彼が一

番基本的なものとしてとりあげたもの

たーろうし、その巧えからカバーされた

公共広場的な扱いが生まれてくる 。広

場には、広場不安 ・ ｾｉｈｊ 不安とか言わ

れるものを感じさせないような何かが

いる 。 また広場だけでは人が集まると

は限らなし、。 そこで、ホテル ・劇 場 ・

レストラン ・¥'?!"]I，l i ' ( l 1' t月号などを持

った複合ビルカ、広場とともに建設され

ることになる 。

ミネアポリスのダウンタウン復興に前

述のニコレ ッ トモールも交h!f: があ った

が、中心広場としてのクリスタルコー

ト(49頁写真) の役' ，'I'J は大きし、 。

美しいガラス出似の Fの広場にインフ

ォーメイションや j長1]， ・カフテリアな

ど仮設的なものがれかれ、 H皆の周辺

には超高層の 1 .  0  .  S センタービル

の E V ホールに; r u じる人i 1 をはじめ諸

問舗がならび、コートの 2 附には銀行

. レストラン ・r.

'

i 1 ; i I i などのある通路が

まわり、さらに、道路をまたいで' 1

"

1こ

う側のビルヘカバーされた| 権絡が三 }j

向に架けられ、いずれは 30数械のビル

をつなぐ予定のスカイウェイ計画のー

音11にな っている 。 そのルートに沿 って

名ビルの 21滑にも l;ti 1 ; i I i がはリついてい

て、屋外に :IJ なくても 一応! 刊が) { せる

ように計画されている 。 このコートは

四季を; r u じて多く の 人々を集めている 。

ちなみに、ミネアポリスの冬は酷寒で

あるが、結トい上に、ラ ッ シ ッ ｈ 寺 の ｾｉ の

{ 今治? の激しいヒューストンでは、ダウ

ンタウンタンネルシステムと r，付けて、

逆に地下道でビルとピルをつなぐ計画

を進めており、その一部ができている 。

ロスでもダウンタウン復興の布石のー

っとしてブロードウェイプラザが生ま

れた 。 1，I，if J!i Jの {!j J荷ビルの問に屋似を匁

け、 l 附には li l，j fJ!i J ビルの入口 、専門 1;li 、

rl l-，( 町、， '，央 l収級官11にあるエスカレー

ターで地| 暗に |降りると地下商庖街が延

びており、降りしl のすぐ般にホテルの

ロビーやレストランカ、展開していて、

l 、 2 附ともに 24時間関政された公共

広士易にな ってし、る 。

i泣近のものでは、モントリオール京音11

，l j : 開発の " I i につくられたテ ・ダルジ

ャン ( 47頁写真) がある 。道路に閉まれた

Ｑ ブロ ッ クのｬｲＺ ｾ ￎ に再 開 発ビルを建て

その !日lにMHHを先日け、片il!l Jのビルに沿

って; r u 路をは; r u させ、反対似IJ のピルと

のIf¥Jにできた宅地の大部分を地下 l 附

まで抗1:') 下げて広場としている 。広場-

に，ilI したビルには天井に近い 4 階にホ

テル、 n許までの削にレストラン ・劇

場 . I MI I i > j : どが人リ、広場から凡上 げ

る: -B: . から !!¥¥I リlが担rf ｾ、て、天井から品り

下げられたオフジエとともに、にさや

かさを加えている 。 なお 、広場に接し

ていない端部の; r u 路下にも商病がなら

んでいる 。 '77年互には内部の一日11が

未ft : J - _ げて¥人も少なくガランとして

いたが、 '78-'"手秋に訪れたときには、

多くの人々カ"-n
l

，入りしており、広場の

ー附には{ 反ステージができていて T V

中継 ilf¥11iii に )(l IT とし、 った状況で活気が

あり、 J也l ' 鉄駅も jJ i - くにあって、少な

くとも人が集まる，1; 1)，では企画の成功が

成えた 。

米|玉l人はアイススケートが好きらしし、 。

ロックフエラーセンター中心のご存知

サンクガーデンは、夏は芝生にビーチ

ハラソル、秋になるとアイススケート

。 ザ・ガレリア s c

⑪オムニ ・インターナショナル・アトランタ

場に変わる 。 また、 ぜ ユーストン郊外

のザ カレリア S C は中央 l次抜にアイ

ススケート場を設け 、人の討するのを見

f ーがらアイスクリームをなめたり、シ

ョーウインドをのぞいたりとし寸工合

にな っている 。

この純の巨大なものにはオムニ ・イン

。@

ターナショナル ・アトランタがある。

Ｑ ＴＱ 併の，ｾ・ Ｕ 層ビル鮮に三万を閉まれ ｬ 至上

に当日けた屋棋と一側面に保光窓をとり、

，' ，央官11には広いスケート場、その周辺

にはおきまりのいくつものレストラン

. 防衛Ii などが数1; 皆にわたって同Gt i 1され

ている 。 ビルの上階はホテル ・事務 所

. 会議室など、その上、子供のレジャー

施設もあ って、そのためにおそらく 1止

界一 l乏いと思われるエスカレーターが

設けられているが、現在は休業中 とか

で、エスカレーターも停止していた 。

デ ・ダルジャンと追って、上附の表' ]i' ;

はヒ ッソリしているためか、干支にはス

ケート場の上部に青い色のレーザ一光

線が走る 。

この雄物に隣接して、屋内競技場と見

本rlJ" ・展示 ・会議場の 2 棟の大建築が

附設されており、いずれは、 地下鉄が

これら雄物の 聞 を通 る計画になってい

て、そのためのスペースが確保されて

し、る 。千六極的にプロチームの試令やア

イスショー、国際会談などの誘致を図

1) 、アトランタ市の発展に寄与するこ

とがmJ 待されている 。



衡 の 再 生ー ー

欧州の都市では、 l 階が通り抜けでき、

そこに忠告iIi がはりついていたり、ビル

とビルの間にある中庭がカフテリアに

利用されたり、まがり道の隅角昔11に屈

とか植木 ・彫刻やベンチなどが置かれ

ていて、制11街路の‘ 意外さ' を l床わわ

せてくれるところが多い。シスコにも

それを心がけて改装した通路があるし、

欧州移民の大都会サン パ ウロやブエノ

スアイレスにもその種のものが見られ

る。

火災にでもなれば逃げられないよ うな

奥ま ったところで一杯ゃるのが好まれ

ると 同様、大空間と巡 って 、 h u man

scale に阻まれた制街路は、本質的に

は安定空 間であり、少人数の楽しみも

ある 。

ハワイのキングス S C (52頁写真) はその

新しい一例といえる 。

御多分に洩れず、米国も不張気にな っ

てからは、多傾の費用を要する再開発

でなく、リノベーションと称して、金

のかからない改装によって建物を再生

させるのが流行してきていることはご

存知の IIl J きも多いと思う 。 ここでは似|

々の建物については省略し、街の再生

の例としてガスタウンをとりあげる 。

パンクーパ一発祥の地であったガスタ

ウンは、その後の発展に取リ銭されて

いたが、なんとか復柄させようとして、

通りの街灯や告11 i : r i などを新調し、また、

通りに而したところに小さなも のだが

一つの核としての建物を新築 ダ ブテ

ィクなどが入っている 。 111皆同1t ;fij に1m

)t【した出入 n をと って 、 l丘媛、中庭に

4D4D 

人を誘導する 。単なるスト リートア ー

キテクチャーでなく、裂の中庭を小広

場にして、周聞に府告i I i ・レストランを

内己している 。 も一つの例は、通りが7古iIi

の/1:1/に少し引き込んである、裂の制街

路への入 l 払Rしいテーザインに変え、

同Hす 袋の釧街路に而する怨物の煉瓦

の唱をペンキで新しくし、: 容もとりか

えて雰囲気を一新して、観光省:やす干ぃ

人を H乎ぴこも うと努 力している 。

@ ガスタウン一 一裏の細街路の建物の鐙

お 国 柄 か ? 一 一

@  

シスコの日本人街のモールと、昨年10

月末オープンしたばかりのロスのリト

ル東京のモ-j pをこ‘ 覧いただきたい 。

ちょ っ と腰掛けようかと，思うところが

ない。心斎怖と問機に、休みたければ

喫茶桁へどうぞということであろうか 。

iば後の写必は 、シスコ のマーケ ッ トス

トリート の地下コ ンコィ ス ( 地下鉄の

改札 ＱＱ があるＩの先Ａ丙である 。 ｉｾｦＭＯＩ ｪＩＨ的

なわが| 五|のヲ町内と比較し てみると l師白

い。 日本人 11汀のモールとこの '/cJ 市、そ

れぞれにお図柄があらわれていると巧

えるべきだろうか。

*  *  *  

1'，';-幸aキャ ッチの早いわが問のこととて、

近年、スマートなｊ， ｬｩｾＱ Ｑ￬や ｬ 而 ￎｉ い討 ｬ 叫が

あちこちに実現し ている。 ft 'jj; 絵空 1:1/は

人々のニーズのいち早いHi 本化であり、

そのつかみ ) j によっては、 人Ij間i打問Ij汁川1十刊'1性|

J衆役文化といつたむのに |険附具剣/ ;述l坐主した多〈の

ぶl唆安を与与一えて < iれL る、その点で興味深

い対象であるといえる 。

( あたちたかし 大阪大マ: 教校)



- 外国の商業空間事例 1.

デ・ダ〉レジャン (カナダ・モントリオール)



- 外国の商業空間事例 2

Ｉｾ・テラス Ｈカナダ・モントリオールＩ

』

一
一

L 血



- 外国の商業空間事例 3

クリスタルコート (アメリカ・ミネアポリス)



- 外国の商業空間事例 4 .  5  .  

ノ、イアットリージェンシィ・ホテル(アメリカ・夕刊)

シテイコーフ二センター(アメリカ・ニューヨーク)

- AT RI UM2例 一



- 外国の商業空間事例 B

ウォータ・タワー・プレイス

- 外国の商業空間事例 7 . 8 .  

イーストリッジS C cアメリカサンホセ)

クリスチャンサイエンスセン

タ一円リカ・ポストン)



- 外国の商業空間事例 9 .  10 

ノ、ヮイ・インターナショナル

マーケットプレイス(アメリカハワイ)

キングスS C<アメリカ川イ〕

- 外国の商業空間事例 11. 12 

ロアノマルム再開発



- 外国の商業空間事例 13 . 14 .15.

ホークカタライン計画(オランチユトレヒ卜)

アーケード(オランタe ハーグ)

ラインバーン (オランダ・ロ y テルダム)

ノ、ーグのアーケード

ホークカタライン言十函

ロッテルタ' ムのライン・" ーン



- 外国の商業空間事例 16 .

ノイハウザ一通りのモール(ドイツ・ミュンヘン)

ニ町市町'り μl i . J止、!.

苧氏、 g ' (i 地割l 氏の抽1

ＺＮＱ ｾ による ｌ のて す ー

剖;'tI J' i' 立、 rA R CIIITE -

CT UR AL  R E COR DJ  

よリ ')1111した L のです.



高 層 住 宅 用 集 合 排 気 に

翼 理 論 を 応 用 し た 自 然 換 気 の 画 期 的 製 品

ｾＩｾｾＵＱ ＺｲＡｖｾＭ

⑬長谷工不動産 幻機材部

東 京 都 港 区 赤 坂 4 - 5 ー 19 大 阪 市 東 区 平 野 町 5 - 40 

(0 3)  5 8 6 - 5 7 9  I  ( 0 6)  2 2 2・0 3 5 0



南海なんばターミ女ルビJ レ「なんはCI TYJ 計 画

外 海 陸 弘

- 計 画 の 背 景

南海電鉄雑波駅が改造重量備され、その下部に「なんl i C I T Yj がオープン

した 。 この「なんば C I T Y j は駅施設とショ y ピングスペースを有機的

に結びつけ、フ 7 " / ション 文化 - 情報のまちとして 、大阪みなみの地盤沈

Fの歯止め と発展への核となる街づ くりを目 指して計画されたものであ

る。日(gi皮駅は、明治18年の開業以来 90年以上にわたり、大阪みなみの玄

関口とし で，悦しまれ、みなみを代表するターミナルとして 、大阪ならび

に沿線自HSrl i の発展の足としての役割l を* して来た 。し かし、泉北ニュー

タウン 、|狭山 ニュー タウン 、。総本林間古il l市等の住宅開発 が進めら れるに

従 って 、従来の駅施設では激増する乗降客に対処出来なくなった。さら

に将来の 乗降客のI曽川l にも充分対応出来るよう、 6 綱運転が限界の駅施

設を 10蝋可能とし、安全な輸送、明快な [qJ線、快適な施設を建設するこ

とを第一段 とし 、計画が開始された 。 プラット ホームの下を通る蔵前道

路 t の村I下有効高 ( GL + 4. 7m) を確保するためホームを 3 階に設けられ、

8 線 9 ホーム 10梢編成の発着が可能・となり、 乗降専用ホームにした明快

な ｛ｾｊ 級処理がほどこされている。

「なん l i C I  T Y j はプラ y トフ ォームの下部 地 上 2 階から地下 2 階の

4 層分を占 め、 顧客: のための駐車場は、 4 階! 屋上に 、荷捌等後方施設お

よび機械室は 、地下 3 階に設けられている 。今回オー プンし た音1I分は、

ＭＪ 凶約 ＵＰｭ 、南 北 約 ＲＰＰ ｭ 、庖告 ｬ￬ 面 ｦｲｴ Ｘ ， ＸＰＰ ｭＧ 、 ｾ ＧｮＢｊ 庖 ＱＱＹ 庖Ｈ 物 ｬ 仮 ＹＳ 庖飲

食26/占) の胤般をもっ A ブロ γ 7 の四半分のエリアである。

ー な ん ば C I γ Y の 背 景

ｩＱＱ ｾｩ 伎は ｲｴｩ 海、近鉄、地下鉄、国鉄等の乗降客の合計が Ｑ 日 ＱＰＰ 万人を越え、

全図的 にも 有数 なターミナルを 形成 している 。断固人口は一次450万、二

次350h 、社800万人にも達する 。周辺の商業柿成は、男性中心の飲食歓

ｾ ｌｪ ｊ ， じ、 の ｬＡｩ を ｪ 形成 し、 購買意欲の ｬ 圧銭な若い女性やヤ ング 層が集まる界

限が少ない魅力に乏しい街である 。 そこで多面的なマーケ y ト調査から

従起された ii'i 技者のニーズや、多くの社会的要誌をベースに「地域社会

に戎l献する」という 南海電鉄の企業姿勢をおりこみ、みなみの発展の起

燥内'J となる新しい街づくりが計画された 。 そのために、基本コンセプト

を設定した。 さらにあらゆる 角度か らリサ ーチを 行い、種々のケースス

タディの Ｑ Ｚ 、今 ｮ のマスタープランが ｩ ｾ ，釆上が った 。

基本コンセプト

1.  mSrli のシンボルにふさわしい機能を備えた S C

2 .  7 7 γ ション、文化、情報の械となる S C

3 .  ｩ 商品 のＧ ｴＭ， Ｇ ｩ 執 ｩ を ｾｨｾ も［￟Ａにマーチャンダイジングした ｓ C.  

4.  21世紀 を指向 したピジ f ンあふれる S C.

5 .  !tl!l!必に待.;.tf したコミュニティのある S C.

6. 安全を l止{ 愛先 した S C .  

7.  1守f虫的 での、つ i，'ii 紫、快適なパ γ クシステムを備えた S C

リサーチ

1. mS心 としての錐械の位置づけ

Ｎ ｾ話業圏の ｩ 見状分析とま ｙｊ 向 ・市内主袋 ターミナルと 難波 との関係

・2 大仰心 としての 維J皮と締聞 の比較

・ 日 Ｈｾｩ 皮地区商業施設の実態および予測

2. 沿 線開発との関連予測

3. M適 テナント f!]1)]'J および税肢の分析

4  テナント ｾｦ ［ｪＩ別配置ケ ーススタデイ

・ 吟ｾＱｉ ［ ｆ ｉＺ ｬｊ ＾ＩＧｊ によるゾーニング ・' 話業効率によるゾーニング

・核/ ，崎市I i と尚品レベルによるゾーニング ・1ドi' I X 者サイドから見た ゾー

ニング

5  公共刊ーの分析

・" ラザのつI i ; 例と必要性 ・公共通路の配 ii ! t と最適な距離 ・位鐙 巾の

分析

・エスカレーター ・階段の適正な{ 立誌と方向

・公共使所の適正な均所 と{ 回数

6. バ y クヤードの分析

・サービス諸施設の適正規模および適性システム

・ゴミ処理システムの現状と分析

7. サインの考え方

・ な ん ば C I T Y の 平 面 ・動 線 計 画

当プロジェクトは駅舎、自1 ' ( 庖、庖布Ii 、iN行お よび超高層ホ テル等の機

能をも った巨大な抜合建築物であり、利用 する不特定多数の人々の安全

を最俊先す ることが計幽の基本的な考 え方であ った。日正存の南海ピル( 高

島屋百貨庖) Iこ接続した l札 It に長い平面形は、その接続部 lニI，OOOm' の外

部l吹抜空間を設け、既存辿物と有機的に結合させながら、防災的には明

快に分離した。 このさをIml;!: 地下 l 階までの自然採光を可能にし 、人々 に

sJ! ，、のI坊を従供するだけでなく、オリエンテーションの役を果している 。

このことが地下 l 階をメインフロアーとしての印象を与え、地下 2 附へ

の口物客の導入を容幼にしている 。南北に長い平面形故 に安全性 の高い

公共通路を 、 防災面から南北に 主 ［ ｉｩｬＢ として 計幽し、遊日 Ｈ ｾ の 有効性と回遊

ＱＱＺ を考位、の上計画した 。 この主 ＧｉｩｬＢ に直結した遊日ＨＨｾ階段は、避難時におけ

る心理状態を分析シミュレーションを行ったうえ、適正な位指に自己し、

日常勤線と一主主させ計l曲 した 。

国 各 階 の 特徴

地下 2 階は i明石在な Elfl"! 芯、識と l!広口行 [qJ がとれるよう 、顧客の.W極的な誘

引につながる工夫が必要であ った。 そのフロアーの械として、 中央官ISの

池周辺 と南端部 にプラザを設け 、 t 附 とー憾な附加価値になるよう工夫

した 。主通路は rl15 m、おさ 3 mの釜山l で、床はアイポリ一色テラゾ-

400角斜め目占とし、壁際は赤みかげ石のボーダーで足元を引立て、ファ

サードの連続性をもたせた 。!遣は、 地下街 にありがちな陰気さをさけ気

品のある雰囲気を出すた め、トラパーチン大理石 を1*用 し、コーナーの

現寸 にも気を 配り、 7 7 "/ ション衡にふさわしい効架を狙 った。天井はア

ルミＭＱ Ｑ ＱＧ出担材 ｔ ＡＱＲルーパーを駒返した使用、 Ｑｊｾｾ 噌上のなｼ主 ｬ をかねた意匠

が、ダークグレーメタリック仕卜. とれlまって、孫必いた雰1m気をっくり

出 している 。

地下 l 附は、「なんば C 1  T  Y  j の主滋人附であり、運輸[OJ 線 が- u;: にな

った、にぎわいあふれるフロアーである 。北端I，OOOm' 1次依 につながる広

ぬは、玄関に ふさわしい移 ｉｊｾ 気をもっ さ ｦＧ ｬｭ とするよう、 Ｓ ｾ符の駅舎と 同

じ レ ンガタイ ル ｮ 占 とし、 駅 ｛ｾｊ 線 としての 述 続性をもたせた 。 ｬ 苫街 ｉｈ 持成は

地下 2 陪と同様の泌在型で、 二次オ ープン Hキl立大半を ( i1' {I;I5'が内めるフ

ロアーである 。主i血J H1は辺愉! fljj 線 にも 印刷 するため IIJ 9  m を維似 してい

る。床 ・天井の仕上は地下 2 附と間程度であるが、! 立は赤みかげ石本l必

として、レンガタイルとの述続性が考脱され 、ill J平で務ついた雰IJN気を

酸成 している 。

l 断は外部と直接かかわりあいをもっフロアーであり心斎柄、 1成紙の終

点でもあり起点でもある 。 中央 の 通路 を介し、凶 ＨｊＡｬ ｊ に ｾｊＮ ｉＢｊ ｲＮＵ、ＭＪｦＡＡ ｉ｝ に百

貨庖が配置されている 。中央通路の床は北木 l宝みかげ石主U¥¥lり IJ : 上、脱

線 に赤み かげを配 した。 百貨/ ; 5 の! 立は赤みかげ*J 若とし、専門 l苫の1' 1ピ

ドロガラス仕上と対比させている 。 また床カベ天井共( 1色 で桃J i 止された、

Ｇ Ｎ Ｇ Ｑ 門底 ゾ ー ンフ Ｗγ ションスト リ ートが荻才 ｉ ｾ な啄Ｚ凶気を ｾ ｲｲｩ ｡Ｇ ｂ して い る 。

現状ではまだ片l /i li操業 で・あるが、 1I!:l利55if 春には - *凶60m、1y.j ;lt 600mの

平面規模となる 。 そのIISこそ、総i皮は大阪市の械としてゆるぎない地位

をしめ、国際性ゆたかなファ ッション ・文化 ・情報のまちとして 人々に

殺しまれるであろう。 ( そとみみちひろ 竹中工務I.s Jll:，! 十部 J9: .1t 波長)



所在地大阪市街区総波新地 Ｖ 番 ｾｉ ｔｬ Ｒ Ｑ 住地

慾 築 主 南 海 電 気 鉄 道

企 画 南 海 電 鉄

協力

田中一光 ー杉本: l ' t芯( 環境)

魚 成 祥- DIS ( I苫指lili 育成)

石井幹子( ! ! 日明)

一柳 :岱( 背従)

建 築 設 計 竹 中 工 務 庖

設fiiii 設 計 竹 中 工 務 底 大 阪 電 気 l波 房 高 砂 熱 学 工 業

欧 型 南 海 電 鉄 日 建 設 計

胞 工竹中工務庖・大林中且共同企業体

ｾｊ ｪＨ 地 面積 A プロ y ク 31，238m'  B ブ ロ ッ ク 6，929m' C プ ロ ッ ク 5，681m'

建築面材{ A ブ ロ ッ ク 28，840m'  B ブ ロ ッ ク 6，618 m' ｃ ブロｾ 7  3，918m'  

延 床 面 積 160 ，200m'  

底知iiiiim 一 次 10，OOOm' (昭 和 53年 11 月峻工)

二 次 21，OOOm' (昭 和 54年 3 月予定)

桃 造 S R C お よ び S 、 B 3 、 3 F

)'F1 途 一 般庖告I i Ｎ 百貨庖 ・駅 舎 ・ ｾｈ 行 ・ 駐車場荷捌 Ｎｴ ｬ .. H也

土地下2階 平 面 図

⑧ 

o  15.  30 50円、

ｾ＠

地 下1階 平 面 図

仁二コ物品販売

仁二コ 飲食喫茶

1階 平 面 図

ヒ 二 コ 銀行・公共施段他 仁 コ 腕 次オープン

じ 二 コ 高 島 屋 百 貨 底

( 口4王アーキテクチュ 7 19791ド2115 日号より づ1IfJ )
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施 工 竹 中 工 務 庖 ・ 大 林 組 共 同 企 業 体

設 備 大阪電気暖房・高砂熱学工業・近畿電気工事・新菱冷熱工業・須賀工業・南海建設
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口 ン モ ー ル 布 施 〈布施駅附近高架下利用庖舗〉

横 山 誠 一

岩 佐 尚 武

はじめに

ロンモール布胞は、近機 H 本欽道の大| 坂線および奈良線の高架化工事に

ともない、布施駅のお当日下を利用して主) ! ，没された ショ y ピングセンター

である 。

布施は、古くから京大阪地域の商業の中心地として発展してきた 。 しか

し、近年の大阪郎 市悶 の拡大によ っ て街閣内の自 ｾｓｲ ｬ イ梢迭は変質し、地区

筒業椛造の質的転燥が必嬰となり、その対策として布施駅周辺商庖街再

開 発 計 画の検討が進められている 。

そこで当ショ y ピング七ンターの計l国にあたっても、まず大阪伺s r J - i I 羽の

一 自IS として京大阪地域の桜備の方向を検討し、そこからえH定 さ れ る 布 総

地 |旦の位iFi づけにより、ロンモー Jレ布胞の 11日発総本柿氾! をまとめた 。

至大阪

(6，l kmト一一一一一→

，主) 茜駅間の数字は、路離を示し単位km( 資料近鉄)

。印高架下利用庖舗開発地蛾

周辺地域と布施関係位置図

(  1  J  ロンモール布施の開発基本構想

至奈良

八、至名古屋

尾

11)  布胞駅周辺地区の広域的な位 ｩｩ￯ づ ｉｴ と、商応 Ｑｊｪ の現況と ｉｾ ｉ 組点より、

布仰駅周辺陥庖術の質的転換のブ1] 1旬 を泡! 定する 。

「布Ｑｩ￭ 也 ｾｊｾ 周辺商 Ｑ 志位 ｉ の方向」

12)  その方向を指 向 しながら、駅周辺各地区の ｪｦｾｊ 併にもとづき、例込Ａの

抜本方針を設定する 。 ー一 「当ショッピングセンタ - WI 氾! の桜木方針」

13)  ｾ，ｾ本方針により建築的構成をする 。

ｲｾ シ ョ ｹ ピングセンターの柿 ｬ￭Ｉ と」

(  2  J  布施駅周辺商庖街の方向

平ti ! i ' t ! I ! J ] J <周辺の尚庖街は、広い後1'f 1羽をもっ広域 tl' 心的な内怖の商庖待I と

して発展してきた。 しかし、商問内居住c(i のI i IS心{ 氏{ f - I 交の泊まりと、後

Ｑ Ｇｦ悶 であった周辺 地域 における Ｇ Ｑ Ｍ Ｇ 心械 の成立などが ｾｉＢ ｉ とな っ て、仰心

指 向 生 活l萄での地域中心商業機能への質的転敗を余儀なくされている 。

すなわち

• ｭｓ ｲｬ ￮ 依存度のお ｌ 、生活問での、自 ｾｓ 心ｪｬＧ，担当 ｾｪ 也ＨミナミＩとの機能分 ＱＱ ＱＮ

・隣f荘地域中心商業地( 面白紙、八回、子[ 本) との競合

・ 懸ｉ＼ ｬｩｩ が逃められるであろう隣接地区商業地Ｈ今 Ｇｔｾ 、小版、長 ｗｄ との

機能分j I I _

などが11: : 出i となる 。 これらの問題点に ii'i 資 生 活 の 高 級 化 の } J 向を力11 えて

判断すると、当ショ y ピングセンターとしての H I-f.< (1句なブJ 向 として

・ii'i ' l ' ( 省のより高級な要求を満足させるため、{ 画作守中心から選択中心へ

の修行 一一一一 商品のバラエティと同 Ｍ ｾ傾内の個性化と呼門化

. 1也区全体として、レジャーゾーンとしての充実を訓り、日常生活での

ミナミへの流出をす くなくする 。一一一→封区の近代化、アミューズメン

ト施設の日級化

・地 域 の '1-'心としての性絡を附: 立する 。一一一一館総 陶庖術( 再開発計画)

と対 符 以 k の内等をもっ商庖待I を指向

・)il :本日IJ t.l S心の桜田ii 状況に応じで、* : J I 1 . l 也区からの l吸引を考 l志する 。

一 一 一 東 大 阪 市 の 人 口 増 1; 1 : 東部地区での比重が大きくな ってゆく 。

. lll r J 品目 への依存度を少なくしてし、〈 。一一一商品のレベルア y フを，H る。

などが険討された 。

(  3  J  ショッ ピングセンタ ー構想の基本 方 針

地区附! 主役I の1本1'[ ，主将は、 地 域のオ、y トワークの中心である鉄道ターミ

ナ ｊ レをｾＮｾ，ＣＮとして展開されてゆくと予Ｚｴｌ ｴ されることから、、 Ｇ￭ ショ ｹ ピン

グセンターが地区商庖 fおの新しい} 5 向をリー l' してゆくことになる 。 ま

た、日細胞 ｦ 主 ｉ の質的伝検の効ｾ長 ｬ 卓、地区全体としてのまとまりによ っ て得

られることから 、地| 託金体とのつながりを泡桜にして汁幽する必要があ

る。 このようなショ y ピングセンターと 地 区商庖街とのJ i l i {，} 指向 の 姿 勢

が、商悶および潜在お安ーの ｡ 量定など、 地区 の商勢力を左有する ｉｔｉ 要なｾ

イン卜となる 。

現 在 の布施駅も 中心 とした問辺 fmは、商工の混在した純然とした街区を

形成しているが、古Mi 計l面的な今後の方向づけとしてあげられるのは、

・近鉄線の布製化により目ijSrli ，ili 国道路、渋川欣 :H線の，t，よ巾を促進し、自rtS

di 計 画 本 業 と し て 商 庖 術 l耳Il U発ピルの建設を推進する 。 これらによ って、

駅前商庖街は本町通りを事111 として集約されてゆくことになる 。

Ｎ ＡＡｬ ｉ＼ｬ￬￭Ｏ 広場も同 一 事業としてＡ￟ｴ Ｈｬｬｩｩ され、オ、 ｹ クとな っ ていた ｲｾｩ 北交通網

のターミナ Jレ機 能の向 |二が計られる 。

. liH辺松耐Nの 結 果 、 地 域 の ポ テ ン シ ャ ル がー ! 百この地区に集約されるこ

とになり、広 Ｎｴ ｊＯｾ 周辺は業務系 のピル Ｑｨ に再編されるものと考えられる 。

などである 。

これら 三 つの方向は、同 II ;F に三 つのゾーン、ショ y ピングゾーン、ター

ミナルゾーン、オフィス ゾ ーンとし ｃ 何Ｚ給づけられる 。 これらの ｴｾ 点に

ある 221 シ ョッ ピング七ンターは

・これらのゾーンの イl 機 的 な結合を J 十る交通機能

・ ｲ �，ｪＮＮｪ ｴ 尚 ｬ 苫 Ｑｊｪ とターミナ ｊ レの結彼 ＮＮＮｉｾ ，としてのセンタ一機能

・ ターミナ J レ利用等と! 百j 辺オフィスゾーンに対するサービス機能

を桁し、公共刊の ｾｴ l.、Jtt!l ;i主として ，1I i 固 される必要がある 。

シーツ伊ンゲ‘ ルン オヲザヌ、ノユν

う ＿Ｍｾｔｉ レザム〉

歪主骨量

I! IJ 苦奇也

者持量? 鼠品5昼夜川知京地

駅前t也区パヲ ーン図

(  4  J  ショッピングセンターの構成

111 駅 1'li11t ! ! . 1Kでの人の流れ

後ｾ尊唱

量後在

屯白是

‘ Ｇ￭ ショ ｹ ピングセンターおよび Ｑ ，，｝Ｉ互の人の流れは、国 ＧＯｻｉ￬￭ｪｬ ぶ ｊｊ ，ｾ の 引をｉ＼ ｬｩｩ とそ

れにともなう交通脱 ilill によ って大きく変わ ってくる 。現 段 附 で l主的 d-j ，iJ

l事H m品、渋川 li文化: *.泉の '1'( ; 民決定はなされておらず、! 以内i/ 広場もまだれ 11町

段附であり、基本方針も流動している状態にある 。 したが って、，i J i 固に

あた っては道路拡1 ' 11以前の状態とお!trll 以後の状態に つ いて術| えの必定を

おこない、検討を進めることにした 。



I苫f封とターミ ナ Jレの結節 点 としてのセンター 的性絡を もたせたモー Jレw

とし 、 東 プロ y クはターミナルヰIl l+n年お よ び周 辺 業 務 地 区 に 対 して 利 便

を計る広4事のサービス F匝，没として、ターミ ナル デパートとして 考え て い

くのが妥当であろう 。

そこで! 駅周辺での動線と当ショ y ピングセンターとの閃述を考えた場合、

本 IlI f 胸 底 術 との傍 点 ( P リ 、 広小 路 i溺庖{ 封または伺IFli ，汁i回 街 路 iJ'(川 欣

.IB線と の抜 点 ( P 2 ) 、駅 コンコースとの桜 点 ( P 3 ) が霊 裂 な ポ イ ン

トとしてあげられる 。

( P  1 ) ポイントは胸底術とタ ーミナ ルを結びつけ る重要な地点であり、

この古 Ｑ ［ 分には、 ｉ 也 Ｑ Ｍ Ｎ Ｑｦ ｾＱ 線と ｗｾ コンコースのある Ｒ ｗｩＱｦ ｾ Ｑ 線とを結 ぶ 附 手 生お、

よぴエスカ レーターを J生ける 必要がある 。 そしで、 2 附 に 充 分 な 通Jf告を

縦 保 す ることにより、ターミナ J レから 本 町通 り 商 庖 l!j へ の通行客はほと

んどこの Ｑｽ Ｑｾ 分 を通過するものと 思われ る 。

( P  2 ) 、( P 3 ) ポ イ ン ト に は 駅施 設 としての階段 が設けられてお、 り、

渋 川 欽 出 線 か ら駅への人の流れは主にこの階段を 通ること になる 。 また、

2 Wi古11分は駅コンコースに彼しており、ショ y ピ ン グ セ ン タ ー へ の 顧 客

の導入口は Ｑ 、 Ｒ Ｑｗｦ とも ｬ ｩＧｾ けられることにな り、それぞれ の 導入 し た顧

客 を 目 的 附 へ ス ム ー ズ に 誘 滋 で き る よ う に 、 ン ョ y ピングセンター内に

も附段 ま た は エ ス カ レ ー タ ー が必 要 になる 。

さらに、 D . E プロックの ( P 4 ) ポイン 卜 (; 1午来の周辺業務地域との

桜点、 になる) にも 附段を設け ると、そ れぞれのプロ y ツにお け る と 下 階

の サ ー キ ュ レ ー シ ョ ン が 完 成 す る 。 こ れ ら 4 つのポ イ ン トには 、 階 段 や

エスカレーターを設けると 問 H与に、 l次1) ，( け空間 を つ く る こ と に よ り 、 視

党 ｉｉＧｾ に も上下のつながりを 一 府強 めて 、しかも、魅力あ る空 間を椛成した 。

そして、これらの魅力 的な ポイン 卜に よるサーキュレ ー ションは、 ;1:子来

の駅 前広 ｉｌｩ 盤町， ￯ 計画 にともなう歩行者 Ａｦ ｾＱ 線 の立 体化事業 Ｈ歩道 統 Ｉのあ

とにも 、各 ブロックへの滋入 円としでの機 能 を 充 分 発 揮 するものと 忠われる。

a  11.よ 1I H:J. liil の，jJ Ul!¥

拡 IIJ以 前 においては 、商 Jh街区の変i J i はわ・こなわれず、 わ ず かに尚匁U{:i

工 事 により ・|洗ill にそった一世1; の 道 路 と 、 駅 前 広 助 の 拡 巾 に と ど ま る 。 し

た がって、 税 在の状態とあまり変らとよいd曲線 となる 。

このn¥合 、 歩 行 -ti !fIJI 線は本町通り と広小 路ー北部駅前通り の 2 本 のショ

y ピング出j 線 と、 軌 道 に治ったショッピングセンデ一 体j または f!!11辺 で の

101線、 それに出il ( ｾ今Ｊコンコース附段への江副総が主体となるであろう 。

b  拡 IIJl 去の 状 態

この JM介、 渋 川 放 lH線 の償断士会止 などの交通脱出I1 の 強化I J ' 考 えられ 、 点

I)Lj ブロックを結ぶものとして、ショ y ピングセン ター内動車取 がさらに fIi

ｾＨ ーとな っ てくる 。 また、 ｪｬ Ｇ ｻｪ庖Ｑｨ ｬｬｩ ＱＱＪ Ｎ泉 は 本 ｉ ｬｉ ｦ ｩ 並りに集約される傾 向 にあり、

ショッピング ＱＧＱ Ｑ 線と渋川以 ｮ｟ ｟ｉＮ線 を主 体 とする 通勤到 ｊ 線 の ｈ 月維な分 ｉｾｉｅ が 行

なわれる 。 ｉ 事 ￎ Ｍ ｬｴ ＡＡｩ ｋｉ 日 ｉ 広 ｪｊＯｾ のも芸 術 は、ヂーミナルとしての 機能 をよりＺ要求

す る も の と な り 、 車 と 人 の到J 紛 の 立体 化 が考えられることになろう 。 そ

の Ｎｴ ｊ Ｏｾ 合、シ ョ ッピング七ンデＭｲｊＭｊ￭ ｦｩ リ ｊ 線 はあるレベルにかたよることにな

り、 f也のレベルへの似宗: の，誘 導 がIUl 題 とな ってくる 。

ＱＱ Ｑ Ｑｬ目先 による 脳 出術の立 体化 は、 ｉｴￎｾ ヒ凶 Ｑ ， ＡｩＱｊ［ ｪ を少送稿 で 桜枕 する 波情 と

な っでJJI. われてくることも考えられる 。
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相 T純 金 Ｑｴｩｾ鳴寿命術

b ) 鉱巾後の人の流れ

O F)  

【P.E 7 ' 。円〕

車内lt，J..jj3.毛

境川古t 広重量

駅周辺動線と ショッピング センター との関連

( ( 7・冶 ヲヲ〕( 87"目、。3

相 T郁続
( l f'可

日

/

b  
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(3 )  各 ブロ y クの柿 1&

ショッピングセンターは、本 III T尚庖街、 渋 川放 出 線 に より、 3 つのプロ

ｾ＠ ＧＷに分断されている 。 渋 川欣 ｲｾＱ 線を境 として、 東 プロックはターミ ナ

ル特刊、西プロ ｹ クは本 ｐｉ ｔｩ樹脂街を事 ＱＱＱ とする ｆ 何 ｼ 仁筒底 ｬｾｩ の 核点 として、

また、車問からの玄関口として迎解され、各プロックの特性に応じた業経

商 ￨ｦ［ ｾ Ｈ ＱＱＢ なされることになる 。 その ｉｬ か、ショ ｹ ピングセンターの再生 ｩＯ ｦ， ｩ Ｈ ｪｾ

給胞説、管理施設、サービス施設、 Ａｾｕ ｉ ｉ 均等は各 プロ ｹ クの 地 佃 ｩｦ￼ ｌｬＮの

|剥{系 から両端に 両日目 した 。

各 プ ロ ッ ク の 業 枝 川 成

. Q ブロッ' 7 .1也兄テナン卜 対 卑の 個別 J吉宮1i

121  シ ョ y ヒングセンター全体の柿成

ｸ 逸機 ｦｩｅ をｾ ｔｩ似 した公共ＧＱＧ ＱＺ と 、 ショ ｹ ヒング七ンターとしての企業 ＧＱＧＱ ーは

共 作す る 必 要 が あ り 、 タ ー ミ ナ Jレ機能との結びつきによるメリットをう

まく組み合わせていく方法に，i J 幽のホイントがあるように忠われる 。

すなわち、ターミナルを中心とした ＱＰＱ 線を ｨ Ｇ ｴ ｦ ｾ 五的に受け入れ、 ｉ 也区の各

機能を有機的に結びつけるスへースを Ｑｊｍ 共する 。 ｉ 山 一 プロ ｹ クでは ｲｈ ｾｴ 商

( T.E)  
ι C)  

殺梓t.joi!J.主

当たｉｲ ｬ 肯池 ， Ｊｾ

駅前地区での人の流れ

CAコ V [，8) 

-<t町弘も管与



. P ブロ y ク エネ Jレギープラン ト

. A プロック 南 北 商 庖 街の桜 点 としての i娠い を嬰 す る 飲 食 街

. 8 プロック 布 胞 前庖 街 の メ イ ン と な り 得 る も の 、 通 行 者 依 存 業 純 と

して、 'i'i llll り品 (i下品 ) を 中 心 とした 専門庖i ! i

. C Dプロック ターミナ Jレの広設 の サ ー ビ ス 施 設 と し て 、日間維貨、

日閥 次 料 品 をrl" 心 としたターミナルデパート 、飯食底 、名品l志、ツ ー リ

スト、ノ f ス タクシー ・レ ンタカーの営業向「そ のイ也

. E ブロ ック 依 存 面 の 狭 さ 、 奥 行 の 深 さ を カ バ ー す る 意 味 で I 応需1i.f.'F，

l戊とし 、1¥以づ|カ の強 い 食 料 品 スーノマ一、その他 にエネ ルギープラント 、

ｾｾＺｬ Ｎ ｭ サ ー ビス ＺｾｉｉｉＢｊ ' * 町和島術 者同怖品卸S

事 ｾｕｬｴｴ 叫阜
請r....1

BL OC K  階 2 階 3 階

Q  個別庖古I i

{ 問別底知i 後プ'1nt也，ill:

P  
後方施設

防災センター

個別庖古I i 個別庖告I i

A  
広場 後プ'5m匝設

後方施設

百貨庖売 ｪｊｾ ｾ 百 貨庖光 ｴｊＯ ｾ

後方他殺 後方総投

B  
駅施設 駅F也殺

(述給コ ンコース) (:iili給 コンコー λ )

百貨庖先場 駅 ｉｦ ｬｬｩｾ 生 プラ y トホーム

C  
後方施設 ( コンコース等) ( 3 階、 4 Wi l

共問通路 {悶)]1]1，占領i

百貨底売JLi 専門底 f封 プラ ッ トホーム

。 後方純設 後方IfIl i J貴 (  3 階、 4 附)

共用通路

スーパーマーケ y ト 。'J.I "J J;!i街 後方施設

E  
後方施設 後方他殺

1聞か] 1苫告I i 防災センター

後方n"J止とは

* 務室、 便所、機械室、 電気室、倉山、何捌{!f. である。

(  5 )  ショッピングセンターの設計方針

意 匠設 計

延 長 700 m、階正月 8 mの高架下を利 用 し、駅他殺とも有機 的 に結合させて、

道 路 で 分断 された 4 プロックの応告!l iにまとめることは 、 デザイン上も 雌

しい諜l凶であった 。 全体と して統一 しながらも 、魅力をもた せて 周 辺i羽

j苫1l i の中主となるように心位トけた 。

各 ブロ ックの 業 組梢 l成はキ並々 であるが、 トータ ルとし ての統 一憾 のある

外 似 と、プロ ックごとに特徴をもたせた広J J ，lや l次抜空間i を汁画し、庖F人l

通路も で き る だ け ゆ ったりしたものとしている 。色 調 は 外 装 と し て の 駅

舎との 一 体性 と庖 舗 としての Ｉｩｬｩ 続性を 考 えて 、ホ ワイトとブラウンをｾ ｊｩ

［ｕ ｾｊ にまとめた 。

設 備 設 計

分断されたリ ニ Ｗ ＵＧイプの平而 ｊｦｾ と経済ＱＧＧＱＺの検討から 、 全体を Ｒ ブロ ッ

クとしてエネルキープラントも 2 ヵ所設けている 。 防災設備についても、

駅施設と ショ y ピング、 飲 食 施設 の線 合法 築物 であることや、 延 長 の長

い建物の特殊性を配地し て、|湖係官庁のJ白砂を得 て防 災センターを 2 ヵ

fi fj- ti 支出した 。 さらに、 !S}(;!jj也設 とシヨメピングセンターを相 互 に ホ y トラ

イ ンにで接続し、 一 体 の 防災計図のも とに安 全優 先 を 基 本 とした設。ui 設

正十としている 。

( ょこやませいいち安井雄知山E務所設J 十部長 )  

いわさ寺おとけ 安井建築設計事務所設計邸主任/

“  



ロ ン モ ー ル 布 施 〈布施駅附近高架下利用庖舗〉

設 計 監 理 近畿日本鉄道企画室・建設改良局

安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 日 本 土 木 ・ 奥 村 組 共 同 企 業 体

近 畿 工 業





口ンモール布施

所 在 地 東 大 阪 市足代 1 丁目、 2 丁目

敷 地 面 積 23 ，233 .365m' 

建 築 面 積 15 ，384. 469m' 

延 床 面 積 28 ，800 .077m' 

精 進 規 模 S および、高架精造物、 l F 、2 F 、5 F

工 期 昭 和53年 2 月~昭和53年 10月

外 装 A L C版 リ シ ン 吹 付

C B化 粧 積

ア ル ミ ス パ ン ド レ ル 貼

A L C版 吹 付 タ イ ル

R Cモ ル タ ル 塗 吹 付 タ イ ル

レンガタイル貼

左貝 . 東宮ii (専門庖街〉欧抜

右上: J J ! 館 (百貨底〉諮らいの広場

中: 京総 (-l'引"l 底街〉吹抜

下' 来館 (専門庖 lii )

織盟主 J.U出 ii'l 彦

司，







ロンモール布施

建 築 大 日 本 土 木 ・ 奥 村 組 共 同 企 業 体

設 備 近 畿 工 業

昇 降 機 日立製作所・三菱電機

主 な 協 力 業 者 PR

鉄 骨 近 畿 日 本工 機 大阪市天王寺区上本町5- 3- 11 T E L  06-768- 0445  

シャツヲ一 日 本 、λ ' ツター 製 作 所 大阪市淀川区回川北3- 2-4 T E L  06- 301 -3656 

金 属 奥 村 重 兵 衛 大阪市北区西天i胡5十 7 T E L  06- 312- 4131  

防煙たれ鍵 大 建 工 業 大阪市北区中之島2十 18 T E L  06・203- 5541

特殊硝子 サ ト ー セ ン 大阪市西成区津守3- 7- 27 T E L  06-657- 0777 

耐火被積 三 和 商工 大阪市東区道嗣T3-24 T EL  06- 201- 1441  

内 線 和 泉 産 業 大阪市南区日本橋2- 36 T E L  06- 632- 0121  

造 装 石 渡 靖 一郎 塗 装 庖 大阪市住吉区帝塚山東1- 40 T E L  06- 671- 0151 

気 近 畿 電 気工 事 大阪市北区伊釣町12 T E L  06- 313- 1231 

空 調 高 砂 熱学 工業 大阪市北区芝田町民 T E L 06- 372-25日

l 西館 〈飲食街 ) 1次放を北側よりみる

一一一 2 中館 〈百貨船 内 部

!  日J 3 北国外観

片山 4 中館 〈出 〉出会 川 闘

し二J 2 I 5 村 山i!l J フラワ - : " "3 ' 1プ

迦 具 近 畿 工 業 k 阪市東区谷町2- 1 T E L  06-943- 5500 

シャツ 世一 東 洋 、λ 7ツ タ 一 大阪市東区両悼町1・12 T E L  06-942- 5851 

シャツ 安一 鈴 木 シャッ タ ー 販 売 大阪市北区茶屋町ー2 T E L  06-371- 4151 

金 属 佐 渡 島 金 属 大阪市南区鰻谷東之町7 T E L  06- 244・5624

嫡 子 三 好 ガ ラ ス 建 材 大阪市浪速区元町ー132 T EL  06- 632- 0025 

嫡 子 橋 本 硝 子 工業 吹田市南金回2- 4- 10 T EL  06- 384- 1271  

合 イ J レ 藤 本 タ イ ル 3巨大阪市制下回本通4ート2 T E L  06- 783- 1151  

内 装 高 見 商事 大阪市東区内本町ト11 T E L  06- 945- 0791  

塗 装 平 山塗 装庖 大阪市西区南場江3-4- 19 T EL  06-54ト8870

衛 生 三 機 工 業 大阪市東区北浜2- 22 T E L  06-202- 3071 

zgg若 松 下電 工 大阪市東区域別一日 T E L 0刊 凶 71





ロ ン モ ー ル 布 施 〈布施駅附近高架下利用庖舗〉

50 100m 

① 

E 二コ 駅施E宣・公共施設他

E 二コ 近鉄百貨唐

E二コ 物品販売

近商ストア

E 二コ 飲食 ・喫茶

匿 2 公共自 事長車場置場

E 百円二円

北口駅前広場 に----J 11者平面 図

柳

通

り

f  

L似にご1
(中館)

C- BLOCK 

〈建 築槻 要 〉

BL OCK Q，- BL OC K  Q，一BL OCK P' A- BL OCK  B- BL OCK C ' D・E - BL OC K

建 築 位 置 東大阪市足代 1 丁目 9 の I 東大阪市足代 1 丁目 40番地 東大阪市足代 1 丁目 45- 2  東大阪市足代 2 丁目 1 番地 東大阪市足代 2 丁目 1 番地

地 域 ・ 地 区 商業地域 ・防火地域 商業地域・防火地域 商 業 地 域 ・ 防 火 地 域 商業地域 防火地域 商業地域・防火地域

用 途 貸 庖 舗i 貸 庖 舗 貸 庖 舗 駅施設および底舗 駅施設・底舗および貸底舗

敷 地 面 積 2，904. 800 2，318. 595 2，373. 970 3，289. 000 12，347. 000 

建 築 面 積 523. 490 426. 957 1，853. 689 2，412. 136 10，168. 197 

延 床 面 積 481. 490 398. 796 3，318. 225 4，344. 765 20，256. 801 

柄造組別・階数 S 、 1 F  S 、 1 F  S および高架栴造物、 2 F  高架荷造物、 2 F  高架精 造物およびS 、 5 F



アンケート・商業空間の現在と将来

本特集の lえの前ことば勿と重なリますが，アンケ

ート依頼文の前文として必嬰ですので ，以下に干lJ

19 します。

×  

これまでの「売らんかな」に徹して! 万舗の品川町の

本やかさや先場j(II 加のfl I: 大に Ijn¥しがちな何lri 'Jに刈

して 、 ｾｪ｛ の 商 業施設は 、脱 出 作 のｵ， ｬ ｭ 行為 のアメ

ニティ O) U血判) を J7えたり、 ili l ( 生前の一宮1¥を

受容すべ〈広場やンンポゾーンや戸外設備を取り

こむことも多くな ってきて おります。

住宅の集合へのサービスを目指したもの、交 J凶の

結節，1，1人の特性を生かしたもの、 111 !fl .限を IJj. 生する

ための泊りの変身な どがありますが、多くの場合

コモンスへース( 共 f'l l '!ii n¥l ) をいかに [jlJ リ出すか .

また取りこんでいくか、という予法がとられてお

リ、そｩｌを日 ｉｊ な ＱＨＱＱ からよ ｌ ると、これまで等 ｉｾ ｊｴ見さ

れがちであ った 「間業機能のハブリシティ ( 公共

'1'1) ｊ の ｾｾ ｉ ｉＭ｜ ｬ 化とでもいえるものではないでしょう

か。

ここでは、このような' ド| 絡を目指した尚業地設を

l ai U.  ｲ 尚業空 ｉｾ｜ｊｊ と呼び、そ の王 ｉ Ａａ たから将米を

A 与えるための坊をよ[ . _ I ' .に椛成いたした〈思い 、ill

- ア ン ケ ー ト 設 問

あ な た の 最 も お 気 に召す「商業 空間」

は 、 ど ニ の 、 何 と い う 名 称 の も の で

す か。

ま た 、 そ の 特 徴 や ポ イ ン ト は ど ん な

と こ ろ て' しょうカ、。

( 写 真 や絵 や 図 面 を ご添 付 い た だ け

れ ば 好 都 合 で す )

2  将 来 の 市 民 生 活 へ の 寄 与 と い う 観 点

か ら 、 現 在 の 商 業 空 間 一 般 の も っ て

い る 問 題 点 や意 義 に つ い て 、 お 考 え

を お 聞 か せ 下 さ い。

ま た 、 商 業 空 間 の 将 来像 や ア イ デ ア

な ど の ご 提 案 が あ れ ば お 示 し 下 さ い。

3  そ の 他 、 何 か 商業 空 間 に 聞 し て 議 論

の 対 象 に な る よ う な こ と が あ り ま し

たら 、 自 由 に お 書 き 下 さ い。

. usや行1¥ｲｩｩｬ 弁 ｪ 発の ｾ ｉ ｬ 一 門 家のみでなく 、弁 Ｉｪ I(II の 1i 々 | ・上記 3 つの項目に対して 、それぞ'れに分 けて

の こ 山止を似介するためにアンケー卜を制血いた| ご回答下さっても、あるいはまとめてご回答下

しました 。 I さつでも結梅です。

×  

アンケートは 、郡司 i r. li rl1I1ふ ・主主築家を '1'心lこ、文

化人、作家、 ミニコミ制Ｎｷ包名 、 ｭｦ ｬ［ ｬｦ Ｄ ｦＮＧＺｾ行、 ｾｉｬ 門

職の )j 々約40:?' ，に 11 ¥しましたが、半数の 1i からご

| 叶符をいただきました 。

一般の ) ) か々らの lul 符が少なか ったように思いま

すが、何らかの参考になれば幸いです。

x  

Inl ?与いただいた) } は 、つぎの Il!Iリ です。

( .tll ，1ωlri ' 敬制調作 )

l  鴨川羊 f 12  r:
i

; 安禿総

Ｒ 小 ｪ ￭ ｕ ｉｾ 夫 13  '1・山 勉

3  I五"1' ir政之
14  )，、 旺11; 提j，:

4  旺l 村本.l if. 15  ＮｩＮＮｴ ｾＡｦ 純他

5  ｎ ， Ｇ［ ｉ 河 Ｍ ｾｾ久 ｫ￭ 自 16  山由 ｾ ｩＴ 長 Ｉｦ

6  Ｂｘｬ ｩｬｬＮ け ｉ｜ｾ ￭｛ 17 泌総剛生

7  水谷頴介 18  ，' ;村IT.} -

8  ｾＧ， ｩ 針忠Ｚｩ ｅ 19  tr;tilll ｾｲ Ｇｩｦ ー

9 竹 I.LJ ;，' 1'1).) 
20 ｾｴＡＺ， Ｇｪ 辺守

10 束 平 光
21 光安義光

11 ii 1U 光夫

なお、アンケートの 凡出 しは 、制 lli 古1，でつけたも

の もあります 。 また、Ｚｌ ｕｻＮｉ 止、 ｾｉＧ ーす ［ＮＭｴ Ｚｬｦｪｬ 、と Ｑｾ Ｑｯにし

たもの以外は 、1lni 集者lHM;jf3 . によるものです。

也換と H 会ハ 979"' ' : 111
1
;' 71 



の丁横の街の街

を

特

の

生

号

あ

新

開

1  大阪心斎僑のソニーピル。

一目してその企業体の姿勢が判る 。

美しくシャープで、 Iりl 日に li .ゆ‘ って建 っている 。

おしつけがましくなく 、ifj 1": にサーヴィスをして

いる 。 ｉ 師 ｈ Ｑ が ｩ 血 ｪ 支て ｪ 進路 Ｈｩ ｾｊ でない 。

( j監の例として t.1白昼、大阪の I也F i 封は迷路であ

る。)

2  大阪巡航I加が再生を巧えている 。 それに対し

ていまわずかばか りの行動がある 。彩、はあのよう

なコソクな再生は反対だ。古くて美しいものはそ

のまま大切に校した) j がいいと思 九 役に立たぬ

と判断したら r! i l ( の総意の上でつぶしてもよいの

ではないか。 ( WIJ ノマリーのモン パルナス ー慌の

改装。 中央市場の改装)

中 之仏一帯＿の品 ｦｈ ｉＮＡＧＮｩは、あのビルなどの ｾｩ｜Ｇ 、良さを

残して、内i I ! リを近代化した方がいし 、と思う 。 その

意味で日本銀行、 dj庁の主l ! ; て伴えは fi fj) t だが、よ

リーl討中之I:，WJ でありたし 、。

川 をめぐる ｪｾｾ 詰 Ｍ ｻ ｩ Ｈ の沈下は、それを 機 に緑 地 帯

の拡大充実をしてほしい 。

3  名古屋、大阪の地下街およびピル| 刈 の商業空

間もよいが、それ以外に、あの街の一角、この街

の徽丁 …ぃ・ ｾどの新 ｉ ｟ ｴ ＺＺ を 。 も っ と ｴｬｩｩ 節目な方法が

あるのではないか。

{ ト. ( ; デザ イナー ・チュニァ 7 株式会 社取締 役社 !d

ソニータワー ピル

生 活 者 の 感 性 を

小 泉 康 夫

「商業空間J と街は切 っても切れない関係だと，思

う。むしろ、 「商業空間J は街のl l J iのようなもの

だろう 。 もともと街を巡りだすのは市民自身であ

ると思う 。市民がも っている美的! : 主党や文化的セ

ンスでいろいろな ffi Ａｾｉｾ が生まれたり色調がさまる 。

鎧築家やデザイナーがいくら精魂を傾けて空間を

創造して見ても、それを日常生前のなかでこなし

ていく力を市民がも っていなくてはいけない。

たとえ l工、ノ ぞリのシャンセ' リセにしても、サント

ノーレI l 1 I りにしても、 「商業空間J として '1祈新な

ものではなし、 。だが、ここを桜城として可I'l li って

いるのはノ マリの人たちである 。行き1i I 1¥，、た色彩! :主

党と庖布I i のディスプレイの_ l ，t ! . <' F さには脱中ii しない

わけには いかない。 そしてそれぞれの i瓜リや街は

全体として見て調和がとれている 。

モダンな「商業主IHJ j を自IJ リ山す の も、クラシ ッ

クな「商業主r ，: J j をおIJ るのも生前者の!必1' 1:にたよ

るよりほかはない。 どちらかとし、うと H 本のl J . i の

「尚業空間」ほど 、維駁なものはない 。 これは多

少造る l削の責任もあるのではないかと思う、ひと

つひとつが巧妙、村 !'j でも全体と バ ランス がとれ

ていないものが多過ぎはしないか。

とくにショ y ピング ・ストリートを歩くたびに残

念に思う 。ii t るI別は市民の感性をよく 31-}): に入れ

て巧えるべきではないかと思う 。

(  J  I  fll r  ｾｉＧｉ＠ ; っ r- J 細! t !d

- 商 業 空 間 の 現 在 と 将 来

共 有 す る 天 井

田 中 敏 之

1  PAL M TREE ( 大阪市北区 )

アメリカンクラ γ シ ンクの庖。デザイナーや企画

者の集団、「シスター ・ボーイ ・プロダクションズJ

がプ ロテユース 。

建物は、オーナー氏の父親が古美術商を営んでい

た大理石づくりの立派なもの。それを自分たちで

改造、アメリカ西海岸風のディスプレイにしてし

まった 。

只ってや りたいのは 彼 らのポ 1) シ一。

なんでもかんでもブ ッ壊して、新しく建て直せば

よいとし寸風潮を、彼らなりに 批判、古い建物の

持つ美術的要素を見事、車生らせた 。J ZL 、天井で圧

迫感をなくし 、日' i 1勾にイルミネーションをつけて、

全体の色調を淡色てまとめたところに空 間的な広

がりを感じること

ができる 。

タナも天然材を使

い、合板やプラス

チ ックでお茶をに

ごすことなく、逆

に、商品をプラス

チ ック的( アメリ

カ自 ｾｊ ) にしたとこ

ろに面白さを発見

まん中古久 P A L M  T R EE  

"  ( 準高提供 )

2  新しくできた 「なんば C 1  T  Y  J は考ライ 。

南海のもつ地から湧いた文化性をや作りもの的"

なイミテーション街にすることによ って破唆して

パリ ・モンパルナス |  しまった 。犯罪性は大きい。地下は地下らしくあ

ればよいのである 。合板やホンコンフラワーでご

まかすよりも、もう少し、、来る人々 " を信用し、

集まる人にイメージをわかせるように努力すべき

だ。すべて用意周到した蹴出は少なくとも「若者J

には受け入れられない。空間にはれスキ 。が必要

だ。お客にホつけ入るスキ。を与えるべきである 。

3  ショ ッピングセ ンタ- et c -，さまざまな「商業

空間」の存在は、狭いところに材lがつま ったイメー

ジがある。これは、圧迫感を感じさせるだけでな

く、閉鎖的である 。墜を天井までのばすことをや

め、天井を高くし、それぞれ数 10cmの空間があれ

ばうれしい。そのためには天井を向くすることも

必要だ。

「共有す る天井J は圧迫感を排除するに必婆主こ

とだ。( 百貨 l苫のように壁をなくすのではない) 閉

鎖性はなくなるが 、 ｾｾｴ 立感はそこなわれないので

は ー 。 ( 月刑誌 r B OOP J 編集長 )
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小 公 園 プ ラ ス 庖 舗 | 人 間 本 来 の価 値 観

田 村 春 雄 | 福 岡 喜 久 雄

泉北ノ マンジョ 、高 島 屋 百 i 'trfi お よ び 周 辺 専 門 応 街 | 私 の 気 に 入 り の 商 業 空 間 の 一 つ に 、 新 宿 ・京 王 プ

を主にして一一一 |  ラザと道路際に聞したドライエリアの狭いスペー

これらはあまり広すぎず、3 1 ; 可がそれぞれ特長あ |  スがあり、次いで向かい倒11の三チ| ビル、住友ビル

る空間情成を持ち， 自分の現イ1: ' 、る場所を路認し |  前の持のあるスペースがある 。 表参道界わいのア

やすい。 また交通機関からも ili: < 、 ス ロ ー プ 、 エ | パート鮮と持の並木あたりも 好きな空間iの 一 つ で

レベーターなどの使用により「うぱ!IIJ i買 物 カ ー | ある 。背山ビル「青山 1丁目 J 渋谷寄りワールド

トJ ￭ Ｎｲｪｬ精 子」などでも 利用しやすし、 。 庖 ｾｩｬ￬ ｴ［ ｙｩ 成も |  インテリアわきの階段あたりもし、し、 。

バラエティにとんでおり、日常生活に密着した只 |  大阪では、作ト藤忠ビル、 O MMのミニ ・コミュニテ

物をしながらウインドウショ γ ピングも楽しめる。| ィも好きだ。立派なのは三番街、な ん ば C I T Y

ただ庖舗の大 ＲＱ 化が進み、 ｲ ，ｬｩ ｾｩｬ￬ 内で道に迷うよう |  なのだろうが、力みすぎと、椛リ沢山なのと、こ

な気がする 。 とくに地下街ではい ったん外に出て | せ こ せ し た 感 じ が 気 に 入 ら な い 。

みなければ自分の応内位置がどこかわかりにくい | 現実にスペースが是リない上に子労 t J i りない 。

ことが多い 。 これは大手スーパーやテノ ぞートなと |  当然設計 JU1Il ¥1 も同様だろうが、この不足分を、デ

作| 滑に多くのブースを設けている所でも同様であ |  ザイン力、そのエレメント、表現の }J 法 論 で カ バ ー

る。 もっ と容易に! 長党的に出入口や、トイレがわ | す る となると、このデザイン力が優秀であればあ

か る よ う に す べ き で は な い か。貌紅のままでは災 |  るほど、その直下におとし穴があるように思える 。

:占4 の際に大惨司王になるのではなかろうか。 その意 I ｩｾ￭ 資者という大衆は豪華さをもとめているとは限

l沫においてもスロープ階段はほしいものだ。 I らなし、。' ゐE来 に見える価値観よリ、 ゆと りを比つ

また現イ1: の商業空! 日j は単なる只物の場だけではな |  け、くつろげる人! 日1本来の iilli 他1 s I . が、この商業主

〈、ー純のレジ ャーセンター化しつつある。しか I 1:11では必要ではなかろ うか。水 沌 ・流 ・I噴水 ・

し忠告i I i の構成はあまりにも務者向きにかたよりす |  光と 7干の y ンクロナイズ、それに造花 、そしてこ

ぎていて 、これか らの老齢化担会に IIl Jlt ても っと |  の 装 世 と 表 現 方 法 は 、どうこなしてみても大同小

多憾な府ｾｩｉ川品成が必要て、はないか 。 そのためには |  呉である 。

r，1i 告i I i の椛成だけではなく床のレベル差の解消、通 | もう十数年前になるが、カナダのモントリオール

日告の111: 1隔等、杖を持った人達、 .lj I 符 子 利 用 の 隊 筈 | を訪ねたことがある 。 このモントリオールのダウ

者や. l 人などにもさらに与えられるべきであろう ，I  ンタウンの 中心、市役所、 7 インエリザベスホテ

商業空間1の一つの将来像としては界限空間やニュ | ルのそばだったとうi ¥ti ) " : しているが、凶角いプラン

ータウンの近隣センターなどのように 外部空間と |  の地下樹脂街がある。そしてその中央官11がドライ

の結びつきを重視し 、都市 の 中の小公図プラス応 |  エリアて¥幾本かの木が納わ っていた 。 このンヨ

ｾＱ Ｑ￬という組み合わせはどうだろうか 。 これならあ |  ッピングプロムナードからは、ガラスを通して古

まり高低差のない空間 構 成や illi 雛 路 の 確 保 等 、 現 | 空もみえたはずである 。 さらに、この上部が| 滑段

在の商業空間の持つ問題点がかなり改善されると | 状 の コ ミ ュ ニ テ ィ ー で 、 若 者 逮 ( 私もまたま寺かっ

考える 。 とくに郵便局、銀行、病院、学校、テ' パ | たがー ・) がギターをもって集ま ってフォークをう

ー ト 、 公 園 な ど 公 共 の 施 設 等 の 利 用 が 誰 に で も 可 | た って いた 。 デザイナーとしてでなく、ー似の人

能である 。 I 1111 として、ずい分すくわれた思いを抱いたもので

この社会は、非らしやすく f:ioみ よ い も の に し た い | あ る 。 あくまで人聞が主体であり、かつ、不特定

ものである 。 た だ そ の 実 現 に つ い て は 民 間 だ け で | 多数の人間が、その対象なのである 。

はなく、行政サイドの理解と ｾｲｴｬ 力なパ ン クア ップ ｼ流行装世が 立派すぎると 、主体がかすんでしまう 。

が必要であることはいうまでもなし、。 I 本当に利用してほしいとずJ う対象の主体は逆に離

Ｈ 大阪府 立 身体ドｻＮｾ州制制センタ 一所 ｕ ￀ｉ｛ｉ ， ｩｊｉ 附ｾ病院 ｌｫ . 医 | れていく恐れを内伝する 。

マ問 u I  美ｾｾ織と装飾性は反比例する 。美 意識が高ければ

- 商 業 空 間 の 現:(E と 将 来

諸 衆 に 開 放 さ れ た 空 間

鳴 海 邦 碩

1  アルゼンチン ・ブエノスアイレスのフロリダ

iilll) は、 rJJ 級 IV 門問問の兆一ま った閥 1; liUi である 。

フロリダiill りは、歩行者空間l化しており、沿道の

主II 物は似合尚業ビルが多いが、 11活者11分に公共に

防IJ DI : された iill 路 を も っ。 i ショ γ ピング ギャラ

リーJ と呼ばれ、 IU. l1?iu寺も、安11栄町J に酎li られたン

ョー ・ウインドーを見ながら散歩する人々に開放

されている 。 ギャラリーは、公 j立のネ y 卜ワ - 7

の-it;;: をになっている。すなわち 、ギャラリーは

新しい路次的空間i となるのである 。

ショ ッピング・ギャ ラり ーの模式図

2  商業空ｲＮ ｜Ｑ は、訪 Ｑ 牲に開放された ｾＱＱＺＱ を利用す

ることによ って 発i主してきた 。 rJ i に しろ、沿道の

];11にしろ、そうであり、このことは法本的には# 1 .

イI: IJ 変わ って いなし 、。 大規紋尚業ビルは、この「諸

衆に開放された空間JJ を内包化する傾向にある。

内包化された 「諸衆に開放された空間j は、 一般

に 防 災 上 ・管理上の諸規制によっているが、多く

の人々が集中し、利用することから、利用者側11か

らする、デザインや管理の原則がつくられる必要

がある 。前述のンヨ y ピング ・ギャラリーが、 時l

庖時も公道のネ ッ トワークの一端をになうという

のも、こうした考えの参考になろう 。

大町! ビルは告Il r J & 聞を内包化することが IIf 能であ

るが、 一 万、周辺地区の部境J:. のf t Hifl([ を相対的に

低めているという lt!l llfii もある 。 こグの).'λ点!

利 j坪用I有iず者; のi側I!則l町リカか、らの十内iり} 検討が必袈裂j とされる 。

3  ｾ ｉｦｴｬ のｾｾ［迎Ａの」工場 からすれば、 「公洪笠! 日IJ

とか 「共有空間l J i コモンスペース」とい った区分

があるが、利用者にとっては、こうした区分はそ

れほど芯 l味をもつものではむし 、。 市者は、 i  ，f者衆

にｼ剃 ｪ 点された ｾｬｦｮｊ を「自由空間 」と 名 つ。け、総

R.5し、ほと' 無袋町li な美を丑II 解 し 、 逆 に こ の 意 識 の 低 | 合 (I(J' 体 系 的 に 検 討 す べ き こ と を 提111" ，している 。

さは装f t 1l i過剰l となり勝ちである 。 この無装飾! の美 I  (京郎大ザ- t i l 築学教京助手 )

を作るのは、そうイージーではなし、 。 大切なのは

雄 大 な EE概念の理解であろう 。

( KKN，1問} ' {.'l-. 雄デザイ ノ ーJ>務所所長 )
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- 商業空↑ : : ，の現花と将来

食 + 娯 楽 十 文化

水 釜 頴 介

1  大阪 ・ミナミ一一法善寺横丁周辺や浅l ;I . カ

ン音さん周辺一 一 日本の下町的商業空間

サンフランシスコ ・キャナリー ・7 ーケ γ 卜一一一

港町の再生 ・修似建築

ミラノ ・ガレリア一一歴史( 時間 ) を必えた計画

的商業 ｾＱ Ｑｉｪ

2  ｾ Ｚ ｉ ｾ Ｚ＠ ( マス ・セールズ) ・流行 ( 7 T "  ' . - - ヨン) .

J::i: A ( ? ンモス・ビルテ' イング) を 追いかけた irfi

［ｴｾｉｬ ＺＱ を ＷＷＳ 仁して、 Ｇｻ Ｇ ｴ ・ 日正史 ・ 町 ｉ なみを栄しみ、

充実させ、" ，f c わ L 、た L 、。

{-W，のJ J f l を I : HJ I . が縫 ったり細みなおしたりしてき

たこと、f i : ' i : がて'き るだけ I也.tJ)j の材料て寸也 )[;Jl ，同

体の協力のもとに iiE られてきたこと、 di場へ' . C. ( 物

にでかけてい って今 H は何がおいしいかと材料を

あれこれボめ、まな似と ｾｲ でぶ，ｪｊ ＧＡ ｉＡ して主 ｕ こいっ

た｜ｬￖｯにもり、予 ｾｭｪ の ｬ 沫を栄しむ、とい っ たような、

人間一人ひとりが ｉｾ 分の心と手で支えてきたこと

を、すべて尚業資本にゆだねてしまった結栄とし

ての商業機能拡大と泣的需要 ｗＺ 大が、ｲＮ ｾｲｬｪ の ｦ ，Ｇｉｩ造

と姿を変えつつあることを、認識し、かつ反省し

ていかなけれl i ならない 。

松 ｪ Ａ￭Ｚとリくんでいる ￭ ｬｦＨ ｪｾ ｴ，ＺＱｬ日 ｊ 1則述のテーマは、

有l'r; の ド聞f- (j : jl 'fj J UIーの 似耐の問l づくり、原¥t 'i'

心としての ＨｊｉｊＧ Ｑ 知ｾ 1'j. ' I:. 什Ilhj 、l既存 jl'fj/ ，lij J.i . ユ: 場跡

地 ( リバーサイド ・ショッヒングセンター+ カル

チャー ・パーク) ・ ｾＩＨｬ ｩ ￭ｪｬ ｬｪＮｬｊ ｦｬｾ . 鉄道則地利用も

どをつないだ ｽＩ ｉｉ ， ｉ［ 川駅周辺地区終判 ｩ￬ｾｬ￯ｩｬｪｪ 、長日 ｬ 事 ｬＧ

tl とその 界わい，ililhj 、食 + ｾｾｉｴ 楽 Ｋ 文化のや ｬＧ 戸三 Ｇｴｾ ｬ［

のインターナショナル ・ツイン ・ハウス( 似粉、)

設計、などである 。 ( r. 11市;1十両家、 ill 築家、r. l 1市・31 世I卜

J占Jt 研究所)

境 内 の 性 格 を も っ 空 間

狩 野 忠 正

1  オークプル ，7 (シ カゴ)

ロ物全 ＱＱＱＱ とｾｊＺ ｴＧＭＧ 、 の広場が ｉｉ Ｇｩ ［ Ｚ［ 生爪め ＧＱＧ にｩＧｉ然に融

介されている 。建築されて 20年になるショ y ピン

グセンターであるが、いつまでも新しいイメージ

を保つように総あふれる広場がある 。

2  今までの ｩｬ Ｂｦ ｪｾ セ Ｑｭ は、やや ｌ すれば、 ｭＺ し物

を行うことによって、そのＧつｾ ｉｬ ｩｬｮ をＨｾっていた。

イベントが行われることがある析の条例ーであった 。

すなわち、 - }j から与えられたものを' 支身で! 感じ

るだけであ った。与えられた宅| 日l をどのように f本

税化するかが主要であり、 di l( が参両できる場、

文化ＱＢＧ Ｑ ーのある坊が開業Ｇｾｉｬ ｩｬ の中に必要とされるよ

うになった。

ショ ッ ピル Ｗ モールということ Ｈ［ｦ カ吋ｾわれるよう

にな って久しし、 。 モール本米のな l床は、 i放品、 i担、

本か l f i邑以外 lこ心がl I S まるところ、物が. J I Sh't する

ところという芯1味も合まれている。機能 (1' .)>;< 広 が

りだけでなく、中l怜l' (I()' なセI l 日の芯 I! ，K もあらわして

いる 。 ＱＺＱＭＱ＾Ｚて Ｇ ｾＧｉｊｪ くから受け継がれた 神社 の局内の

持つあ' ; ' /11'1"' 1: とJ l，jlfl するものがある 。商業空間lが新

しい J1r-人l として、どのように巧えられるかが重要

である。将来に II リか つて持続する場、生長ととも

に美ししゅはit として定泊する場、料相1'( ドj 安定装置

を組み込んだ空 ＱＺＺＱ が必攻ーである 。 ｉＺｉ ｾ 真 Ｑ Ｑ ・ 絵画が一

体とな った空間、利伸文化を持つ往築空間として

巧え、 J兎内の1" ' 1: ，[ ( ¥を持つr. ! ldi としての復権を A与え

る1I，'f t! と忠、われる 。 (KI¥t'fll' ｌ Ｎｦ ｦｩｬｬｬｩｬ ｩｾ ｩｬ［Ｑ 官 Ｑ［ Ｉ

板宿「未来像構想J . I i ' . 本道に沿ってf i : "t をi " . I このせた Iflil ，'i iJ rのスケ γ チ

、.、長
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ノマブリックスペースの充実

竹 山 清 明

1  好きな「商業主1 l : ] J といっても、すぐには思

いつきませんが、 ＧｪｾＡ ¥、てあげれば、デザインのt ' t

が良いという点て' は、 J.!ミ京の代 1: 山集合 Li:l i'; のr，li

ｓ ｉ ｉ￬ ｾ ｈｉｊ 、近 いところでは 神 戸北野町のローズガー

テ ーン、 ｾｴ 別アレイなどカ ぜあ ｬ ずら ｴｌ るでしょう 。 し

かし l山j Ji とも、非常に fl liJ.Itの7，' ，'; 1.- 、ノ、イブローなテ

ナントがはい って いたりして、われわれf . I ! :l ( には

j!i:つ' きにくい感じがします 。 むしろ、日常生前か

らかけ離れた ｾｉ ＺＺｉ を つくることによって、 Ｗ T "  

Y ヨン1 " ' 1 : を際だたせようとしていると b dえるか

もしれません 。

しかし、 511むらくは、私i宝の生i i f J の坊にも っ とjli:

L 、所に、これくらいのレベルの物が数多く存イ1ーす

るという 、そういう l瓜な文化的・ fj 会的な状況に

ならないものかなあと思 ったリします 。

2 、 3  i 商業空I l 日」と言われるものの rドて¥と

くにらt になるのは 、行Illfi 再開発におけるものです。

法本的には、 ＱＱ ｪＮ開発法 ｉ ｾ ｉ 体の持つｼ問題点が、必然

的に顕れているということなのでしょうが、 i的大

な谷h'lを知ff' l¥I¥:J1li つめこむことによるフランニン

グ上の無問、利用者の立場から 凡て のアメニティ

の不足、デザインの下手さ 、ｲ，ｲ ｬ 市日ｼ制 ｗＩ 観点 の ｾＮ

i¥V - さなどによ って、日をおおいたくなるような胞

設が、数多く往てられてきました 。 このような社

会 ＱＧＱ ーの ＧｪｾＡ ¥、地設 をつくる場合には 、l(llil の資金に

たよること、すなわち「資本の治J 1liJ によ って の

みＧ ，Ｇ［ を ｩ 且ゲコるのではなく、♀ ｔ 的な Ｉｦ ｾ て Ｇの コントロ

ールや1 >1JJJJ をもっと強めていくことが、i f ( 袋て" あ

ろうと思います。

これは、 J抑制発にかぎらず、ここでいう「商業ZE

IflI J のような、私的所有でありながら相会 (1刊1: 絡

の Ｑ ｾｬ ｬ，Ｎ 、ものについても同じことです。 ￭ ｩｦｦｩ 業 ｾＱＺＺ ｬｊ

の中に、向 ifif ;本などの公的機| 具iが、ハブリ ックス

ペースを !.:( ¥、あげるなり、パブリ ックスペースを

充笑することを条例斗こ低利融資するなど、 i).1JJJJ や

誘導の方法はいろいろと A与えられます 。

このような }J 向をも っ と強めていくことこそが、

1' tの高い「尚業主 1:: l J を保障するものだと 3 える

のではないでしょうか。 (  ｆｾｉ ， ｈｾｊｴｈ ｬＡ後部 ＧＺＺｗＢ ，ＪＩ



ワ イ ワ イ が や が や

東 孝 光

111 秋、 M' 悶のお "; j: と1( 家を j怒る旅をいたしました 。

その際訪ねたｾ ， ， Ｇｮ ｬ｜ ｬ ｬＨｻ谷村のなかのけ ｩ 場てＧの光 ｪｩｴ を、

かの国特有の波み切った772とともに、大変さわ

やかな印象として、今思い返しています。

この KI谷村、 IJ P J l . のJ i i去が多少i i L っ Lf ¥，、という，i'F

もあるようですが、作I也から集まった民家の数も

多〈、日ｾ ( ，品にな っており、 It む人を入れて当 H与の

生活とともに 礼せてくれるなど、 大変興味深いも

のでした 。

その村の ＧＱＧリと あたりに、 ､ｩｪｾｪｭ ｡ｲ ｫ ･ｴ Ｍ pl ace と名

付けられた広場があります 。 数料の 1( 家や簡I j i，な

さしかけ小} ぜに閉ま れ た小広場で、あちこちで1(

E京総代 、お もちゃ、お ，i Uーなどの日( が| 井] かれ、ち

ょうどお 4十時 でしたが、広場には 床 凡 が 5

t

Hされ、

|二に天必がかかり、その F でみんなが索朴な料J 1ll

とお柄をかこんでいます 。 ，ｾｴＮ ｪ ｦＧ ｬＡ は周凶の ＱＨＧＩ 誌の台

所や ｉｾｉ 先のコンロで巡られており、各人がそこで

ｊｻ ，Ｈ接買 っ た ｌ のを、 ＱＨ 家のＧＭｾ引 ｴ や外の床 凡 で食べ

るのです。 'J' ，jili fL，、たちし、おいしそうなもの 、珍

しいものを 名人 でfl :入れたうえで 、:U也の人たち

に ｾｪｾ じ つ ての 、 ＱＴＵ しい川悦りとなりました 。

』任人のセンチメンタルな心、WI もあ ったでしょうカヘ

それにしても食べる人、 i去る人 ( そして食べる場

所 、造 る場所・ ) の全体が、ワイワイがやがや

の泌然一体、' 夫に生き生きとしたコモンスへース

であ りました 。

日本の尚 ［｛ｾｉ Ｑ｜ Ｑ の ｉ 位 ｪ Ａ￭Ｚの ｩｦｦｩ 以は ＱＱ ざましいものが

あり 、アンケートに終えての縦i . Lた例も 、いくつ

も以に 4・かんでは米ます。 しかし今後の私たちに

必要なものは、そんなことではありますまし、 。 そ

の推進に熱中のあま り、とも すれば計画 の先走り

というか、計画者のお ご りというか、計画先行、

.l l悶万能の宅々しいものにならぬよう、いつも他

う人と iii る人の分自佐を防ぐように議政な姿勢を似

つ こ とでしょう 。尚いの似点、公と私の融合など

を忘れぬよう、 1'11成の立をこめてこのWIJ をお守与え

する次第です 。Ｈ， ｉＱｾＧぶ Ｉ

_ A.  

向、道端の底

- 商 業主 聞 の 現 在 と 将 米

お 気 に 召 す 椅子 を ノ

瀧 光 夫

「ぉ Ｓｴ にＷｻす」商業 ｾ Ｑ Ｚｬ ｊ 。 残念ながらにわか

に思いあたるところがあリません 。 11 1米のものは

安っぽくてうすぎたないし、 ＱＱｾｪ Ａ￭Ｚのものはへンに

ノ、リキリすぎて¥なじめなし ¥ どことも h くと疲

れる.'t.!，I，¥. . 、が先にぶつ。

外 問かぶれではないつもリだが、なぜか災 Ｑ Ｑ｜ Ｑ て Ｇ ｾ Ｚｂ

会うｪｬＧ Ｑ￮ ［ｻ［ｊ 也 氏は、それぞれに印象，ＮＮ｟Ｉ ［ かく 、 また ｈ ｾ

かけたいところ l i かり 。 ニューヨー夕 、サ ン 7 ラ

ンンスコ主どのダウンタウンのわいざっきもよい

し、北|伏 mldi の l' n' かで小 ぎれいな i.h戸i む好ま しい 。

{主 主eけてられー楽や人の戸がイ 1 :ダタミにコダ7 する

I朽l伎のひろばむけ っこうです。

いずれにしても痕れる、思いがありません 。 そ 7

いう必、 ＱＱ Ｔ＼では ｊｊＡＮ 行 Ｑ Ｑ あたりのｾ Ｇ Ｎ，Ｚ j 血を，.. _);ら .._) : らしなが

らいろいろなお I，!; を眺めて Jかくのは良 'l'l の尚 $'七

I:l J といえるでしょう 。

2  JJ I . 仰の，fli ｾ住宅 ｉ Ｑ｜ ｊ 一般についていえることは、

陽光がない、新鮮なｾ＿Ｚｾ Ｈ がない、 ｾｊ がない、 イと が

ない、水 . ＢＨ｛Ｗ｝Ｈ が ない、 ｍｪ ｾ 五 ｉｊ がない、そして何よ

リ休む ところがない 、生前に とって 必要なも のは

ないないつr< し 。

そうでなくてもペタンと座りたがる悶民性にして、

腰をお ろすところがかくも少ないのは喫茶開 業 者

の陰謀であ りましょ うか 。 ( それとも 建 築 家 が ピ

ル に 熱"1
1
のあま りベ ンチ の予tl ーまで食いつぶして

しまうのでしょうか )

やむ主〈入る ｬ 喫ｻ， ｾｉ ， Ａｩ は ｻ＾ｻ すぎるかだすぎるかの・ Ｔｦ

ｩｾ ， ｜ｪ 。 せまい 灼 ｦ 、不 安定な 机、 そして ｌＡ カ九、たく

なるはどの内決。 とても家紋、友人とゆ っ くリ余

暇をたのしむムードではありません 。

，1ft もが、無料でゆ っ くり腰をおろせる場! 析が 打Ildi

に は 不 IIf 欠であリます。 ( この 1EI にも床凡、帰れ

とい ったものカずちゃんとあ ったのですカつ

行Il rJi の '1' に「お% に η す J ｾ，ｾ＠ [ーをみんながもてる

こと 。 それが人の生活をよび込み、定イf cさせ 、ひ

いてはl 1l l' l の 特色 をもった令HiI がつくられていく

もとになるでしょう 。外国の mldi が 、 な 外に J庄れ

ないのは、この '1'. (，' ;! ぷのゆえと忠われます。

3  以 上のことは 行11，li に かぎらず 、ihj ，にも 山に も

凹 l羽にむいえることで、人カ f ゆ っ くりと{ ，! IL'f HiI で

も休める場所をきちんとしつらえていくことが、

なによりも，必袋一五ことと思います 。

今 や 1:1-1>: 全体 が 安手の開業常川化し つつあ り、 7

イカーの0 ] ' だけが、 「在、の場所」とな り、 そこか

ら眺める光 j止のひどさはコうもオロカ、というか

なしいことにな っています。
111徒然
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- 商 業 空 間 の 現 在 と 将 来

商 業地 区のビジョン

富 安 秀 雄

1  高山市の中心i商業地区。 ここには、刺市もあ

る。中心 ili i行地であるが、ごくひ っそりした機丁

があり、そばや、うどんをゆ ったリしたスペース

で売る析があ 1) 、兵 )JFi 屋があり、伝統工芸の) ;! ; が

あリ、自 Ｑ Ｑ 心 ＨｬｾＩ シヨ ソ ピングがある 。 む らろん土産

物屋も多いが一一。 街角には、た' ん ご を 光 る 仰17

もあり、 ，t，心を ifiUL る宮川は、水も澄んで勢いよ

くifiUL 、水 ifit のゆえか、馬鹿にスマートであるが、

鰹が沢山 i'K' 、でいる 。 しかもこれらの附が、はぽ

歩行闘にコンパクトにまとめられておリ、こうし

たゆとり 、 多機さ、周辺や街中の向然環境のよさ

と、! ぶい後1'f 人U に交えられた !仮やかさがよ L 、。

2  商 業 ｾ ｉ ｉ｜ ｊ を公的なな義てゆ捉える視点、アメニ

ティで評 flUi する税点は正しいと思うし、またこれ

からの 布 ＱＱ Ｑ 打 の尚ｾｾ ｉｩ ｜ｊ は、かくーあらねばならない 。

商業地区計画を行う人々は、おそらく、こうした

枕点を持 って計幽している 。 しかし新しく tH来た

商業地区は、どこも 、|司じような計画で ( と言 う

ことは、すべて悲いと 言 うことではないのだが) 、

いかにも、せせこましく、ゆ ったりとした i商業総

訟はすくなし、。 ちょ っとした商業地区でも、広場

をとり、 l( ri ( 11 、空川を自IJ ろうとしていることは、

進歩だと思うが、肝心の尚) ; 可は伏〈、 M. み作 って

いる 。 たまにすいている I;!; は、営業不振の! 円であ

る。....・これは、商業地区が公的芯:設を iiZめられ

なカ ｦ ら、 ＱＱ 司々 の ｩｦｬ￮ ｲＮＡ［に、公自 ｾＩｴ 左 ｄＡｊ がな く 、 ｉ 也ｻ凶に

弘子ト った生産性が要求されているからで、新風i商

業地区に、 ｉｾＧＺｪ 山 の 中心商業地区 の ような ゆ とりが

ない のは、まさにこ のl ，( にある 。

気持ちよい ｾＮｦｪｾ 施設、多様な業純、それにコミ ュ

ニティ地設を設u 1 することと、地価iや、施設コス

トは矛! 行する場合が多 L 、。尚業地区が、行11di の公

共的地J } t であれば、この矛 j行を解消する手だてが

巧えられな くてはならない 。例の尚業車正常者に、

コミ ュニティ施設として、住民サービス の現場11
(

当者とし ての n党が心裂であることは、 百うまで

もな L 、。

3  商業経1:¥. "fi がノド腰を入れて商J内経営を行うた

めには、行政として広い地域にわたり、商業地設

の将米梢氾! をぷす必要があろ う。 行Ilr打のl t I i全地域

や、税制i I 椛氾! と平行して、開業焔訟についての、

ビジョンが、適当な I¥¥J 隔をおいて検討され、公表

されることがぜまし L 、。 またこれに法づいて、新

規商業施設終備について、行政が介入し、規制、

誘持する心裂があ 1) 、わが国においても、すでに

こうした行政を尖施している都市がある 。

Ｈ ，ｪ ｪ 詰ｉ￬ ｍ ，ｪ ｪ 開発ｬｩＡｾコ ン サ ル Ｗ ンソＩ
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すべ

気 配 を 生 む 術

牛山 勉

「商業空間J の本質は く主t自己〉ではないかと思う 。

向こうに何かがある気配、何やら楽しいことがあ

りそうな、気配、今とんでゆかないと肌しそうな

気配 … o

これがっくり 出せたら成功である 。

おなじみの縄のれんは、この意味て' ニクイ仕掛け

である 。チラチラと内部の様子が比えがくれする 。

においも く気自己〉を生む有力な武線。ついちょ っ

ととし、うことになる 。

〈ノイズ ・パーテイシヨン 〉 とし寸造誇をつく っ

て 見 た 。 ｾ ｊ ｯ［ 務所の近くに、すこぶる繁盛している

肘酒屋がある。相当うるさ仰の彫刻家なども名古

屍へ来ると必ずここへ f.J U Lる。

この空間の良いところは、 '"1;:; に1的以の状態で人の

おしゃべ 1) がワーとこも って、どこに肘ょうと適

! 交のプライパンーを自然にもt 供してくt L るところ

にあると思 っている 。隣にだれが肘ょうと戸高か

に、かなりひわいな話も平気である 。' 1! t 全体がつ

くリ出す縁と無縁の騒音である 。 これをノイズ

ノぞーティシヨンと名 づけた 。

戦後生まれたいくつかの娯楽の中て¥ パチンコだ

けが生きながらえているのはこれだと忠、う 。

卒業設計に I也I J の駅前揃脂街の改造計画に取りく

んだ学生が、実際に足で調査してみて、而白い報

管をしていた 。その樹脂街のやに ぎわい l度H は、

l巧先の道路を商zR，がどの くらい不法占拠している

かで判断できると 。東京のアメ燃にしても築地の

場外市場にしても、京都の錦小路にしてもこ の意

味で、商業空間の正統派である 。築地場外の屋台

風奔しｾは面白い 。 仕事局のままでＮＱＱＮ｜ Ｎ 屋 の 兄ちゃ

んが、ちょ っと腹ごしらえと寄 っている 。 ネタは

最高だが、腰をかけている場所は歩道の上である 。

欠配を生み出す術は、伝統的な大阪商法の中から

いくらでも学ぶことができると思う 。 ただ、こう

した角度からの認識がたらなか ったのではないかィ

だから時流におされて、地下街に沌や小川をつく

Ｑ Ｉ 、聖 ｉＮＮ ｲＮｾの声をテープで ｩｪｫ すとい う 必をおかすこ

とになる。 ( ウンヤ7 設計研究者主宰)

京都 ・錦小路の市場

キタとミナミ

太 田 隆 信

大阪の場令、何事につけても、キタとミナミが対

!!(l. 的に論じられていますが、商業空間の場合、も

ともとミナミが大阪の中心て¥キタはミナミへ出

て行くためのターミナルにすぎなか ったのです 。

だからキタの郊外の人々は、日常品 Ｈ ｉ ｾＩ な貨物はキ

タのタ ー ミナルデノ マートですませても、ちょ っと

公の必る口物にはミナミまで出かけるというのが

本来のハタ ーン でありました 。 食料品に強い阪急、

呉服物に味のある大丸、市ｽｾＮＩ屋などというのはそ

うい った伝統を受け継し、でいると 言 えましょう 。

に阪の郷市圏もそ の位 j支のスケールて' あ ったわけ

です。

キタがミナ ミとII J を並べるようにな ったのは、後

1'fl 也、それもミナミまで出かけるにはそうとう頑

必らねばならない距開tのあたりに、人口が台、1 ¥' 1し

たことが、 11立大の原因でありましょう 。 そうい っ

たヒ ンターラ ン ドの 人々のニーズに答えつつ、数

寄hlt品J市を媒体にたくみなイメージア ップ作戦を

!民 IJl. J した阪急商法のたくましさも、原因のひと つ

に挙げねばなりませんが、やはり急激に大きくな

ったことが、キタのtt 格を、いわゆる街らしから

ぬものにしているのではないでしょうか 。

阪急梅凹思) - ( を "1'心とする絞合ビルと地下街が街で、

J也上のいわゆる間病街が今ひとつ雌リ場以上のも

のに fi ちにくいというのは、やはり中絞的な商業

ｾ ｉｬ｜｝ と しては問題です 。 やたらビルに何々街とい

う:f，をつけているところからすると、そこいらあ

たり の こ と、みな十分に、認識しておられるので

しょ う。 今後ど う発展してゆ くのか、大いに興味

のあるとこ ろです。新しい商業空間が生まれてく

るのかも知れません

一 万、ミナミは商業空間l としては永い伝統があり、

いわゆる大阪の l味があり、今でもミナミの }'j がず

っと商いの奥が深いなどと 言われています。 その

ことには共存ありませ んが、今目的な視野で見直

す必要がある のではないでしょうか 。かならずし

も昨今の 、いわゆる机市生活者のニーズと合わな

い聞もな くはない、さりとてそう簡単には伝統を

変えるわけにはいかない、なんばシティーの出現

は、そ んなミナミのジレン? に、ある径のな ぐり

込みをかけたということ立のでしょうが、これか

らど う行ってし、くのか、これまた今後が楽しみで

す。大阪の場介、キタとミナミは、商業空! 日! とし

て、ま ったく災な った観点から、今後の展開が本

当に楽しみです。 見ものです。 ( Jfi 介ill 築研究所 )



住 民 を 都 市 に 呼ぶ 空 間

辻 野 純 徳

1  ・阪急悔回ターミナル

国鉄高架線との交叉で不可能であ った路線の拡充

を、欽軌道を 200mも締め .trl線を可能にし、その

跡に 115 .000mもの商業空間を生み出した 。 その

利 と、 利用者 をより歩かせる償いとして、思いき

った空間を内部通路として還元したことが、泣か

な空間となり、利用者の不平をなくした理由であ

ろう 。

パロ ック調の旧コンコースから、阪急行11: 応とク

ランドビルに阻まれた l幅 18m、長さ 150mのモー

ル( 張りぼてのアーチや早仕舞の銀行のフロント

は淋しいが) に表を向けた百貨庖のベイウインド 。

本屋、ショールームなど時間待ちにも好都合で・、

幅 100m、延長 400mもの、 111 を入れない大商業

空間! の相hとな っている 。

fflJ 凹地下街、隣接ビルと、地下鉄 ・阪神- 国鉄など

5 駅のターミナル等との接続点、 三番街 ・ターミ

ナルビル ・グラントビル ・百貨庖など延べ 360. 000

111
1

と、広いふところをもっている 。 さらに、周辺

の卓に占有された道路には、背をむけたようにそ

っ気ないのも、その定〈図カ咲[1れ るようである。

・ ｬｲｬｾ 小路通 Ｈ 針 Ｑ の市場 Ｉ と先Ｚ斗町

小路をはさむ両fUi Iの建物内の雰囲公が、錦では l威

勢のよいかけ声とともに、先斗町ではファサード

は静かた' が内は| 品j いて、道行く人i主の肌身に感じ

られる狭さを保っている 。

2  都市すべてが商業空間と思える者11市づくり、

公共的空間をとり込んだといわれる商業空間づく

りは、量産量販のためには使い捻てや流行おくれ

を生む広告費や在庫等の危険負担などによる間接

1'( の増大とともに、利用者にそのつけを廻してい

る。結果は永続きのないものとなる。

シカゴのステート街は車中心から人間中心 のモー

ルに改造中で、都心 lこ再び人が住むことにより都

市を娃らそうとしている 。そこに本当の商業空間

が生まれる 。

住民を有 ＱＱ 心 に呼び戻す都 ｲｬ￯ づくり、 Ｗ 良Ｇｾｾのない物

と空間が、これからの商業 ｾｉｈｉ の条件となるであ

ろう 。
( おlijll 也築・} ( 務 J荷)

商 業 主 義 の 反 省 を

山 崎 泰 孝

われわれの周辺は戦後の 2 - 3 0年間て¥大変楽し

く、賑やかな J! R¥: ! 去を生んできました 。街にはネオ

ンが、 ｾＧｦ ，反が、商品が、広場が Ｎ .. と資本主義に

支えられた商業釜山lカ九、 っぱいです。確かに i首公

があり、人 11.¥1 らしい雰囲欠をつくっています。 し

かし、一万、人 tHIは般かに己れの人生を巧え、先

人の生んだ文化を学び、将来の文化を思策する ZE

聞が必要ではないでしょうか。

共産閣の者I1di や経済的ili"'}J の止 ってしまった古い都

市を訪れたことのある人は、いわゆる商業空間の

ない都市が、どれだけさ っぱリとして気持ちの良

いものかを感じたことだと思います。今、私は北

| 塗の過疎村を訪れることが多いが、そこにも商業

空間に阻害されない美しい風景を見出します。 そ

して、人々の集い、語 1) 、楽しむ生きた空間が卜

分あります。

現夜の日本の百11市は、本当に人間が必要とする情

報や品物の数 i六もが、ただただ動きまわって人々

を疲れさせ、地域文化を踏みにじり、己れの人生

を忘れさせているように思います。

デザインとは必要松小限に務理することだと思い

ます。余計な装飾や、アーチや、建物の凹凸休止

1: 1ペヨ

めたいものです。 白いアーチのスペイン風が流行

ればそればかり、レンガが流行れば、また、都市

の風景ーをそれで埋め尽くさんばかりに 、みんなが、

まねをする 。建物は者相都|目i市の風景をつ< 1リ) 人、人 ra

心心、の庖風L茸景2を主塗E りカか、えていることを忘れないてでF 欲し

し、。

近代主義が否定してきた過去の装飾を、単純に懐

古主義で利用しないで、現代は現代の材料と技術

て¥今後の日本の様式を、地域文化を 、そして商

J苫主の新しい間業作法を育てて欲しいものと，思い

ます。 ( A ｚ イ ン スティテ ュ ート現段ＮＱｉ ￯ｬｾｩ ， ｊｦ Ｚ 允 ｪｩ ｊｦ所以 Ｉ

阪島ターミナルビル

ヂ量笠
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制御される側からの発想、

遠 藤 剛 生

1  サンフランシスコのキャナリースクエア一、

ギラデリースクエアー。港を背景に過去の歴史の

灰を重ねたこつの工場が( チョコレート工場、缶詰

工場) 、新しいショ y ピングセンターとして再生し

ている 。二つの工場は 、お のおのが古い文化 のコ

ードと新しい文化のコードを絡ませて、多くの新

しい意味を生み、数多くの市民や観光客の一人一

人に対し、ただ単にショ ッピングをするにとどま

らず、数多くの事柄を{ 云え、サンフランシスコの

新しい文化の一つめ中心を成している。とくに ihf.

を背去にした土地の特性を生かしヒューマンスケ

ールを認識し 、建築 と周辺環境が一体をなし、非

常にアメニテーのレベルの高い商業空間l を形成し

ている 。

2  最近の具体例を引け l;f、 22中ili 寺内地区( 緑

地公図 ) に見る住宅と 商業施設の一体の姿、また、

当節流行の駅前再開発、そして名地に雨後のたけ

のこのごとく生まれるスーパー7 ーケット、どの

一つを取り上げても常に市l糊する fll リからの一方的

立tl[ 1 し付けに過ぎない。これら一連の背裁は、力

の 構造 が 似底に存在 し、また、市民 ｴｾｾ 減は環境に

対する理解が滋〈、環境コストが商品コストにイ寸

1JII されることを望まなし、。 しかし、この状態から

健全な新しい文化を生み出す可能性は無い。行き

つく所まで行くのみである 。ただ、物の先リ貿い

のみの場が商業空間とは言わないと思う 。

3  今や都市の全体像を f小、 てみても意味がない。

法的な誘導も全< l¥IH寺はできなし、。 しかし、現実

に新しい町は生まれている 。今、われわれの言え

ることは制御する側からの発恕にとどまらず、市IJ

御されるf I ! リの発想も含め、! 被りなくレスポンスを

総リ返しながら計画を進めない限 1) 、1リ1-[;)(: は'"{(s.に

単純につながり、コモンスペースの一つも生まれ

ては来ないだろう 。 Ｈ Ｆ￥ 長剛ＧｴＺ Ｎ ｩｬｬｾｬｬ 止 ＮｉｉＢ ｽ Ｇ 務所所 ｬ と Ｉ
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庖 舗 自 身 の 魅 力 を

吉 村 篤 ー

1  飽ｘＡＮ ￟ｾ の中で定義された「商業ｾｉｩ月 ｊ を私な

りに整理してみると、建築空間の良し悲しよりは、

!古書m等の集合状態が整 っていて気持ちがよく、ま

た共用部分も紫直で抵抗のないものと、建築2E聞

が優れていることにより商業施設としての価値が

高ま ったものと、との 2Hi 類に分けられる 。

前者では阪急三番街、サンチカタウン、〈ずはモ

ールなどが比較的良くできている方であろう 。 こ

れらは建築そのものは特別l どうということはない

が、これらの施設に無理なく入 ってゆくことがで

き、安心して只物や飲食ができるという雰囲気が、

全体としてよい印象を与えているのだと思う 。 し

かし各庖古 ｉｩ は Ｑ Ｑ ｾＱ 性がなく平均的すぎて、 ｩ Ａｩ ｩ < 容を

ひきつける魅力はあまりない 。

後者ではソニータワー、ローズガーデン、フロム

ファーストなどがよし、。 これらは建築そのものが

優れているのと、立地条件の良さが; 拶糾して、各

ｬ 苫舗の魅力度がよりｾしているのではないだろう

か。

2 、3 新しく計画された大規棋商業施設は、どう

しても強い魅力に欠けるものが多い 。むしろ肉然

発生的なものの方が個性があり、公共性などがな

くても十分間業施設として魅力がある 。 たとえば

京都の河原町 一木屋町一先斗町の界限は、それぞ

れの通りが特徴のあるい顔" をも っており、適当

な距維をおいて A 給されているため、公共性とか

コモンスペースのあるなしにかかわらず魅力度の

高い商業主fiil とな っている 。 また大阪の心斎橋筋

も例性のある庖Si I i の集合体て' あり、背後に飲食I市

街、御';;UjJ j などを使えているため、全体として魅

力あるものとな っている 。

これからの商業施設は、パブリ ックスペースを設

けることも大切ではあるが、宿命I i 自身の魅力が高

まるようなアイデアやデザインが要求されてくる

のではないだろうか。 (主II 築環境研究所)
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土也士或のコミニティのオ亥

増 田 靖 仁

1  私の好きな商業空間の一つは、サンフランシ

スコの帆ザ ・キ ャ ナ リ " で す。古いレンガ造り

の縦詰工場を改造したショ ッピングセンターとし

て、かなり話題になり 、サンフランンスコの名物

の一つになっております。

アーケード、エスカレータ一、外部エレベータ一、

階段、受中廊下、バルコニ一、 i度り廊下 、中庭等

々あらゆる装置を使 って変化におんだ空間を作 っ

ています。人々は商庖のウイ ン ドウやカフェの看

板を探すのでなく、 EE閉め変化を楽しみながら、

匁l らず知らずに s '  c 内を回遊してしまうように

作られています。 人の3i 円己が絶えず、人が人を見

て楽しめるような場が作られています。広場の限

では、似顔絵摘さや、 パ ントマイム、ギター弾き

などが自分の芸を売っています。

近くのフィ ッシャ 7 ンズ ワーフと並んで、楽し

いぶらつきのための小路て' あり、うまい物あさり

の坊として親しまれています。

2  近来、商業抱設に広場やシ ンボルゾーンを取

り込むことによ って、より快適な商業空間を作る

ことを試みるものがt ; 1 えはじめてきました 。 しか

しそれらのほとんどは、商業施設!日lの競争激化に

対処するための手段として計聞きれているようで

す n

ザキャナリーの出没自在の空間は絶妙である (r. +  u  J より )

，む多ｾ ［Ｑｾ
…w  

{. ＮＯ，ｾ＿Ｎ ［＠
ユ〆

，ψ  

/ '  - 快適な商業空間l を作らなければ、人が集まらず競

争に負けてしまうという傾向は今後とも激しくな

り、ますます快適さ、新奇さをねら った商業空間

がJ i 刊日してくると思います。土地の値段が高い日

本では、続済ベー スのみで与えられ得る商業空間

としては、おのずから限界があるように思われま

す。

人の. J t まる商業施設を作ることと、さらに約極的

にその場を利用し、コミニティセンターとしての

場を作りあげていくことが出来ないでしょうか。

商業施設に限定せず、公園、広場等の公共的な役

割をつけ加えたス ペースを作ることが余裕のある

商業空間を硲保する 一つの方法になると忠、います。

多微なニードを持った人々が自然に集ま って来る

場所がおのずとコミニケィションの ff つ場所にな

り、地域のコミニティの伎になると思います。そ

ういう場所が脱娘、地域の大小にかかわらず、こ

れからの出まれる商業空間lであると思います。

(KJ l エム デー建 築'1>務所所長 )



商 業 空 間 批 判

北 島 道 生

〈建築の世界〉では、 く環境><計画><造型><技術〉

などの話題について、あたかも〈建築〉が自律して

存在するかのような錯覚の 中で治々と論ぜられ、

そのく存在目的〉ゃく関係経済〉などのインフラ ・ス

トラクチュア ーは、ほとんどいつも忘れられてい

るように見える 。

もちろん 〈商業〉がく商業空間〉のインフラ ・ストラ

クチュアーであるわけだが、そのく商業〉の機態は、

〈業務分類〉ゃ く立地〉によると言うよりは、その

く利益生産性〉に支配される 。〈商業〉のく商品原価〉

と言い、 〈業務経費〉と言い、 〈利益〉と言い、当然の

ことながらすべては く勝賞者〉によ って購われるも

のである 。〈 商品原価〉はく商品生産者〉が決めるも

のであるが、〈業務経費 〉と〈商業利益〉の大部分は、

競合と淘汰の結果として く購買者〉がー賢明である

ならば 一決定するものだろう 。本題の く商業空間1>

の性質について、経済的等価な く空間特性〉も考え

られないわけではないが、 一般には、より泣かな

空間性はより高い経済に支え られるのが普通であ

り、そ の高い経済とは、より高額な く業務経費〉に

はかならない

そしてそのく業務経質 〉を購うのは、 〈購買者〉以外

にはなし、。

〈購買者〉はく商業施設〉て <商品〉を購入するのか

く盟かな商業空間〉を楽しむのか、あるし、はどこか

中間である のか。

いずれであるかは、 〈購買者〉だけが決め得る 。見

方を変えて く商業空間〉を、単なる 〈商業施設〉の周

辺と考えずに 〈都市空間〉の一昔11 と考えるなら、そ

のく 地設投資〉はそ の都市の〈形成者〉全体が購うこ

とになろう 。その場合にも、 〈商業空間〉を く者11市

空 lif l> の主要な一部と看るか軽い部分とすTるかは、

〈商業〉自身ではなく く都市形成者 〉総体が決める 。

〈商業空間〉がどの JI 順位を占めるかが問題となり、

当然それは 〈商業〉自身が定め得ることではない 。

他方〈商業の利益生産性〉の高低は、業務の効率性

と商業総体の従業人口の大小にある 。論証の裏付

けを持たない 印象であるが、旧大阪市街地南部か

ら尼崎を抜けて 神戸西部に至る国道 2 号線を主と

して見られる、 何十キロかにわた って延々と途切

れない路線商庖街、このような例は他のどの国に

も見られなかろう 。つまりは商業従長人口が過大

なのではないだろうか。

このようなく莫大な商業地殻〉では、 〈業務経費〉と

く利益〉 は分散されるので、多くの場合、乏しい

く業務利益〉と貧しい 〈商業空間〉しかもち得ない。

それでも 〈購買者〉は総体として高額な く業務経費 〉

とく利益〉を負担させられる 。く 過剰な商業施設〉は

く購買者〉にと って、近説的には便利かもしれない

が、結果としてあまりに高価に過ぎよう 。現在の

く商業全体〉を整理しなければ、好ましい く商業空

間一般〉は生まれまい 。

その状況の 中でわずかな例では、かなり豊かな

く商業空間〉があり、 〈秀れた 〉とは 言 わないまでも、

〈高価な商業空間〉の非常に多くは、 〈輸入販売業〉

によ って支えられている 。現在この匡での く輸入

♂z最終価格〉は概念的 lこ、原産国の市販価格の300

% と思われる 。原産国でも当然、相応の く流通経

1l( >  <業務経費> <利益〉 は計上されているのであ

るし、輸入は市販価格で成されるのではなく、そ

れらの経費の大部分と小売り 利益の発生する前の

卸売り価格で成される のであり、いかに輸送経費

や輸入関税が存在しようと、そ の価格差は異常で

ある 。

この価格差は、ひとえに く脇氏者〉の』異常な舶来袋

持に支えられて、それを助長すべ〈異常に高額な

く商業施設投資〉を促し、 l苫舗当たり販売数量は必

ずしも多くない ので、全体収益性はそれほどよく

はなく、したがって呉常に高い く販売利益率〉を生

むし、生まざるを得ない 。

いずれの場合にせよ、この国の小売庖の過半は半

実際には抽象的な概念固定ではなく、個別にどの | 遊休状態に近いのではないか。

く商業空間〉が重要な く者11市空間〉であり、どれが経 |  これ らく輸入品販売業〉の過半は、この国の未婚女

- 商 業 空 間 の 現 在 と 将 来

さ まよい一 一時 間

光 安 義 光

私も最近地方都市で、ささやかな商業空間を与え

る機会があり、いくつかを参考に見学したもので

ある 。

このたび、協会が企画した原因も、今私どもが現

状に欠決していると感じていることとも共通して

いるように思われる 。

経済成長の大きなエネルギーの渦に巻きこまれた

商業空間には利益優先、売買面縦の合理化が先導

され、お客様は神僚だと棚上げして、パタリーの

雌鶏なみの卵を生みだす仕掛けにのせられていた

ものである 。

欠洛苦11分とは何か? 客の心情的創 Ｇ ｊ ｾ だと思う 。

さまよい ( 初f皇) の径路の喪失である 。個人の歩

行総は 一直線ではなく、ふらついているものであ

る。これはゴキブリ徽丁的である 。 そこに庶民の

生活感情がしみこんでいくものと考える 。統計や

集同のf f i 1J 線には、あくまでも合理的機能や災害交

通などが第一義的に取り扱われるのは無理 もない 。

例人! 長官j の起伏、哀歓の心情的空間表現は償丁的

空間になると巧ーえる 。それは、 さまよい であり、

愉しみの時間となる 。

っ き:' ，こは、空の見えることである 。f干をやドばして、

|井lけた快さ を求める庶民は、都市( 造 られた 天) の

下であえ ぐの である 。ああ ZEが欲しい 。

商業空間1であるためには、利益先導型となるに i丞

いない 。そこでは、せめて、庶民の悩みとよろこ

びを併存してもらいたいものである 。鮮の 中での

{ 問の尊重に芯: を払わねばな らない 。

洗練された情緒、さまよい の愉 しみを回復せねば

な らないと思 う。

一 人のお客僚は神様だグ

( l . I l 築家 )

いく都市空!日1>であるかという個別判断の必要が生| 性によ って支えられる 。彼女達の大部分は、たと I  ( 占段よリ )

じて来ょうが、それでも総論としては前段の一般 | え相応な自己収入があ ったとしても自己の生活必 |  い、 。

論が子Eねわけではない。 I 要経費を負担せず、だか ら可能な限り の 出資 を 呉 | 当然〈未熟な彼女達うは く同 様 に 榊1
1的に未熟な彼

〈者
11市空間1>には く商業空間〉のほかにも、公有/ 私 | 常に高価な輸入品購入に当てる 。 こ れ は 他 の 国 で | 達〉によ って圧倒的支援を受けているわけだ。

有、公営 Ｏ 私 営 を問わず公共利用を 主 ｉｉｲｾ とする | は見 られないことであり、この国の女性全般のく 経 | すべて は循環の上の事象であり、そ の断片事象を

く文化施設> <娯業施設> (辺動施設〉 、公! 湿などの| 済的非独立〉と〈精神的未熟〉 を意味し、 三段 論 法 | とやか く議 論 して も意味はな いし 、か といって循

〈恕い の空間1> <交通空 IIf l> 、都市の過半 を占める| 的ではあるが、この固めく高価な商業空間〉は彼女| 環全体を論議しても、これまた不毛である 。すべ

〈住宅地> •.• e  tc  .， な ど が あ り 、 す べ て に 山 仕 笠 | 達 に よ って支えられていることになる 。 I ては剛甘1による変成にしか期待できなか ろ っ。

間性を進出 できればそれに越したことはないが、 | このような不健康な4油 に よ る あ だ 花 が た と え 美 | ただ、そ の時間を長くするか短 くするかが人間lの

現在のわれわれの経済はそれを直ちには充足し得| しく みえても、それに価値を認めるわけにはいか |  叡知と努力である 。

ない らしい 。そこで必然的に優先順位が生じ、 | ないし、そ の ようなあだ花を求めるわけにもいか I  ( 北品道生アトリ エ( 1級挫築上 事務船 主 宰 )
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- 商業空 間のありょう

1  . 都市のシンボルの創造

r.JI di に $Ir しいシンボルやランドマークの役 '，1刊の 'kするようなホテル

や Ｑ ， ｬｩ ｾ Ｑ Ｑ￬ など の 阪イトビルとそのｐＮｩ ｊ ｬｬｴ ｬ 。

大阪マルビル ( 大阪 ・梅田)
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- 商業空間のありょう

2. 界隈空間の再生

111 界山を i<がえするといJ 11.')' に、新しく広場やストリートファニチャ( ベンチなと)

をぷ出するなどして変身したもの もちろん、，'i' 、住物の |人! 日1¥を改 j立して保有ーのー

形式となる場介も合む。

道頓掘( 大阪 ・南区) 道頓堀 (同左)

面. ぜ ，ＮＮ 、 ｾ ( 晶‘

i 但

倉敷アイピースクェア( 岡 山 ・倉敷)

f  ｾ＠





- 商業空間のありょう

3. 建 物 の 足 元

ホテルや7 ンン ヨンなど ι 体化した J，'; ' ( i，";<; ｬｩｩｊ に 対 する 比 ｬ じ の サ ービス Ｑ ， Ｑ ｩ ｾ Ｑ Ｑｩ なとが ｦ ，ｪ，Ｚｽ 主よくデザ

インさ7 . L たもの。

新宿 三井ビル ( 東京 ・新宿 ) 三井アーバンホテル銀座( 東京・銀座)



森下製薬本社ビル外観( 大阪 ・道修町)



- 商業空間のありょう

4. 交 通 結 節 点 の 商 業 核

鉄道駅なと' の大量輸送の交通結節点につくられた商業核。



- 商業空間のありょう

5. ドライブインショッビング

モータリゼーシ ョンの発注で、普必ずしも交通の要衝でなか ったところや、 密集地区を外れた

ところに立地したドライブイン形式の ｊ ｾ Ｇｦｾｩｉ￬やその集介体がコモンスペースをもっているもの 。

西武大津ショッピンクセンター( 滋賀・大津)



- 商業空間のありょう

6. 定型から脱皮したニュータウンのセンター

{ 主宅地 をfTJrt にして 耐 業地設の集4f fが 子めコモンスベースを 比こ ん で:汁Il lI j されたらの

ｖＯ ｾ＠
高蔵寺ニ ュータウ ンのサ ンマルシェ( 愛知 ・高蔵寺)



ｾｲ＠ ｾ＠ ｾ ｜＠

秋

の



- 商業空間のありょう

7. ファ、ソショナブルなもの

低層のアノ、ートにファ γ ションｲ，ｬ ｩｾＱ Ｑ￬などが車 ＱＱ み合わさって、小ｉｊＡＮ ｴｾ

ながら全体の秩序ヵ、あり 、挫築デザインもファ y ショナフルで、新

しい界限笠 ↑ ＱＱＱ をお ＱＱ リ ｉｾｉｉ ， しているとでも呼べるようなもの 。



北里子アレイ( 神戸・北野町)



- 商業空間のありょう

8. 大 規 模l吉舗

ｊ､ 見校 ｬ ， ｬｩｾＱ Ｑ￬が、 ｌｌｉ 川 Ｑ［Ｑ［ lif と結子干して全 11>: がシ ヨソ ヒンクピルとな っ

たも の

このt; f. の'び }'I '止、制 lIH'il :Lf J t によるも ののは

かＺＮｩＮ つきの 制ｦＺ， ｾｴ よリづ ｛ＱＱＱ し ま し た

「 新 ， 社 ｬｾ ｊ r- ill 築文化J rr.li rl i{ i'-七J ｲ ｬｦｾｉ ， Ａｩ＠

位決J f-illli'¥作J rm築1IIIi 判urぜ築とト| 会」

rs  DJ  



- 中国を訪ねてく 2> 一一 王 柏群

北京ひとり歩き

地 方 か ら の と 京 行 ら し き 人 速 の 往 米 が 目 、 工 ち

ま す 。 古 い 木 造 の 防 舗 が 多 い よ う で 、 フ γ サ

ー ド を 塗 り 伴 え て い る 行 い 久j性 塗 装 仁 や 老 桁

建 物 を 解 体 中 の 大 仁 の 姿 を 見 か け ま し た 。

＾Ｑ ミ風市 ｊｴ ｾ は 只 物客Ｚで ｩｲｾｾ ｩＮに ｊ 盆れ、人民日制 ｩ

ホ テ ル の ロ ビ ー に は 万 里 の 長城 や 11) j の' . <. E陵 社 の 前 のt/ j ¥示板 l阜 県 山 の 人 だ か り で す 。 北 京

な ど 、 旧 以 巡 り の観 光 パ ス 案 内 が指 示 さ れ て 百貨! 万もこの辺りに r( 1 I して建 っ て い ま し た 。

い ま し た 。 早 朝 ホ テ ル を 出 先 し 、 夕 刻 に 戻 る とある小さな ｉ ｉ ｾ Ｇ， ｬｾ へ人り簡 ｩ り ｉｮ￬ 英科技剖典

のですが、 三 食付 き で 3 日/111 の 1'( )I J が70元 と

， ｉ ｾ いてあ り ます。約 Ｘ ＰＰＰ 円 ほどの参 加賀 てＺＧＪ ， Ｇ ［

.f1'Ii : ムいのですが、差し当た っ て の ス ケ ジ ュ ー

ル と し て 、 建 築 関 係 の 懇 談 会 が 2 11 後 に き ま

り 、 税 湯 川 戸 の n程 も ほ ぼ 決 定 し た の で 、 、 'i

分 は 参 加l を見合わせ、 f"J よ り も ま ず 待 望 の 北

京 の ま ち を ひ と りで 歩 く こ と に し ま し た 。

Ｚｊ ｾ ｽ ＮＭｬ ｩ で ｾＺＺｲＺ った 北 京 市 区案 内 図を拡げると、

兵 っ 先 に 目 に つ く の が1;文宮 博 物館と天' _ i ，: /"J で

す 。 周知l の 通 り 故 宮 は 普 の 紫 祭 城 で あ り 、 北

京 城 中恨 の 広 大 な 地 域 を 占 め て い ま す 。 そ し

て天' _i ，: /"J は そ の 南 に あ る 正 門 で、 」ヒ{!!IJの地 '交

/"J 、 >1ミl国の 来 安 門 、 西.;;，: J" J と と も に 紫 祭城 の

4 つ の 城 /"J のーっとよのです。

11、が7( 1っ た 華僑 大 庇 1; 1:，' ;文' ;! 与のすぐ 東 寄りで、

天 安 門 ま で 約 2 キ ロ 半 、 14ミ城区 内 に あ り ま す 。

1リl 判 中 Jmに 完 成 を み た 、 い わ ゆ る と 北 京 内

外 城 仰の柿 1&は 呪 症 の 市 区 に も そ の.r，残 り を

留 め 、; R交 門 とI也'1，正門 を 南北 に車内ぶ ι1"心 'li llJを

境 と し て 内 城 側 は東 城区 と 凶城 区に、 外 城イJ ! i l

は 立 武 区 と 崇 文 区 に 、 旧 城 内 は こ の 4 つ の 区

に 区 分 さ れ て い ま す 。

外 城 {! 刊の区名は宣武/ "] と崇 Jど/"J という F人l城

に 通 じ る 2 つ の 城 /"] 名 に 山 米 し ま す 。

北 京 城 に は こ の よ う な 古 い 城 I"J が. H21カ所

もあ り、 そ れ ぞ れ が地 名 や 街 路 r，に つ な が っ

ていますから、 北 京 市 区 の 地 I'i! は ま ず 城門 名

を 党 え る こ と か ら 始 め れ ば 比 1絞的平IJ り や す い

ように，也、えました 。

8 月 9 FI の 初J 8 1待 、 地図 を 片 手 に ホ テ ル を

とび 出 し、すぐ南 側 の王府 井 大街へ ｡ ｾ ます 。

こ の 通 り は ( E 京 の 日本 人 速 か ら と北 京童L{/直 "

とu乎 ば れ て い る そ う で す が 、 大 小 さ ま ざ ま な

業種の ｊｉｉｾ 舗が建ち並び、ロ物にはとても印刷 ｬ

なi並 り の よ う で す 。 平 日 な が ら 人 j! U りも多く、

安定 ｰｾ

を ｊｾ いましたが、下旬 ｩ 主が参 ｊｲＮ Ａ＿ をＧ￟Ｎうため

に ｵ 列しているのを比かけました 。 後 ｈ ｻ［ｾ に 前門大通りに延 と々続 く高層住宅の列

なりますが、新書 ｉ ｾ ， Ｑ ｾｊ ， ｬ ｦ へ建築 ｉ ｉ ｾ をね Ｇ いに ｨ っ

た と き に も 同 じ 光 j止 を 日 に し ま し た し 、 ま た 、 も 、 小 雨 の ι1" を 長 蛇 の 列 を な し て 型&4 と 人 館

ある日ノミスの中で ，'B会 っ た 11才 の あ ど け な い を i.¥' つ{ 廷に l 万 を 超 す 群 衆 の 姿 に 心 を 悠 か れ 、

少 年 が 、 外 国 析 の 参 汚 々 を 求 め て 単 身 吉 林 か 辺3物 の ス ケ ー ル 感 に つ い て は と く に 印 象 に 残

らや っ て 米 た と は き は き と 答 え 、 飽 き と と も り ま せ ん で し た 。

に た の も し く 感 じ た こ と も あ り ま し た 。 今 川 人 以 大 会 堂 や 毛 主席 記 念 堂 と い え ば 、 そ の

の 旅 h で、 J f 少 年 の 予 判 必':h' Xの，:Ji ま り を 外 地 別 様 の Of I 大さに比べ設計からに 'J_i: 峻 1: ま で い

で ｾ Ｑ Ｑ｛ Ｑ できたことはね、にと っ て大きな励まし ず れ も 1 f l ' - 足らずという超スピードに篤いた

で し た 。 も の で し た が 、 光 年 大 阪 で あ る 中 国 か ら の 技

王 府 弁 大 衡 を 南 端 ま で 歩 く と 同 慶 節 の パ レ 術 お に 尋 ね た と こ ろ 、 そ う い っ た 国 家 (1' ，; な大

ートーでイr' r，な京J k ' _ i ，: 街という北京で- ls: I.ぶい Ｇ ｊ ｾ 業は全国の ｪ ｊ を結集し、膨大な数の人々が

幹 線 道 路 へ 山 ます 。 火 老}.' .i，の 凶 北の 1J I J也には 参加 ｬ して公夜 ｾｲ ｦｦ J で投，t I し施仁するので 、 8

建築学宇uで も 紹 介 さ れ た 北 京 飯 山 の 新 宮nが 揃 H寺 川 労 働 の に 事 に 比 べ て 三 分 の一 以 下の |二!日l

泊 な 姿 を 見 せ て い ま す 。 こ の あ た り は 外 人 旅 で、完成するのは、 'i 然 の こ と で す 。 む し ろ 機械

L  行者が多く、 ホ テ ル l澗 1(11 の! U'I U幼劫には '1ド{ がぎ j力J :をを f介干f則'1明i日1( 1作的い内'.J に駆{ 伎史し少人数てで. 仁 j則I則H短 紛 の IJ成J戊父見県

つ し り と 並 ん で い ま す 。 そ の 中 に は 、 ひ と き を》喰持げている「ηl 本 の 施 にJ技主f術占府I に. ' 下戸ぶベき Jλ点，'.i .

わ 大 き な ミ紅B旗1箕I{ " も あ り ま し た 。 司中E匡固lの i lk 1U山ω1υ川:， 多いででh寸1す- よという答えだ つたのを 1よぷl い J山l'ハ』1j します。

級 ' ji . で す か ら 恐 ら く 外 国 の t't 貨 が ホ テ ル にrn そ の 常 業 を 否 定 す る 心nは あ り ま せ ん が 、

7( 1し て い る の で し ょ う。 こうして' ぶ際に現地に伝 って 見 る と 、 や は り

:F}r 館 の 東 隣 り に は いl じく! . J . l Jk' .交 街 に I(! I して 膨 大 な 参 加 告 が 心 を ー に し た 、 い わ ゆ る ミ 三

そ れ そ れ 建 設 年 代 の 呉 な る 2 棟 の 旧 館 が 並 ん 品目介Ｂ 一 設計・施仁発注 二 三 告のｾｾ符な協 ｪｊ

で い ま す 。 J.U端 が - l s : 古く、表帯なダンスホ 態勢の推進 ー による美 ｔ ｊ ｾ なチームプレーがあ

ー ル が あ り 、 ち ょ うとi AI! t J 館のように往H、干の っ て は じ め て 、 あ の よ う な 必 ス ピ ー ド の 設 計

l二府階級の 社 交 場 と し て 常 々 し く デ ビ ュ ー し および『也 ＱＺ が，，｛能となることを改めて ｎｪ ｬｾ し

た の で し ょ う o JJI_ ＨＱＺ は在化のためか ー Ｚｾｉｉ を ｩ￭ ｬ￬ た 次 第 で す 。

修 中 の よ う で し た 。 3 械 必 ん だ 北 京 飯 山 は 見 天 安 門 か ら 丙 へ は 街 路 の 名 も 凶 民 支 街 と 変

る 者 に 時 代 の 流 れ を ひ し ひ し と 感 じ さ せ ま す 。 わ り ま す 。 こ の 北 側 の 附 静 な 地 が 政 府 吹 ー 人 の

並 木 の 繁 る 点 以 ' ム 衡 の 広 い 歩 道 を 凶 へ 急 ぎ 執 務 す る 中 南 海 地 区 で す 。

、
i起E でで、歩いて f行「くと、 い よ い よ ITt指行す天交 l'門"勺'J が 阿 ｢以ｾＧ安交 ｦ街封を約 Ｒ キロほとど烏歩くと ｆ再 ヰ ひび、 ｩ娠振 や均か

b兄1己1えて」米4於とました 。 テ レ ビ や主斜雑{住主ιZ誌までで、L兄己た! 感菩じと な 3火と々 J人点白:，i ，

1川勺

'リ
j  呉呉A なり、案外小さく感感. じました 。 し均か、し、ふ 主単悼というところでで、す 。 ここを F雨伝へ F つ て 1前l狗可|ド門

とあの Ｑ歴墜 ｾＨｉＢｊｾ 一 瞬がｬｉ ｩ 石哀をかすめるや、 一 同 大 街 を 点 へ 向 か い 、 毛 Uii'; 記 念 堂 の す ぐ 南

歩一歩近づくにつれてその姿は ｲｲｵｾ さと 一 位 にある通，f ' ; r - riiJ I"J ( 正式には 11'陽 I"J) か ら パ ス

の公仰を伴 っ て次第に ｉｉｾ ｾ に迫 っ てきました 。 に 乗 る こ と に し ま し た 。

1949年 10j -1 1  n 、 こ の 天 交 門 上 で 毛 t 府 に I'JiJ 門 凶 大 街 に は 、 10照 一 1211'i の 川 用 住 宅が、

東直門 よ っ て 厳 か に 中哲 人 以 共 和 国 の 建 国 が 宣 言 さ 収 !I 二 [' H' I' の も の も 含 め て 延 々 と が し い て い ま

東

I成

れ 、 中 国 は 100 年 に わ た る 列 強 の 屈 辱 (I"J な 支 した 。 ホ テ ル を L'B て か ら も う 7 キロ以上もよE

配 に 終 止 符 を 打 ち 、 (1 ら を 解 放 し た の で す 。 '1' に歩いたのですが、ィ、 ，UJ 晶 に 疲 れ を 感 じ ま

胡陽門 新 中 国 建 設 へ の 希 望 に 燃 え て 新 た な 門 出 を せ ん 。 途 '1，でHιn を 見 る と も う 12時近く、 l

し た の が 、 つ い H乍n のよ) に，巴えます。 II;¥' か ら 仕 食 に Hl i，¥， さ れ て い る の で そ ろ そ ろ 戻

ひとり 門 ｊ￬￭ｪ に吹 っ て天安門広 ｪ ｢ｾ を兄波すと、 ら ね ば な り ま せ ん 。 前 門 ま で 歩 く の を 中 止 し、

人 民 英 雄 記 念 柄3 は 尚 々 と 中央 に 後 え 弘 ち 、 そ id 寄 り の ハ ス 作 か ら パ ス に 乗 り ま し た 。

の主Ｇｴ ｾ ｪＢ の壮大さを充分 ｬ こ Ｑ ， Ｄじさせます 。 そし 北).' J t で は 初 め て の パ ス 釆 '1'ですが、幸; ぃ i，¥，

て右手に人 ｌｾ 大会堂、ＯｲＧ ｟ｬ に歴史陣物鉛がい ち 介 わ せ の 143: 年 が 同 )j J I' J で 一緒 に 乗 'I' し、乗

土 戸 便 門
ト1↓セずキ日ヰ王n 萌. モ記孟念席堂

ず れ 劣 ら ぬ 風 絡 を も っ て広土坊を囲んでいます 。 り 述 え ず に F 定) ! 昼りホテルへ帰ることができ

は る か 南 に は 197711': に 峻 仁 し た ば か り の 毛 ま し た 。

広安門
武

外

区 区

主席 記 念 堂 が 見 え ま す が 、 広 場 が 途 ) j も会く 公 食 は J.UJl t餐 }T という 7 トン平川 l の 専 /"JI ，I;

右安門 永定門 左安門

広 い せ い か維 誌 で 凡 た 11寺ほどのスケール! 容は でシャブシャブとノミーベキ ュー を ζ lS由λじにな

感 じ ら れ ま せ ん で し た 。 後 n卜tl 体 パ ス で 再 び り ま し た 。 J FffI 西 も 少 し 人 り 、 ホ テ ル へ 灰 っ

北京の城門名 と筆者が歩いた コース ( ・- )

訪 れ 、 毛 t 席の退作を: l l し ま し た が 、 そ の 際 て か ら は 1 I!;J IIII ほ と 心 地 よ く 眠 り ま し た 。

法唱 と社 会 ハ 9791ド3 ｊｉ ｾ ［＠ 93 
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本 社 干530 大阪市北区梅田1丁目 12番39号 制 限 車 ヒ ル 電路 (061346 1201 (大代喪)

主 高 官拠所/ 車草 ー名 古 屋 広 島 福 岡 札揖 仙台

回茶室の話

茶宅の U: tJ i 十に|刻 して は多 くの約 束 すみが あ る.

4h'Fでは 、お 茶の .L、仰がな くてむ f聖断 で きる

岡田孝男 ょう 特 に1't 町教 き 万 や がの切り ) j に ついて.

ｾｾｾ＠ '，;¥な "i J l と' 1' 1自i悶 を 附 いて ..t しく M. . J i する .

Ｔ￟ 築家 の ため の 茶毛色没 Ｎ Ｑ 十 の‘ ド劫な ｾｖ Ｎ ＮＮｊ ｉＮＮＧ Ｑ Ｎ

今 11t 紀h立大町 ，課題 である省エネ ル ギーに |則 し

ては . 4 . I l 築分野に多太の J i j J l 寺が許せ られ てい

中将猛

るＮ 本， Ｇ ｾ で は ビルのを ｳ 剣 システ ム と し て ａｮ

効 率的 よ い 〈健 介 ヒー トポ ン プ〉 に つ いて.

ＴＮｉｬ築伎 Ｑｾ､ 守を対象仁、わかりやす く ｾｖ ＮＮｊ￭する

日本建築協会60周年記念出版

園ビルの省エネルギー一一一
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企画 ・( 初日本建築協会

編集発行 ・学芸出版社

園すまいの語録
茶谷正洋

ド 水処ＱＧ｛ を 知 り ず して ｬｦｾｲｬ￭ｬｬｲｬｬｨｪＧ ｪ，Ｚ ｉｉｈ れない と

いわれる . その 郎 d; を支 え る棋盤池" 止である

怯量一成 ド水 ｩ 立 Ｎ ＱＱ Ｑ で ￊｉｾￊｉ 拘 ｉ 句 ｩ ｬ てい な い ド水処ＱＧ Ｑ Ｇ Ｎ
のし〈みと Ｂ止 ｦｾ￬ に つ い て Ｑ Ｓ Ｐ 枚 の ｬ 刈 ・ リ ｊ ｬ を

IIJ ¥、てやさしく 島.V.. JI. した 待 常的 人 I"J ， Ｇ ｾ＠

fi'"t "r 帥! のはじま りから: 訂正ま でを、 40 0 肉

rll rとd告をIIJ ¥、て 綴る 楽 しく北みながら 先

人の柏 ｉＮＧＡょ や工夫が学べ ＮＴＮｉｬ築 の 知 ａ が ｾｾ か ｬ ニ

主る ｪ ｊｬＮ ｦｾ の ｻ 主まいをＮＮＮ［，リかえ っ てみる 中 か

ら- F勺 の fEまいと は f'J かを .J'; えさせる 。ヰ

圃都市の下水処理

圃コンクリート工事の管理一一畑正一

現場 で 打 込み、 ｾ Ｇ ｴ され てから 初 めて完 成 ｌＮ

その 1'. 完成 してからではや リ1(' しの さか ない

のが、コン Ｗ リート ｛Ｇ ｊ Ｈ てあ る Ｎ その Ｇｾ とな

る r. 'JH弘1' 11布 地 工 ｔ￬ Ｚ￟ｉｾ 布 の ため に ￭ｈ Ｎ Ｇ ｬＧＨＺ軒 町

竹 内のチ . L 1 7 :t: イ / トをMi撃に ，ic .w. o

A 5 判 136頁 - 160頁

定価 1000円

圏構造計画とやさしい力学 4

lまり・柱 編

十的治Ｂ 止 ，， Ｑ の Ｉ，ｾ本 で ある デザ イナーとの ，ｴ Ｎ ｴ ｉｕｾ を

よ リ削込 自'J な L のにしたいという 断 、、の L と

一一ー須賀s. に 川かれたデザイ ナーのた め の 情j 1l 1 rl 1il j 八門

，'1  14 0 枚の 1'1 ' "i U; を <1' 心に Jム俊 (I'J な' れ十内

を興味深 < M"JI. Ｇｰ ｴ の ｆ 引 ， ｉｾ としてし ｊ＼＼ ｩ 直

園建具の知識と意匠( 山 片三郎著) も発刊発売 中。 日本建築協会事務局 ( 231- 9648) まで買いにこら れた方には定価の 1 割引で頒布。
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熱影響をうける高力

ボルト接合部

巽 昭夫

高カボルト接合部の耐火性および耐熱性

鋼術冶物が、熱に ＴｾＧｩＺ｜ に弱いことは火災後

の 怜 や 梁 材 が 、 あ め の よ う に 曲 が っ ているこ

とから存幼に察しがつくと! 心います 。

ここで取り扱う，:':j }J ボ ル ト 按 令 部 は 、 こ の

よ う な 刈 以 ( 500. C以 ヒ ) に さ ら さ れ れ ば も ち

ろんのこと、も っ とfti :ぃ?. ' lItJ i J或 で 他 い も の に

ならなくな っ てしまいます 。と いうのも、 ｴｾ

合 的 に 川 い ら れ て い る 仙 }J ボルトは、{ 史われ

て い る 応 }J 状 態 が、千平 j且鋼材の 3 - 4  ft 'i ，:':j い

ｾｒｦｭＮ であり、このような心 ｪＧｪｲｲ［ｬ ＡｩＮを ｦｾｬ ，Ｇｦするた

め に ボ ル ト 材 は 熱 処J' v . 湖質により材質を己主普

しであるため 、熱によりこの効ｾが消失して

しまうことが准げら れ ま す 。

仙 }J ボルト の判色は、その，:'，'i';niJit を利 JII し、

'..1 い締 めつけ力を導入し剛性の，: ，'J い接合 ｦｈｾ を

椛 成 す る こ と に あ り ま す 。 そ の た め ボ ル ト 材

は 、 熱処 ｊＧｍ ，ｾ司質により 、材 質を改善していま

す。
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ここでい って い る 「 仰 い も の に な ら な い J 300 "c - 350 .C 付 近 と な る 。

とは、大別して 2 つ の 原 因 が 汚 え ら れ ま す 。 2 ) 比 較 的 、 低 温 j或で、繰り返し然履! 震をう

1)  受 け た 熱 に よ り 、 かl質 効 裂 が 消 失 し 、 材 け る 場 合 一一ー た と え ば ガ ラ ス 工 場 、 製 鋼 所 等

質 が 変 化 す る 。 の 熱 源 付 近

図 1 に、熱履歴後の? 町並鋼材 ( SS41とS M 繰 り 返 し 、 も し く は 長u; ' f 川熱胤 l疋 を う け る

50) お よ び 、 仙 }J ボ ル ト 材 ( F 8T、10T、l l T )

の 機 械 的 性 質 の 変 化 を ぶ し ま す 。 図 よ り わ か

る よ う に 、 ボ ル ト 材 は 400 " c 以上の熱l訟原を

うけると材質が変化し始めるのに対し、 S S

41お よ び S M50 は 700 " c までほとんど変化が

な い こ と が わ か り ま す 。

2) 初期l滋人した山i応 }J が 、 熱 の 影 特 に よ り

抜けてしまい、剛性の， . . j い 接 合ms が! 日j 待でき

なくなる 。

図 2 に、 F l l T M2 2 ボルトを対象に、 1 -

8 時 11: 1熱厄11涯 を う け た も の の 残 留 中111 } J  1止を必

します 。 図より、 300 .C よ り す で に '1;111 }J の 減

少が見られはじめ、 400 " c では、すでに 5 0 %

- 75% の '1;由}J が 失 わ れ て い る こ と が お わ か り

になるかと jι います 。 ま た 、 熱 履 歴 l侍111I が'1iiI1

7J をた む す る 大 き な 要 因 で あ る こ と が わ か り

ます。

図 1 、 2 より、「使いものにならなくなる」

原 因 は 、 主 に 、 ボ ル ト 軸 力 減 少 に あ る こ と が

わ か り ま し た 。

では、実際熱をうける接合ｦｈｾには、どのよ

うな湯合があるか、 ｪｾ ｾ 千子分けをしてみます 。

1)  - 1.交 だ け 、 比 較 的 尚 い 必 l立で熱をうける

場 合 一一ー たとえば火災等

こ の 場 合 は 、 図 2 の 、 熱 履 歴 時 1111 1 - 2 時 111I

程 伎 が あ て は ま る ゆ え 、 許 本 然 服 J Ui町長は、
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高 温 保 待 時 間 1時 間

--<>-・-0--;1; 温 保 締 時 間 2時 間

一 - - - ー高温 保 締 時 間 8時 間

中、 使用ボルト F 11T M22 1. .= 100 

仇 ; 令 防 法 炉 冷

、γ

色、1

1¥ 

k  、、

0  

o  100 200 300 400 500 

熱履歴温度( 'C)

図 2 熱履歴後の残留軸力 (勲履歴時聞が変化した場合)

(1 サイヲル=1時間)

喝= ー』且-

) <. _  冒 ，. 

、、ー、、

‘ふ 、 企 ‘ ¥・~性、

、‘・. ，

. 、、、

『 一

一~

一一- 250'C 

ーー- 3∞℃ 

350'C 

3ω 秒

6分

捌 X旧秒 5瞬間諸制l O 秒 却時間

10時間 1∞時間 (連続加熱時間)

ぉ∞秒

1時間

図 3 熱繰り返しをうけ る嬢合部の残留軸カ

場 合 は 、 前 の 図 は 、 あ て は ま り ま せ ん 。 図 3

は、 図 5 の よ う な 熱 繰 り 返 し を う け る 均 合 (1

c yc le  =  1 時間) を 250 "c - 350 " c の範囲で l

l百1- 50匝l に つ い て 片 対 数 日 肢 で ぶ し た も の で

あり、 図 4 は、同級の温度範囲で 111寺1111 - 500

時 1111; 血 統 加 熱 し た も の で あ り ま す 。 図 3 ー 図

4 は 、 似 か よ った値を示しており 、繰り 返 し

を う け る 均 合 も 、 そ の la ，:':j 温 度 が 保 け さ れ る

時 間 をu mす れ ば 、 そ の と き の ボ ル ト '1;111 }J の

推 定 がつ く こ と が わ か り ま す 。

これらの図によりますと、 500 時 111I ( もし

くは l 時 111I を 1001"1繰り 返 さ れ る 助 合 ) 以 ヒ

の熱胤 l!Aをうけるぬ合、 J安{r:'i!>の M 山』話，U支は、

250 " c までにおさえておかなければなりませ

ん。

あとがき

，:':j }J ボルトの' 1 ' : 命は、そのI ' ..J い申111 }J であり、

こ れ が 熱 に よ り 減 少 し て し ま う こ と を 説 明 し

ました 。 こ れ ら の 州 }J の 減 少 を 、 追 締 め で カ

ノf ーする )771，も 巧 え ら れ ま す が 、 ボ ル ト ネ ジ

fil>、 お よ び ナ y ト座金 111I の ぷ I( ! i 状態が変質し

ておr り 、 過 大 な ト ル ク を 導 入 す る 危 険 性 が あ

る の で 、 こ の 手 法 に た よ る の は 危 険 で す 。 ボ

ル ト 接 合 部 全 体 を 熱 か ら 守 っ て 下 さ い 。

{ たつみあきお大阪大下[ ' / : ' $ 也: ' s [ .'i: 科大; : ，克 '1・)
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1崎間 !日時間 1∞時間 ( 連続加始時間)

図 4 連続加然をうける嬢合部の残留軸カ

，..!.!._. ｾ＠ ト I!'..，
含 4

。→ 

一ー・Ti me

T=ヱ11

1"  
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→ ，］］守ｾコ］ 、 11: 熱くり返し数

雪‘ / ト 1 →¥ 1:  Ｑ サイウＩｾ中の高温保持時間

古 1- こT，me ¥._ T:  1. 算高温保待時間

図 5 熱繰り返し実験と連続加勲実験との対応図
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- 地震対策の現状

ミ地震多とミ火災多との密接な因果| 湖係は、 一

般に強〈印象づけられているので、 「消火設附の

地震対策」というと、 i也援によ って発'1:: した火災

を消火する設的に| 刻することのごとく受け取られ

がちである 。 しかし、よく汚えてみると、現存す

る消火設備のほとんどは法的に義務づけられて設

置されているものであり、その基準は平常時にお

ける失火火災を消火することを目的としたもので

あるので、 r! 也援対策」は「平常時の失火を消火

するための，&uiii を地緩から守るためのあI策」とい

う段階を導入して汚えざるを得ない 。 もちろん、

この 1，1日者は終} ，，)(I' ' )には同ー の目的に帰訂するもの

ではあるが、' ん下京 Iloでの予法となると冷11: 房設fliii

優先の事態であ ったことは容易に想像できるので、

もしスプリンクラーポンプが平常に作動していた

ならば想像に絶する被害が出たであろうというこ

とであ った。 この場合、もし火災が発生しており 、

それがスプリンクラー設備の機能停止のために拡

大して大惨事とな っていたならば、逆に消火機能

の維持に徹する論議が主流を占めるようになって

きたであろうが、その場合は機絡の設誼や配管の基

準を地震に対してほとんど絶対に安全と言える水

準にまでヲ| き上げることが前提として必要となり、

膨大なコスト上昇が付随してくることになる。

さきに述べたように消火設備の大部分は義務と

して設置されているものなので、地震対策が基準

化されれば当然、それもその中に包含されること

になるであろうし、特定防火対象物においては遡

及の問題も出てくると忠われる 。 したが って地震

対策の水準、すなわち具体的な子 J去の決定は 、単

lこ学術的な而のみからではなく、強制されるコス

トと思想とのバランスという社会哲苧的な論議を

避けて通れない状況にある 。

ここにおいては、これらの論議とは別に、現在

実施されている、コスト (1万にも実1 +1的な地震対策

について、その概要を紹介することにする 。

- 地震対策の実例

1  フレキ シブルチ ューブの使用

地震 に際して揺れ ) J が主主なると辺、われる古11分に

またがって設附が存復するところに月J いられる。

やエレベーターにおいてもそうであるように、 I也 図 1 は、ポンプやタンクのように固定された重量

震に際してその機能を続行することと、初話題等に 物と配管との接続部分 lこ対するフレキシプルチュ

よる被告: を防止することでは設計基準やコストに ープの使用例である 。

かなりの違いが出てくるので、取り上げなければ このほか、埋設配守? と地上配TI との接続部分、

ならない問題とな ってきている 。 配管が建物に出入りする部分等にもフレキシプル

1978年' 広城県沖地震は市街地の地震として多く チュープがJTI いられる 。 また、天井のある部屋に

のtt i l l : な事例を残してくれたが、消火設備につい スプリンクラー設備を設置する場合は、ヘッドを

ては、その機能が続行されていたならば惨事を l坊 天弁に固定するので天井の揺れがスプリンクラー

止できたであろうと悔まれるような火災事例がな ヘッドへの立下り符 ( 25 A ) を振りまわす結果と

く、消火設仰の狐壕によるノド扱被害だけが大きな なり、校管と立下り符との接続 ｬｾＱＱ を折扱するとい

話題とな っている 。 ある百貸出の Jt号では、地震の う事態を招くことが多い 。 これに対しては、 枝管

ためにスプリンクラーへ y ドか被唆したり、西日約 から立下り管を取り出す位誼をスプリンクラーへ

が折損したりしてノ'I( が噴出したが、停屯と i1' ; 家発 y ドの直上から少しずらした{ 立鐙とし、 2 - 3 個

屯設備の自主隊とが重な って加圧送水装誼が作動し のエルボを介してヘ ッ ドを取り付ける方法ととも

なか ったので、損害が一部に限定される結果とな に、 図 2 に示すような特殊なフレキシプルチュー

った。当時の状況からして従業日は客の避難誘導 ブを使用する方法がとられるようにな ってきてい

→→ 

図 1 ポンプ室のフレキシブルチュ ーブ
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図 2 スプリンクラーヘ ッド周フレキ シブルチ ューブ

る。これらはいずれも天井に対する正確な白 地 合

わせを容易にするために考案されたものであるが、

最近になって地震対策の函での効用が注目される

ようになった。

2.  主管に対する援れ止め支持

スプリンクラー設備を例にした場合、振れ止め

の支持は各階への立上り管が繍ヲ| き主管に曲がる

昔11分と償引き主管1 0 m以内ごとに必要とされてい

る。支持の方法は多種多械であるが、 図 3 に示す

J -
図 3 娠れ止めの施工例

えられている 。

3.  貫通部分に対する配慮

5己管を床や壁を 1' t 通させた均合、その埋め戻し

ゃ固定は剛なものとせずコンクリートとの Il l Iに柔

軟性をもたせることが重要である 。 また、貫通部

の直近で配管の方向を変える継手接続を遊けるよ

うな設計に心掛け、止むを得ない場合は、溶接に

よるか配管系に逃げを作っておくことが必要であ

る。

4. 外部要因 か らの防護

消火設備は感知機織、 i主1，j) 起動装誼、政出器具

等の比較的デリケー卜な部品を多く! 耐えているの

で、地震に際して外部からの衝量産によ ってお1傷を

受けることも巧えられる 。天井や! 1自 lりj総兵等の落

下や揺れによ ってスプリンクラーへ y ドカ嚇綾さ

れたという事例も少なくないので、周囲の状況を

再点検し、危害を受けるおそれのないように強化、

整備をはかることも、地震対策において忘れては

ならないことである 。

引用文献
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121 消防IIJ 設備等の耐濃化に l渇する湖査研究 ( 点京消防庁、

日本火災学会)

( おだかずみ つ 社DI 法人日本消火装訟工業会事務局長 )
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新しい真空コンクリート

工法による床スラブの施工

和 美 広 喜

工法の概要

兵空コンクリート工法が ｂｾｉ 発されてから、

す で に 40年 以 上 に も な る が 、 今 ま で は 、 道 路

や工場床など特殊な用途にしか{ 史閉されてい

なか った。 し かし、最近、北駄において、 工

場や倉庫建築の床はもとより、 一 般 の 事 務 所

建 築 な ど の床 にも 適 用 で き る よ う な 新 し い 其

笠 脱 水 装 置 が開 発 さ れ た 。

この真空ｊｬ党水装誼は、小型 ｬ の兵ｾポンプと

3U m

2

程 度 の シ ー ト 状 の " 7 "j 卜 ( 1  1今 の ポ ン プ

で60 m
2

ま で 可 能 ) よ り 織 成 さ れ て お り 、 従 来

の も の よ り も き わ め て 筒 紫 化 さ れ 、 取 り 扱 い

も 簡 単 で あ る 。 し た が っ て 、 従 米 の 床 直 仕 上

T. i 去の ー て程として、それを長11み 込 む こ と も

真空マット詳細

図 1 真空脱水装置

可能である。

本工法によると、 図 1 に 示 す よ う に 、 真 空

ポ ン プ の 作 動 に よ って ボ ト ム シ ー ト と ト ッ プ

シ ー ト の 問 が 減 圧 さ れ 、 そ の 減 圧 皮 に 相 当 す

る 大 気 圧 ( 7- ゲ1m
2

) が コ ン ク リ ー ト に 一 線 に

作 用 し 、 コ ン ク リ ー 卜 の 圧 密 と 脱 水 が 同 時 に E  

行 わ れ る 。 そ の 結 果 、 コ ン ク リ ー ト の 硬 化 が

促 進 さ れ、真空処理後只ちに仕上け‘ 作業がで

き る と と も に 、 機 械 化 施 工 も 可 能 と な る こ と

から、床直仕上工法の干i 1) 化 を 図 る こ と が で

き る 。 ま た 、 ひ び わ れ の 減 少 、 耐 摩 耗 性 の 向

上 お よ び 強 度 のm大 な ど 床 性 能 の 向 上 に 対 し

で も 有 効 で あ る 。

床直仕上工法への適用性

( 1) 真 空 処 理 時 間

コ ン ク リ ー ト 床 直 仕 上 工 法 に 木 工 法 を 適 用 す

る 場 合 、 真 空 処E盟 後 直 ち に 動 力 フ ロ ー ト を 導

入 す る た め に は 、 ど の 程 度 の 時 11: 1真 空 処 聞 を

行えば良いかを矢口ることが重要である。この

兵空処理時! 日i は、: J . ' t 入抵抗1u'i: ( プロクタ - 1't

入 試 験 装 置 で1't 入 此 3 mmの と き の 抵 抗 値 ) で

1- 1. 5kg/ cm
2

の と き がM' 適 で あ る こ と が、 った-

験 お よ び 現 場 の 経 験 に よ り lリl ら か に さ れ て お

り ( 図 2 ) 、調合、スラブ厚さによって多少異

な る が 、 ス ラ プj立さ 1 c mに 対 し て 1. 5 分 前 後

である 。

3ト・スラブ厚 10cm. W /  C  50，スランプ 18 ，1 .  

o  • 15  50 18 d. !t 

企 . 20 50 18 / 1/ 

;;- 1  x  • 15 60 18 1，.  

E J  A  O  1 5 5 0 1 2 / 伯

、、 ι 1

l ノ

ｾ＠ 1 〆

I  ｾ＠

1豆

受1r - - ＧＭＭ ｟Ｚ｟，， ｾ＠
al  1  一一・ーで=づ ぺ'

ｾ＠ -------三ン/

OL一一二t 三ご

o  O.  5  1. 0  1. 5  2.  0  

単位スラプ厚さに対する真空処理時間 ( mi n/ cm) 

図 2 単位スラブ厚さに対する

真空処理時間と貫入抵抗の関係

(2) 真 空コンクリ ー トの特性

床 直 仕 上工 法 を 対 象 と し て 兵 空 処Jlll した助

合 の コ ン ク リ ー ト の 特 性 は 、 真 空 処 JIHl 時間、

ス ラ プ 厚 さ お よ び 澗 合 な ど に 彩 縛 さ れ る 。 JI兇

水量は単位ノ'1，1，1の 15 - 3 0 %程 度 ( 図 3 ) 、 ス

ラ ブ の 沈 下 品 は ス ラ プ 厚 さ の 2 %程度( 図 4 ) 、

40 
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図 3 真空処理時間と単位水量に対する

脱水率との関係
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図 4 真空処理時間とマ ットの沈下量の関係

圧 縮 強 度 は 無 処 湿 の ス ラ プ の 1 . 2 3 - 1. 31倍 程

度である。また、兵ｾ処 ｊＧ Ｑｬによりコンクリー

ト中に ｊｉｾｪ ｬ＼ ｩ 止と容積減少の差に中Ｂ、目する空隙

( 0 .7- 2 . 4 % 程度) が先生する 。

(3)  21 ，000 rrl 工 場 床 の 施 工 例

写 真 1 に 其 空 コ ン ク リ ー ト 工 法 に よ る 工 場

床 の 路 工 例 を 示 す 。

写真 1 工場床の施工

木 工 事 で 兵 空 コ ン ク リ ー ト [ 法 を 採 JI I した

2.5 主な目的は、

① 工WJ の |弘l係 か ら 約 l ，OOOm
2

ず つ の 床 を 辿

日方包工する必要があり、 ｦｾ 業などによ っ て翌

日 の 作 業 に 影 響 を 与 え な い 。

② 冬 期 工 事 で あ り 、 コ ン ク リ ー ト の 養 生 の

n 力 化 を 図 る 。

① 機 械 化 施工 に よ り行) ) 化を図る 。

ことなどでトあ っ た。

そ の 結 果 、 冬 期 工 市 であ った に も か か わ ら

ず、 1 日 2f i の ポ ン プ を JI Iい、 2  u寺1111平呈lズの

残 業 で す み 、 実 働 18 日1/:1 で 21，000m
2

の 床 の

施 工を完了した。

×  

50 

ｮｾ コンクリート工法は、今まで耐防車毛床

あ る い は 防 じ ん 床 な ど を 胞 工 す る た め の 特 殊

な 工 法 と さ れ て き た よ う に 思 わ れ る 。 しかし、

今 阿 新 し く 開 発 さ れ た 京 空 脱 水 装 置 は 、 き わ

めて筒索化され、 11 ) ( り扱いも簡単なものであ

り 、 熟 練 工 の 不 足 対 策 は も ち ろ ん の こ と 、 施

工 の 行 力 化 や ス ピ ー ド 化 に 付 し て も 十 分 可 能

性 が あ る こ と か ら 、 今 後 は あ ら ゆ る 床 r : 'IIへ

の適用がJ t J j待 で き る 。

( わ み ひ ろ き 瓜，i M.l!J'.H株 ) 校術研究所主主築部)
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日本建築協会

月間の動き

昭和 54年 1 月分

評ｾｉｬ＠
員 :互コ

妓術部門評I量員懇鮫会

30日 511寺下 - 7 時半 於会館集会主

出席者 野々村 ・勢川 ・酒井各氏

J晶J ]"( 技術部門i i ! 出評議員候補者 6 名推せんの (1

正 副
. 6.  

"'" 

長

. 6.  

"'" 

17 日 3 時 - 41昨 於会館 3 際会議室

出 席 者 塚 本 会 民 銭 尚 ・福田各副会長

議事 (1) MIJ 会峰、 f' P . 事、監事改選について

(2) 昭和54年度収支 F 算編成 )J 針に つ いて

(31  そのほか

理 事

d 企』

:z;忘

17日 41時- 5 1時 於会館集会室

出席者 塚本 ・相即正副会長ほか 16名

J罪事 (1) 通常総会開催の件

(2) 創立62周年記念日の件

(3 ) 実務家のための日影研修会開催の件

141  会日 の{ 井加に つ いて

(5 )  J也階の利J l l に つ いて

(6 )  人退会者承認の件

171  報告すHi i

事 業 委 員
. 6.  

Z 玄

若い会員の集 L 、小委員会

9 日 611寺- 911寺 於会館u ¥会室

出席者 阪ir r.l IJ 委員長、河上 ・瀬 戸 本 ・古川各幹

]"( ほか 16名

議 J]i (1) 第 6 悶( 11月) 、第 7 @] ( 12月) の事業実施

報告

( 2 )  第 8 回の企耐に つ いて

(31  次年 lit 企両 テーマ祭の険対

141  次年度委員選出に つ いて

広報小委員会

10日 6 時 - 8 時 於会館集会室

出 席 省 内 村 日IJ 委員長、 原児 奥 村 佐 藤 平川

作事1' lJi It.か4 名

議事 (1) iiir 何事業委以会の議事内容報告

(2)  ¥:1'; 42回展示写真実施報 告

131  第43回以降の写真展示企例に つ いて

(4 ) 支局家のための日影研修会開催について

(5 )  次年度委員選出に つ いて

見学会小委員会

16日 5 時 - 7 1時半 於会館 3 階会議室

出席者 向回目IJ 委u長、上品 ・南両幹事ほか 4 名

議事 ( 1) 11 丹、 12月の見学会実施報 告

(2)  1 問、 2 月の企 11岡に つ いて報告

(3 )  3 月の企 lilij につ いて

141  4 月以降の企 l珂に つ いて

( 5 )  次年度の委. ! J . 選出について

委 員 会

18日 12時下 - 14時 於会館 ls 会室

出席者 三 品 ｾＮＡｊＮ ｬ 去 、向田西村阪倉各知 ｬ 委日

I止ほか 2 名

98 挫築 と社会 / l 例年 3 f1 号

議，]"( (1 )  各小委員会の J]J j ! 報; 守及び，]i 業企 l珂

(2) 各小委n会の収支 II!J 細について

131  次年度の収支 H f . について

141  次年度事業委只編成について

若い会員の集いみどり学習会企画分科会

18 日 6 時半 - 9 1時・" 於会館 3 階会議室

出席者 菅家主査ほか 4 名

議事 (1 )  昭和54年度第 l 回若い会nの ls いの企 l珂

「みどり学習会 ( 7 ) J についてのな見調書ま

ならびに兄学先の選定

121  下見についての日時と講師の選定、その他

若い会員の集い第 8 回締師打合会

20 日 51時半 - 9 1時下 於会館 3 階会議室

出席者 ゲスト 高岡 県氏 Ｈ ｃｏｍｾ 十両研究所 Ｉ 新

回隆氏 ( 生活空1mJt lllij 研究所 ) ・仁屋敦夫

氏 ( 金沢 工大講師 ) .  ＱＱ Ｑ 形委 ｊｾ

議 ]]1 (1 )  第 8 回「歴史的環境と建築設計」の当日の

タイムスケ ジュ ーJレならびに各講師の講

演内容の治l整

121  会行原稿に つ いて、その他

見学会及び展示写真打合せ

30 日 10時下 - 12時下

ｨｾ ａｓ ｔｍ 共同企業体事務所

出席者 A S T M共同企業体 消山副所長、真下広

幸u係長及 三 木( 事務局 )

議事 (1 )  A S T M研修 会131兄学会企 l珂に つ いて

(2)  第44回展示写真の企 Idij 説明及 ff Jll J 会費に

つ いての説明、依頼

(3 )  その{ 也、詳細打合せ

編 集 委 員
. 6.  

"'" 

作品作風小委員会

10 日 4 1時- 6 1時 於会館集会主

出席者 奈良別委員長ほか 3 名

J轟ヰ"( (1 )  2 月号の P R収集状況に つ いて

(2)  3 月号 (i窃業空間、兵庫小符集 ) について

(3)  4 ，5月号の作品選定 につ いて

施工材料分科会

10 日 4 時 - 5 時 於 3 階会議室

出席者 高木委員、柳生委.! J .

議事 「純工材料の頁 J 4 同月以降の企 Illij

「コンクリー卜のひびわれ」特集第 2 回編集幹事会

10日 51侍- 9 1時 於会館集会室

出席者 若 林 ・繭兄・ 5It 川各特 ))'J 幹1炉、前川 委只

長、野 村幹事、北村幹事 ほか 3 名

級事 4 月号 「コンクリートのひびわれ J ( 仮称、 )特集

の企 IElIIの共体化

委員会

12 日 4 時 - 7 時 於会館民会室

出席者 前川委日長ほか 4 :j'， 

議事 (1) 2 月号= 大阪南港ポートタウ ン特集経過

報 告

(2)  3 月号= 商業空/ HI特集経過報告

131  4 月号= コ ンクリートのひびわれ特集企画

141  5 月号= 日影脱出IJ 特集経過報告

(5)  6 月丹以降の企 Illij について

(6 ) 収支状況報 告

171 各小委只会報 符と 企 IIIII

(8 ) 新年度委員交代 につ いて

広告企画小委員会

16日 41時- 6 1時 於会館地際会議室

出席者尾 ｩ 位、 ￬ｬ Ａｉ辺各 ｦ Ｇｬｬ ｬ Ｚｲｾ ほか Ｔ 名

議I]J (1 )  1 月号「再開発 J r新建築 J r謹賀新年」広告

収入報 告

(2)  2 月号「大阪南港ポートタウン J 特集広告

企阿

(3)  3 同月「商業! l ! HilJ 特集広告企 1，Iij

(4 )  4 月号「 コンクリート の ひびわれ」特集広

告企 l耐

(5 )  5 月号 「円影規制JH m広 告企 |函

作品作風小委員会

188 4 時 - 7 1時 於会館集会室

出席者 奈良副委 員長、 藤 本幹事 ほか 4 名

議事 3 月号商業空 IH l 事例資料収集

3 月 号 特 集 用 足 立 孝 氏 イ ン ヲ ビ ュ ー

28 日 l  時半 - 7 時半 於足立孝邸

出席者 片倉副委員長、勝本幹事

駄米の商業空間の総論聞として取材

第 2 回設備分科会

29 日 6 時 - 8 1時 於会館集会室

出席者 中恨幹事ほか 4 名

議J]J (1) r設備の頁」の企 Illij

121  7 月号設備特集の企 Itl I j について

131  委日交代について

住 宅 委 員
. 6.  

"'" 

委員会

16 日 5 時 50分 - 8 時 於会館集会室

出 席 者 小 西 委 員 長 ほ か 10名

議事 次回住宅展について、その他

亡 豆竺テ3 ータシート委員会 ー ゴ

委員会

17 日 5 時下 - 7 時下 於会館 m会室

出 席 者 井 上 委n長ほか 6 名

議事 データ シートのアフターケアサーピス

仁 建 材 委 員 会 ゴ

委員会

25日 4 時 - 6 時 於会館! s 会室

出席者 元木別委日J k 11.か 9 名、クラレ 2 宇z

t晶宅]J (1) rKG シート J について

12)  2 月以降のメインテーマについて

131  新建材紹介コーナー 4 月} " } 以降について

「- E - 版 委 員 会 コ

小委員会

25日 3 時 - 5 時 於会館 3 階会決室

出 席 者 小 林 委 只 長 ほ か 2 名

議事 建築技術選 Ｚ ｉ ｾ 、経過報告 と 新企同

「 一玄 規 委 員 会 J

委員会

26日 31時- 5 1時 於会館集会室

出席者 !日l本委 fl J k ほか 7 名

ｊ 轟 ｾ ｝ ｊ (1) Ｕ 月ｾ ｾ ｽ r 日影規制)J t .f l l : ‘ 報告

121  法令コーナーの報告企11同

131  本年のとりあげるテーマに つ いて

仁二王
学 会 寸

漉の清酒 「 ハクツＩｾ J の工場を見る

30 日 2 時 - 4 時下

参加者 28名

当 日の説明者 II 鶴酒造 ( 株 )北線 総務部長、東戸i

製造部長

L 一 空築 8 団 体 合 同 新 年 交 礼 会 」

4 日 l  時 半 - 2 1時下 於 大 阪 コ ク サ イ ホ テ 1レ

参加者 470 名

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

16日 8 時半 - 9 時下 於大阪グラ ン ドホテ Jレ

出席者 68名

当日は、鉄l仮寺住車昔、鈴木竜珠師より「大阪の救世

主鉄眼禅師 J につ いてのお話ーを伺 った。

1 月 の 入 会 者 (制 略)

〔団体会員 2 社〕

浅野 工' 以'1- 1"]";: 校 寺略ネ Jレソン( 株 )

[ 個人会 f H名〕

上 野 孝一 木村 $ iI 葡池 m笠

1主El I 樽 榊原 線 住江 俊位

田中 日長 錨11 (;1夫 藤原 H自



地淳三，主

l l，b-se色' こコ
総合天井システム相当強 |  

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法，， " AL T S工法、は当な独自の

照明灯ユニットおよび戸Jレミ製T/ ' i ーを建物のモジューj レに配列し、天井仕上げ材と一部化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの設備ゾーンとの組み合せ、さらに

間仕切、アラインド B OX怠どの取り付けも可能lこした多機能を誇っております。CP AT.  6件)

奥村重呉衛株式盆社24

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 フ 号

東 京 都 港 区 新 縄4丁 目2番 第29森 ピ ル

福 岡 市 博 多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 守 番6 号

仙 台 市 本 町2丁 目1番 8号 第1広 瀬 ピ ル

沖 縄 県 那 覇 市 豊 川 オ 1 9 番 他

〒 530 電 話(06) 312- 4131f何

千 105 電 話( 03) 437- 3361附

干 812 官 話( 092) 291 ー 0459(代)

干 451 電 信( 052) 522- 543邸内

干 980 旬 結( 0222) 65- 6568('側

〒 900 電 話( 0988) 53- 685α 代)
沖 縄

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

奥山式・熱工法・冷工法総合防水層

本 社

支 庖

倉 庫

創業 Ｕ Ｐ 有余年、当社では製品製造からｾ任施

工 ま で の - l ' t した作業 シス テ ム に よ り 、 漏 水

原 因 を 克 服 し た 理 想 的 な 総 合 防 水 層 を 完 成 さ

せ ま し た。

・ 奥 山 式 総 合 防 水 層 の 特 長

継 目 が な い / 温 度 変 化 に よ る 伸 び が な い / 腐

ら な い / 柔 軟 性 に 富 ん で い る / 耐 候 性 に 優 れ

て い る / 製 品 及 び 施 工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全 絶 縁 工 法 で 施 工 出 来 る

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 電 隠03(571 )2703 

神戸市生田区北長狭通 4 ー 1 ( 英和ピル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6帯8号 ( 堂ピ ル5階)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

神戸市葺 合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

カッパー防水帯

コ- J 〈ータイト

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタログ進呈

厚 木 出 張 所 厚 木 市 金 田 下 山 畑 2 5 9 1tl.鮪0462(21)6092

大 阪 4 務 所 大 阪 市 淀 川 区 東三 聞か 1- 41 電 府06 (391) 1081  

名占昆出リ ｊｾ 所 名 占 肢 市 南 区 若Ni 町 3 - 3  1!t，ll; 052(81 1)3660 

九 州 出 蝦 所 佐 賀 県 祁 T . I 町 包 括ω52(47)2945

噛園田園田臨調創

『 局 内 向. . . . . .  望担望蛍雪

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・壁材・谷樋棟包水切りに

印) 51:  大 島 応 用 化 学
ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

東 大 阪 市 新 庄 ( 7 4 5 ) 5 1 2 1 - 5  

国ｾ
t) 0 0 0 吋暗示ー唖胴 dddddd内 町0 0守 竺

99 



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 閥 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 段 備

d多 額 朝 日 三 業 社

本 社 東京都港区浜松田T l - 25- 7 電話 (434) 6171 (大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川区加島 ト 58- 59 電話 (302) 2 2 7  1  (代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 . j L  iH 

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・盛 岡 ・償 浜 ・静 岡 ・京 都 ・神 戸

233: 22 設計地工

委 騎 大 阪 城 口 研 究 所

100 

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大阪 372局 7151( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル -;UBfi 京 都561局4944 (  l-t )  

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神 戸 34 1局 5 8  9  2  

電気 ・空調・衛生・防災 ・産業廃水設備

設 計 施 工

. " 大 阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市ー州[ 幻 [ 戸機 I T 日101il' 17η 〒 550 -;芭，1市(441 18231

本 社 !Il J;( !i1S中央区銀座 2 了 1-12  !l¥' 17;:_; 〒 104 .1lt，1f; (5351 5251  

支 社 大 阪 ・ 東 京 名 古 殿

支 庖 札幌・仙台・全 iR . 広島・縞!日1

営 業 所 新潟 天 I m. IltJ i.l 1  Ｎ 高怯 ・ＡＡ ｾ本

出張所 持広 . -.'f 森 ・秋庇l 盛 1M] . ii有精 ・千葉・俄浜 ー静岡

M山 ー稲井 ・鐙 !王l 京 間5・事l' 戸 ・鹿児ぬ・那餓

粉伎底 シンガポー J レ

空 気 劉 手 口 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房 ム

環 境 衛 生 施 設

荷 役 運 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三 樹 工 簸 25 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

大阪支庖長 稲 畠 和 治

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 番 地 電話 大 阪 ( 202) 代 表 307 .1

本 宿 東京・日 比谷 ー三倍ビル

支 1苫 名古屋 、緬問 、札税. 広 島. 仙台 、北陸

出 雌 所 慣浜、 高松 、静岡 、貧国. 岡山 、金沢

- 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和設備 ・その他管工事一切の設計・施工

⑮ 斎 え Z 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代田区大手町2ーか 2 ( 日本ビル)

電信 03- ( 270) ー7411附

大阪支社 大阪市北区中之島4- 2- 38 電信 06- (443)  5041側

支 底 札 幌 ・岡山

営 業 所 仙 台 ・ 千 葉 ・ 名 古 屋 ・金沢・高松・広島・福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・苫小牧

空 気 調和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工

令 三 建 設 備 工 業 株 式 奮 枇

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 締 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  (代 )

本 社 東 京 都中 央区 日 本絡 蝋 波 町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋 仙 台 ・ 札 幌 ・広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・ 横 浜

。
東京本 l苫

大阪本I ? i

支 l苫

出 蝦 所

空 気 闘 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

晃 空 調
掠式会社 --

-・東京郡新宿区西新宿 新宿住友ビル ｾ話 ＰＳ Ｍ 344 - 1911 

大 阪 市北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 屯;l f. 06 - 363ー1371

名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11 - 2  電，活052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 ｾＭ 1leぷ0822 - 47 - 4535 

福 岡 市 中 央 区大名 2 丁目 4 番22号 電 話092- 761- 3795

仙台・償1兵 ・稲井・ 京都 ・神戸 ・松江 ・沖純

@  空 調 衛 生 ・冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

6 ヨ面白 よりよき環境へ技術で挑む一 一

窃 v 株式会社 精 研

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 1詐丁681和也( オート センデーピル2階)

郵便帯号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 支 底 東京都千代間灰九段南 2 丁目 2 l1f 5号( 九段ピ Jレ8 階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

著書
新日本空調株式会社

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ピ Jレ)

電話 (06 )  344  - 6  0  3  1  ( 代)

本社・ 東京都中央 区 臼本僑 本 石町 Ｔ Ｍ ＲＨ 三井第 二 ｾｉ ｊｴ官Ｉ

徒話 ( 03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 賊 ・ 東 海 村 ・北 陸 ・大 分

cl eonOi r  

。!皇室z j 警捗窓会提
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窓口 寅 京 支 底 J ( J j : t 1K餅宿区 画断司 2 - 5ー}・03- ) .1.4 - 18引 l 夫 代、 大 幅 支g ・06- 448- 585】{ 代 、

も 苔哩 支5 ・ 田 2- 21 1- 1535¥代1 九州 支Z ・ 田 2- 431 - 2147 ｾ蝿 踊札 帽 仙台 帽 ，ｪ｜，ｲｺ［ .. 

ＮＮ 声 畠 情 �ｾ Ｚ I鳴刈 会 1(，フヒ冨・岬回 ・目 頭鶴 岡山 昭山 相本 腐吃_ ' ，qI 蝿 ，、 ノコワ

空気調和 ノ〆、¥

給排水衛生 『てーフF

総 送 機 設 備

設 計 地 工

第一エ業抹式会社

大阪支店

r moDAI Rコ 空 気 調 和 設 備

設計施工

換気 ・除嘩設備

東 洋 熊 工 . 繍 或 盆 艦 大 阪 安 直

大 阪 市 西 区 靭 本 田T 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

空 気 鍋 和 ・ 衛 生 tt 傭 大阪ガス指定工率会社

t主計・. エ

ガス段備・ガス住宅訟備 大阪ガスt宣備! 1ft 特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 北区西天満 5 - 1ト12 電 話 06- 313 - 1846

芸品吾E tf 大阪市北区西天満 5 - 11 - 12  電 話 06 - 313 - 1846 

品AiE 立 匁 枚 方 市 甲 斐 国 東 町 9 番 3 号 電 話0720 - 49- 2128

訟 備 郡 大阪市北区西天満 5 - 1ト12 電話 06 - 313 ー 1846

苦闘 12 ‘ 怨 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 番3 号 電話0720- 49- 2128

日愛 ・冷房 ・空 気 温 湿 度 調主主装置

回 設 計 施 工

高 6!!: 
套11

品ｾ

-← 

大 阪 支 応 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

給 ・排水・衛生・消火・暖冷房設備

おお西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

支 庖 ・営 業 所 福 岡 ・京 都 ・広 島 ・天 理 ・川 西

⑥日本管工業株式会社

本社) l 京事支庖 京 都市南区西九条' 1 1 困 arT 2  0 番 地 <Tl 1  

包 括 (681 ) 5 1 0 1 - 5 ・俺r . I I 伴舛1:691 i  10‘5  

大阪支底 大阪市 北 区天満 ト ＵＭＲＰ 屯， ＡｾＨ 06 )352- 350H1j 

四 日 市 支 盾 四 日 市 市 西 末 広 田T '，'tt ，1 M 0593)  53ー 7431附

津 営 難 所 津 市 栄 町 2 ー 1 1  1  ，自治 (0592 ＩＲ Ｖ ー ＳＶ Ｑ Ｐ ｾ Ｑｪ

滋 賀 営 業 所 大 海 市 打 出 浜 13 ー 15 ［Ｇ 官 ｊ ， ｾＨＰＷＷＵ ＩＲＲＭＹ ＷＳＸ ｾ Ｑ［ｪ＠

名 古 屋 営 業 所 名古屋市中川区百船町泡ぷ ＨＰＵＲＩＳＶＳＭ ＰＶＸＱ ｾ Ｑｪ

⑮ 醤 暖 房 協

唱 F電・ー..，.

③持続主婦32

圃圃圃圃圃圃圃圃園圃圃・. ，可・ 2・. . 司 : 1

@平山互業株式会社

衛生・杢気調和設備 ・設計 ・施工

大阪市西区江戸経 1 - 22 - 7  T  E  L  (441 )附 1994 ・( 443)附 0331

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設 / 設計・施工

⑬山田工諸権誕I ! I U

本吐血管工事n !li 大 隊 市 西 区 車 町 犠 1 - 6  - 8 電話06(44) )8161 (大代置)

喧喧甚置事車部 大匝市草 川区三 S 屋南 1 - 1  - 35 電話 06(湖 ))491(代置)

車 京 支 居 軍軍臨江車区亀戸1- 8 - 4 (自国ビ 川 電ぷ 031ω )8421I代釦

名 古 屋 王 高 名 古 屋 市 中 区 量 2 - 16 - 13(車極ピ ル} 電話 052(202)∞η (代量)

禍 同 支 庖 福岡市問J; : 区樽J;:駅東2-4- 30 (い わき ピル} 電話 伺2(451)3456

畠 量 踊 神 戸 岳 山
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⑤ 

I7Eヨ E 持軍邑 ｾ＠ ..L.&I園 -

i窃 亀 丸 株 式

代表耳Z締 役 山 本 ↑ 奪 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 2 - 4 朗 自 ピ

T E L  大 阪 06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代 )

市 垂 水 町 3 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

京 都 市 . t ; 京 区 西 京 極 範 野 町 2 1  

T E L 京f，s 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( イ"¥: )

稲 岡 市 中 央 区 誕 院 1 - 1 4 - 8

T E  L  110'， 問 。92 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 股 備 の 頁

社

A

S

A

 

設 計 施 工電 気 設 備

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

電 気 ・ 計 装 工 事

6逮

国1吹

本

本竜士嘗捜所

京 事 官 営 機 所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビル T E L 0 6- 3 13- 1101 

支 j苫 東 京 ・名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・京 都・ 天 理

大 阪 南 ・神 戸 ・広 島 ・四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社長

字国間出視所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男常務取締役支社長

大阪市東区高腺橋五丁目 二八番地 電話大阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 仙 台 ・ 丸 / 内 ・名 古 屋 ・ 福 岡

営業所・出張所 全国主要都市20ヶ所

電 気 工 事 設 計 施 工

血
，、

代表取締役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 金ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 精 箱 崎 町 2 0 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 }

川 崎 ・ 判 | 筏 原 ・ 堺 ・ 飯 山

社一一
一

株 式 会 社

キ土

底

ヨド

支

出 張 所

電 気 ・ 媛 冷 房 ・ 空 間 工 事 位 置 十 施 工

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂ビル 3 階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新僑 2 - 1  6  ( ニュー新橋ビル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5 1  3  1  ( 代 )

・ 堺 ・ 千 葉 ・ 2宇 都 宮 ・ 熊 本

電気・計装・空調工事設計施工

企込
ゐ �ｾ ト圏雲完工ＺＮ［］Ｎ［ニアリレヲ崎武 Ｘ 艦

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 1 番 3 号

T E L  0 6 - 364- 3056 ( 代)

東京 - 神戸・広島・岡山

名 古 屋 ・岡 山 ・ 札 眺 ・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都・高砂・ 三原・徳山・松山・新居浜 ・福岡・沖縄

?益三

1 0  刃く
取締役社長

本土

支 l古

事業所

本

社

H  

底

庖

本

支

支

神 戸
予ｾ Ｎ :t/;!i .  

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 勝

取締役社長 平 木 寛

大 阪 市 北 区 西 天 満 6 丁 目 9 番 8 号

電 話 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 四 日 市 ・神 戸

松 山

ネ土

電 気 工 司E ・ 骨 十 袋 工 事 ・ 般 置 十 施 工総合設備工事 〈設計・施行〉

電 気 ア ン テ ナ ・送電線 ・プラント ・計 装 ・空 調 ・土 木 ・建 築

⑧ 
社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

社

支 庖

営業所

本

ilB 

大阪市福島区福島 7 - 2 2 - 8  

T E L (  06) 452- 1151( 大代)

東京 ・名古屋 ・大阪 ・広 島 ・福 岡

四林取締役社長

社本

事業所

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ富士電業株式会社

中 実

大 阪市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

田取締役社 長

社本

轟千鍵亀縦株式会討

取 錫 役 社 長 岩 崎 久 雄

大 阪 市 観 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 - 10 

. 館 大 医 ( 06) 3  5  8  - 1  1  7  1 大 代 毒

素 云 都 港 区 虎 ノ 門 1 丁 目 1 3 番 5 号

電 信 東 京 (03) 5  0  3  - 0  7  1  8 代 表

福 岡 市 中 央 区 天 神 1 丁 目 1 0 . 2 4 号

電 磁 綱 同 (092) 7  1  2 ー o 1  2  6 代 表

神 戸 078(351) ω4 1  鹿 児 島 ω92( 24)  0115 

電 気 段 傭 殺 計 施 工

@  

聖士

s  

ヨ紅

支

営業所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

社 寺 数 奇 屋 用 瓦 大 仏 瓦

床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 一 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内 外 装 用 様 変 美 術 タ イ J レ …大 仏 タ イ ル

新 発 売 古 代 土 器 開 高 温 〆 タ イ ル 大 仏 古 代 タ イ ル

φ  

大 阪 支l吉

大阪市* 区高尚械 2 J 円 9 ' J ! I ' 村ヒル 5階 従話 大阪 ( 202) 4905

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

唱コニ

雨 水 潜 入 .'1 落 防 止

耐 震 耐) 武 司

安 定 韓宝豆

ナニワ媛匂 ｾＲｩｩ

BoardふSlate

需 板

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阻

市

油

通

区

冗

町

丁

目

ヒ

附

-
電

H

M

制

A

0

・
ハ

ム

信 用 と 技 術 で

未来を拓く 東 海 電 工

@ 東 海 電 気 工 事

本 社 / 名 古 屋 市 中 区 栄一丁目 20番 31号 〒460 1::1' (052) 221- 111 1  (大 代 表)

支 社 / 名 古 屋 岡 崎 静 岡 津 岐 阜 長 野 飯 回 東 京 大 阪

Standard 

奉 仕 感 謝 のl吉

タ イ ル 工 事 施 工

: :  '11 淳 窯 議 歳 定

司E結 姫 路 0792( 82)  0999  e  

⑪ 

フ タ パ
姫 路 曾 織 所

…下 T
島

町

種

ガラス製品卸問屋

セトモノのデパート

各ポ
、ソ

酸

陶器、

耐
11設省 IZ定の防火材料

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

作! t .

邑

業 | セメン ト 系 阿 川

口 | 特 殊 リシノ 吹付 材

ロロ !

ア ? リル系 吹付 材

ヒ ル 石 吹 付 材

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

本 社 大阪 rl i点11. ，' 礼メ湯川|町r3  - 54  .，!L Ji ( 06 )702ー 7814 - 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所
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建築物自制自等造 作 工事 、家具 建 具・室 内 装 備 工 事

内 外 装 飾 織 物 ・ 窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

ニ葉屋装備工業株式会社

取 締役会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06)349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知ギ建築業者許可( 般- 48)第 12064号

図閥

D E C OR A T OR S. L  T D  F UT A B A Y A  



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

._， 

鈴 木 式 防煙 火 シャ ッター ・リンググ リル ⑮ シ ャ ッター ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッター ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ ター -

40 ・ピー ア ソフ。@ シ ャ ッタ ー - 汎 用 シ ャ ッ ター

その他 特 殊 シャ ッ タ ー の 製造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 服

ま史認新しいストラクチャー

久 保 貞 監 修/都 市 設 計 研 究 会 編 A 5 判 240頁 ￥3，300( 〒200)

自然と人聞をいかに融合させていくか一 一、土木構造物が生活空間

としてどのように使われているかを、行政にたずさわ っている立場

から、具体的な実例と多数の写真で解説した指針合。

〈主要目次> I 生活空間 としての土木構造物 II 道路 III tfF， 

W 水 V 緑 vl 広場 vn 者11市桃造物の設計手法 VsI 者11市づくり

総力 !i iQ

自治体におけるものづくり 一一一管理・ 教育 ・機能化につ いて

編者一 一赤松勉、稲毛政信 、 入江 田吉仁、角本直樹、まIt 其哲郎、

笹原和:喜男、佐野正明、福井直樹、増減11昌利 、村主治家 (50音 )1瓜)

h

F

倉

敷

の

運

河

に

架

か

る

中

橋

明日時〈知性と技術鹿 島 出 版 会

107 東京都港区赤坂6-5 13  fi (03)582-2251  振替東京6- 180883

| 新 刊 の お 知 ら せ 好 評 発 売 中

建 設 省 建 築 研 究 所 監 修

月 刊

定価

( 54年4月号 ) ( 3月 18 日全国書庖発売)

・屋外に面す る 帳 壁 の 基 準 の 改正について

・減圧プレ パ ッ ク ド 工 法

・異形棒鋼 の 品質 と ガ ス 圧 接 性

・プラスチ ックの断熱 防 音 窓

・建 築 構 造 と 防災計 画

. RC 有 孔 ば り の せ ん 断 強 度 と じ ん 性(2)

・在来木 造 住 宅 情 法 の 地 域 特 性(4 )

・水平設 計 震 度 に つ い て の 質 問 に こ た え て

・ 構 造 計算 データ シー ト

専門控術者のための

建 築 構 造 問 題 快 答 集 責

A5判函入・430頁 ￥3 ，800 ( 送料￥ 200)

専門技術者のための建築構造設計参考書。 日常業務の 中で

実際に出会うさまざまな疑問に， 60余名の専門家が明快な

解答を与えている 。 類書を見ないのも本書の特色 。

目次情成

1. 荷重および外力/ 積載荷重・風圧力 ・地震力 ・土圧 ・クレーン

荷重 2.応力解析/ 矩形ラー メン・異形ラー メン・山形ラーメン ・

部材の応力算定 3.基礎構造/ 地盤 ・直接基礎の設計 ・くい基礎

の設計 ・偏心基礎 ・擁壁その他 4.鉄筋 コンク リー ト造/ 鉄筋 ・

コンクリ ー 卜・ 床スラブ ・はり柱など 5 鉄骨造/ 応力算定・は

り・柱など ・接合部 6.鉄骨鉄筋コ ンク リー ト造 7. 木構造その他

〔特集号案内〕

・躯体生産技術の

向上をめぎして

1寺価￥ 780

- 建築と接合

抑

制

m

i

l

-

-

U

守

【

い

》

u'

面

宜

E

画

面

附

の

剛

策

附

!

ム

!

対

!

テ

術

ス

技

シ

と

ロ

岡

崎

呪

勾

即

沼

崎

申

七

古

'

H

怪

工

•• 
- 住宅の遮音

1寺イ面￥ 1.α)()

建 築 構 造 計 算 資 料 集 第 5巻( 会 8巻) 中川津緩著

鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 構 造

B5判・208買・透明上敷スケーJV{t ￥3 ，200 ( 送料￥ 250)

シ リーズ全 8 巻予定の建築構造計算資料集の第 5 巻 目。鉄

骨鉄筋コン ク リー 卜構造の柱断面算定図表 ， はり 断面算定

図表，はりおよび柱の許容せん断力等の資料を収載。

目次構成

1. 柱の断面算定図表/ Fc=210 S030， Fc=240 S030.  Fcニ 210

S040( S035)， Fc= 240 S040( S035)  2.はりの断面算定図表/

Fc=210・九 = 240 S030・S035' S040・SS41. SM50，引張鉄筋断

面積補正値 3.はリおよび柱の許容せん断力 / Ie} りのせん断力負

担比算定図表，鉄骨部分( 充腹形とラチス形) の許容せん断力 図表，

鉄筋コンクり ー 卜部分の許容せん断力 4.その他 5 付表

l  回建築技術 2421365TT??ZZEISAユ1
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9ド

設備合理化に貢献する

ミ態。u: ユトヨ山コ。

5 K  - 1005標 準 型

S K型・ l 層式( 桝 ) / 2層 式 / 3層 式/ 床 置式 / 土 問 用

・ 実 用 新案 特 許 第 1196331 号

( ステンレス製)

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 分 は 配 管 設 備 を 著 し く 損 傷

し ま す 。 し た が っ て 損 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 〈 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式 グ リース ト

ラ ッ プは こ の グ リー ス を 阻 集 す る ば か りで な く ト ラ ッ プ ・マ ン

ホ ー ル ・受 力 ゴ ・スライドヰ反 ・排 水 管 ( フ レ キ シ ブ ル ジ ョイ ン

卜) に 至 る ま で セ ッ トに な って い ま す の で 突 貫 工 事 に も 充 分 間

に 合 い ま す 。 文 、従 来 の 鋳 鉄 製 ・鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

重 量 的 に み て も 取 付 日 数 が か か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式グリ ー スト ラ ッ プ は 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、据 付 貨

が 大 幅 に 低 減 さ れ ます 。 又 、残 i査 は 受 カ ゴ で 取 り 除 き 、 トラ ッ

プ 本 体 は スラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 これ を 取 り外 す

に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。 特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛生 的 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら お 底 の 大 き

さ 、 種 類 に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 で す。

弊 社 は 日本 で 初 め て グ リー ス ト ラ ップ の 規 格 化 を 回 り 既 に 全 国

的 に 発 売 致 し て お り ます 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・建 設 業 社 ・設 備 業 社 を 始 め 各 方 面

か ら 多 く の 引 合 を 頂 き 、 弊社 も た ゆ ま ぬ 研 究 を 続 け て お ります。

又 、 規 格品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 機 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈お も な 納 入 実績 〉

札 幌 全 日空 ホ テ ル / 札 幌 グ ラ ン ドホテル / 厚 別 副 都 心 商 業 セ ン タ ー /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル / 仙 台 タ ー ミ ナ ル ピ ル / 新 潟 新 沼 地 下 街 / 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市/ 津 田 沼 北 口 再 開 発/ 東 武 デパ ー ト/ 迎 賓 館

/ 第 一ホ テ ル / 三 井 物 産 大 手 町 ピ ル / 安 田 火 災 海 上 新 本 社 ビ ル / 里子村

不 動 産 新 宿 ピ ル / 新 宿 セ ン タ ー ピ ル / 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パ ー ト浜 松/ 豊 橋 フ ァ ミ リ ー プ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ビ ル / 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ビ ル/ 阪 急 グ ラ ン ド ピ ル / 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ピ ル / 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ピ ル/ 三 宮 市 街 地 再 開 発 ビ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ヨ ン ピ ル/ 鳥 取 一 番館 / 高 松 ワ シ ン 卜ンホ テ ル

/ 徳 島 大 学/ 平 和 会 館 新 博 都 ビ ル / 西 日 本 新 聞 渡 辺 ピ ル / 福 岡 天 神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リ オ ン ホ テ ル/ 他

〈営 業 品 目 〉

SK式 グ リー ス トラ ッ プ/ S K式 ガ ソ リン トラ ッ プ/ 雨 排 水 トラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ッ ク ス / パ ル プ ボ ッ ク ス / 他 ス テ ン レ ス 製品加 工 会 般

設 計 ・ 製 作 ・販 売

※ カ タ ロ グ ・資 料 ご 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所へ ご 一 報 下、さ い 。一一一一一一一

製 造 発 売 元

下 回 機 工 株 式 会 社

大阪営業所 / 干532 大阪市淀川区西中島4- 5- 9(浅井 ピル) 合 06 (304)  ＵＴＸ Ｑ ｾ 也

本 社 / 干 130 東京都盛田区東駒形4- 6- 9( 和孝ビル)
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: Z421間T l IJ I レヲ JI" J 9J l  

錆 び な い ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースー1'¥ーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( S P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( S T  L )  

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( S  S  )  

、
波 板 規 格 S 小 波 ・S 大波・ V 波・ボ ッ ク ス 波 ・W ジ ャ ン ボ 波 ・V デ ッ キ

sv ジ ャ ン ボ 波 ・其の他

用 途 平 板 ・ 波 板 ・棟 包 ・ 雨 押 類 ・谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター ・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) J  

ホーンタイト( 防音壁) . スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

鎖 市I J I ! J ' l J l J 9J l 製造跡式会祖

大 阪 本 社 〒 660 尼 崎 市H召 利 南 通 り 3 ー 26 松 本 ピ J レ ぽ 活 大 阪 (06)412ー 5131(代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 庄J 44 '?白川大阪 (06)488- 1081 ( 代 )

支 J吉 及 工 場 大 阪 ・九州| ・名 古 屋 ・広 r:'J ・東 条 ・刈 行

姫 路 ( 東 洋 建 材工 業 ー 株 )

東 京 本 社及 工場 〒 335 助 長 市 塚 魁 5 丁 目 6 番 32 片 1払抗措長 (0484)42- 3115(代)

支 . I i 5及工場 点 北

建築に新しい時代を拓く内・外壁材/

i簡に芯: : J - 1' h

- 年 中 快 適

・耐火パネル

- クラックが入らない

・工期の短縮化

‘
へ

l

ベ

ル

ラ

イ

ト

使

用

木

造

住

宅

(
大

阪

府

高

石

市

・

G

邸

)

最 高 の 技 術 が生 み だ し た

新 し い 素 材

ヘーペJL
<> 

三朝関重
d

r

 i

 

--

- 吸音吹付化粧材

耐火・防火・断熱・結露防止

ソノライト j在日
( 法定防火材・建設 省 認 定 ・基 材 同等 第0003号)

⑧ j哲奥野翌五期間

明 石 支 底 干673 明石市西新町 2 - 12- 14 ｾＰＷＸ Ｈ ＹＲＲ Ｉ ＰＰＰＷ Ｈ 代 Ｉ

高槻営業所 〒569 高槻市宮閏町 2 - 1  - 29 公 0726(96)  2889 

中国営業所 〒742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

ｾＰＸＲＰＲ Ｈ Ｒ Ｉ ＵＲＱＱ＠
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っ た 配 電 線 や 変 圧 器 な ど の 改 修 、 増 強 工 事 な ど が 必 要 で I I 作 業 停 電 に 、 一 層 の ご 理 解 と ご 協 力 を い た だ き ま す よ う 、

こ の 場 合 、 や む を え ず 作 業 の た め の 停 電 を さ せ て い た だ ] な お 、停 電 す る 地 域 の み な さ ま 方 に は 、 広 報 車 、 ビ ラ 、

く こ と が あ り ま す 。 停 電 範 囲 と か 時 聞 を で き る だ け 少 な . ポ ス タ ー 、 有 線 放 送 な ど で 前 も っ て お 知 ら せ い た し ま す

く す る よ う 努 力 し て い ま す 。

停電をなくすための停電
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歩行用屋上防水一外側断熱防水 / UD工法
a.  

苅函F

昭

和

例

年

3

月

同

日

一
一
括

3

種

郵

便

物

犯

司

まず、すH!!I J 断 熱 防 水 / U D 工 法 の 特 長。・ スラブの抗度
liY¥米で常 識 化 されている 外イ!!I J断 熱工 法。 日本 でも 1n  ， ｉ Ｚ ｾ ｪ＠

1レーフイングが掠用して、すでに 10年 以 上、経 過 しました。 変 化 が小 さくなるので、ひびわれや1ワ] きが少な くなり 、スラ

フに接 あ最近、 行 エネルギー、生 活 環境 の 向 上、建物の |耐久γ1=な

する0 ・内 ;'ill 五日夜を防止する 。. ｾＱ Ｚￎノ ド 用は熱的に安定す

るとともに直接、外的 ; 影特を受けないので耐 久 性が増す。

どの 諸 点 からこの工法への J lj1仰 がようやく深ま ってきま

した。11-本でて外fWJ断 熱が常 識 化 される11も近いでし ょう。今

凶の Ta; ima Techni cal  Reporf で、は 、外fWJ 断 熱 防 水 / U D  - 外 力 による機 械 的 損 傷を直接 うけ

ない。・l木J ;' illの 直f上 1--げが谷弘であ る。

強力アスターU は、強力ア スロンU とと

工法にスポ y 卜をあて 、その f 1:峨 をご制 介 してゆきます。

断熱防水仕様

PCR. S200 もに * 問 アス j-hJJ キIl f L械の中核 材 とし

て開 発された不織イロルーフ イング己良

t't なアスフ アル トがたっぷ りと合 j受干』主

ノ1--: かしな がら工 !日 l短縮がはかられま

す 。建築梢造の多脱化に対応、し、工

組 されています。従って1115水性向Eは 抜

群 。 従 来 のメンフ レン工 法 の機 能 を

ロ アスフアルト

フェルト敷き

回 目 R8ボード 30mm品

目 アスヲイト 1.5kg

回 国強力アスヲ - u

回アスヲイ卜 1_2kg 

ｾ｝ｑｊ 強力ア ス ヲ Ｍｵ

アスヲイト 1.5kg

Rギルスポ ット

回 プライマ ーo32 

材

団

活

人

']'; r i 力化への移行を 行った理 想 的 な

イミ織布ルーフインク 、強力アスターU。

日

本

建

築

協

会

その 性 能はス卜 レy チルーフイングの

〒

州

大

阪

市

東

区

北

浜

3

1

幻

電

話

大

阪

0

6円

2

3

1
〕

9

6

4

8

・

9

6

4

9

・

9

6

4

0

JI S  );見f各を，回えています0 ・j][，] IWJ: が，，，ホリスチレ ンフォームの 特 殊JIJ Iです 。
U D工 法ーでは 、断熱材 l' 1  f本が雨 /J<. の

く繰 り返し応 力に耐 える。・腐 朽 変TIIl lIil 市には スキン IMがつい て います。; ; 診特をうけるため、日及ノドド1: が少なく

しかも熱絶縁の ，:: ] 1 ，、断熱材が要求 するおそれがなく長 HrJ 間 の 防 水 効 果
そのやな 判 長 は

を Ｑｾ ｾ 正 する Ｐ ・ ｻ止白日 でももろくならず- 叫ノJ<. が少

. t没t戚

. 1*. J i ' 熱効 * が大 きい。されます。この 11 的 にそ って 開 発 され

寒 冷地 の防ノk にも好適。・形状が変- 透 jhl: ほ-tAが I::J し、。なし、。
たのがRBボードです 。RBボード の 素

化せず安定した |り5/J<. 屑を形成する。

li'j議.. p  

ロ日四

l強…→ |

(1'. ) 強 l立が大 きい。材は気泡サイズをより 小 さくした硬 Tf

断 熱 防 水 仕 様 PC R- 5 2 0 0

回 固

ｅ 証・Ｚ担問 ｾＧｉｉ 岨

・1: 1: 6同 型 哩 唱 圃 圃 ・

表

紙

デ

ザ

イ

ン

・

永

田

循

このほか PCR-5150 ・PI R- 5250があります

百平車Is は 「 ア ス フ ア ルト防ノ，]'< - f士t1<

2F」をご覧ください 。

なお 、この仕様 2i- は、 ご希望の方

に差し 上 げ て い ま す 。 企 画 係 宛へ

お申し込みください 。

〈防水 層保 誌材 ><押 えコンクリ ー ト〉

・納まり 〈立上 りの高さ> < パラペ

ッ ト><笠 木 >< 手摺〉

・断 熱 性 能

・仕 様 の 選 定 〈基 的条件〉

以 下のチェ y クポイン卜を参! ! 誌に

If J f 熱防水計画 を お 考 え く だ さ い 0

・下地 〈下 地 ご し らえ> <下 地 の 種

類 >< ドレイ ン> < 勾配> <排 水〉

・防 水 押 え 〈伸 縮 目 地> <立上 り 押 え〉

振

替

口

座

大

阪

三

刈
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番
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価

六

五
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円

0 3 3 7 9 - 3  雑 誌

東西アスフアルト事業協同組合

田島ルーフィング株式会社

大阪 : 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 ー 1 0 - 5 電話 (06)443- 0431

東京東京都千代田区岩本町 3 ー11 ー13 電話 (03) 862- 8531

札 幌 ( 01 1)2 2 1 - 4 014 広 島 ( 0822) 46- 8625

仙 台 ( 0222) 61- 3628 高 松 ( 0878) 34- 5362

名 古 屋 ( 052) 562ー 0501 福 岡 ( 092) 712一0800

マ


